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各 位

平成 12年 2月 21日

(財)長野県文化振興事業団

長野県埋蔵文化財センター

所 長   佐久間 鉄四郎

埋蔵文化財発掘調査報告書の贈呈について

時下、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 日頃当センターの事業に対 しまし

て格別のご協力、ご指導を頂き厚くお礼申し上げます。

さて、平成 9年に発掘調査を行いました屋代遺跡群土ロバイパス地点の調査報告書を『国

道 403号土ロバイパス埋蔵文化財発掘調査報告書』として刊行 しましたのでお送 りいたし

ます。

遺跡は、屋代遺跡群高速道地点から続く古墳時代中期～平安時代後半の集落跡が主体で

す。屋代遺跡群の、高速道地点より西方の広がりを考える上で、良好な資料が出土してい

ます。それ以外にも、この地域では希少な縄文時代後期後葉の土器が出土したこと、弥生

時代中期後半の住居跡や、中世の館に関係する堀跡の一部が確認できたことなどが報告さ

れています。これらの資料の評価が十分にはできず、資料提示に不充分な点もございます

が、ご活用頂ければ幸いです。

連絡先

〒388-8007長野市篠 ノ井布施高田 963-4

長野県埋蔵文化財センター篠 ノ井整理棟

ЪL026‐ 293‐ 5926
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縄文時代後期の土器
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長野市松代町から更埴市に入 り、土口・雨宮の集落を迂回して通る国道403号土ロバイパスは、

雨宮・屋代地籍で屋代遺跡群 を通過 します。その建設に先立つ埋蔵文化財発掘調査は、これまで

更埴市教育委員会が実施 してきましたが、その一部について長野県埋蔵文化財センターが分担 し

て実施 しました。対象地区は、さきに当センターが調査 した屋代遺跡群上信越 自動車道地点に直

交し、また更埴市教育委員会が発掘 した、大境遺跡の一部にもかかってお り、その成果が注目さ

れました。

調査結果の一部は、すでに年報や、現地説明会、遺物展示会等で、その一端 を紹介 してまいり

ましたが、整理作業を進める中で得 られた新たな知見 も含め、本書に収録することができました。

本遺跡では、縄文時代後期から中世にわたる生活の痕跡を発見 しています。この地域では資料の

少ない縄文時代後期後業の土器が出土 したこと、屋代遺跡群における古墳時代の集落の西端を捉

えることができたこと、また中世の館に関係する堀跡の一部が確認できたことなど、今後の研究
に貴重な資料を提供することができました。

最後になりましたが、発掘調査から本報告書の刊行に至るまで、深い御理解 と御協力をいただ
いた、長野県土本部更埴建設事務所、地元更埴市、同教育委員会、屋代・雨宮地区の方々、発

掘・整理作業に従事協力された多 くの方々、また適切な御指導・御助言をいただいた長野県教育

委員会文化財・生涯学習課の皆様に、心から敬意 と感謝を表す次第であります。

平成12年 1月 11日

長野県埋蔵文化財センター

所長  佐久間 鉄四郎



例   言

1。 本書は、国道403号線 (土 ロバイパス)建設工事にかかわる屋代遺跡群および屋代遺跡群に属する大境

遺跡の発掘調査のうち、長野県埋蔵文化財センター実施地区の発掘報告書である。発掘調査の概要は、

当センター発行の『長野県埋蔵文化財センター年報』14015で紹介しているが、本書の報告を持って

本報告 とする。

2.遺構番号は、一部を除き発掘調査時の記号や番号を変更していない。その為、欠番などが存在する。

3。 註 0参考文献は各章あるいは節の末尾にまとめた。

4。 発掘調査・報告書作成にあたり下記の諸氏に御指導・御援助をいただいた。記して謝意を表する。

京都大学霊長類研究所教授  茂原信生

国立歴史民俗博物館教授   平川 南

5。 執筆は、第 2章第 2節 2(1)・ 第 3章 2 2)を 青木一男が、それ以外 を西 香子が行 った。編

集 0構成は西が行い、土屋が校閲した。遺物の写真撮影は、西鳴 力が行った。石材鑑定は、市川桂

子・町田勝則が行った。また、上記以外の職員の協力も得た。

6。 航空写真は、欄写真測図研究所に撮影 を委託 し
゛
たきまた、黒曜石の原産地推定 を、例パ リノ・サー

ヴェイに、樹種同定を、欄パレオ・ラボに委託 し、付章に掲載した。

7。 本編で報告 した記録および出土遺物は更埴市教育委員会が保管している。



例凡

1。 本書に掲載 した実測図の縮尺は原則 として下記の通 りで、該当箇所のスケールの上に記してある。

1)主 な遺構実測図

遺構平面図 1三 200

2)主 な遺物実測図

建物跡イ固別平面図・断面図 1:80

土器拓本  1:3  土器  1:4  石器・石製品 1:3～ 1:6  小型石器  2三 3

金属製品 1:2  木製品 1:3～ 1三 8

本書に掲載 した主な遺物写真の縮尺は、下記の通 りである。

土器  1:3  石器・石製品 1:2～ 1三 4  金属製品 1三 2  木製品 1三 4

実測図中のスクリーントーンなどは下記のように用いた。これ以外の場合は、当該項目の中で説明す

るか、図中に几例を示した。

1)遺構実測図
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2)遺物実測図

須恵器の断面 を黒塗 りし、灰釉の断面及び、土器の表面処理については以下のスクリーン トーンで

示 した。

灰釉の断面 1::■■ 黒色処理を施した土器 llll 赤色塗彩を施した土器

金属器 0木製品などについては、その都度図版に几例を示した。
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第 1節 調査の経過

第 1章 発掘調査の概要

第 1節 調査の経過

1 調査 に至 る経緯

本報告書収録の遺跡群の発掘調査は、長野県更埴建設事務所建設課による国道403号 (土 ロバイパス)建

設に伴 う事前調査 として実施されたものである。長野県においては、従来、国道建設にかかわる発掘調査

は市町村教委が実施してきた。国道403号関係の発掘調査 も、更埴市教育委員会により継続されていた。

しかし、調査区域中央の高速道地′点の調査をセンターが行ったこと、事業量等の問題から県教委・市・建

設事務所・センターの間で調整の結果、上信越自動車道より西側は、当センターが分担して実施すること

となった。

発掘調査の契約面積は4,000m2で ある。

2

4月 7日

4月 14日

4月 21日

6月 9日

6月 11日

6月 13日

7月 14日

7月 25日

9月 14日

10ナ116日

10ナ120日

11ナ118日

12ナ119日

3

平成 9年度

調査 の経過 (調査 日誌抄 )

機材搬入・重機による表土争jぎ開始

1区調査開始

2区調査開始

3区調査開始

203区平安時代 (9世紀末)面、空撮・空測

塩崎小学校 6年生見学

6区調査開始

4区調査開始

現地説明会

5区調査開始

4区市道部分調査開始

1・ 2区市道部分調査開始

調査終了

調査体制1と 調査期 間

発掘調査

事務局長

同 総務部長

同 調査部長

長野調査事務所長

青木 久

山崎悦雄

小林秀夫

小林秀夫

戸谷 功
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平成10年度

平成11年度

4

荒井かち

春 日恭子

滝沢修子

長谷川敦子

米沢須美子

長野調査事務所調査課長

調査担当者

調査期間

整理作業

所長

副所長

管理部長補佐

調査部長

調査第二課長

整理担当者

報告書印刷・刊行

発掘 お よび整理作業参加者

香子

日～同年 12月 19日

百瀬長秀

西山克巳 西

平成 9年 4月 7

佐久間鉄四郎

山崎悦雄

宮島孝明

小林秀夫

土屋 積

西 香子

第 2節 調査の方法

1 発掘調査の方法

本調査に先駆けてすでに更埴市教育委員会にて発掘された大境遺跡や、当埋文センターで発掘した、隣

接する上信越自動車道屋代遺跡群の報告に基づいて調査の範囲の確定が行われた。市道4127号線の切りま

わしや市道から農地等への入り回の確保、用水の確保等、いくつにも分割して調査せざるを得ず、それら

の問題を考慮した結果、わずかではあるが一部調査を行

えない箇所 も出てきた。

(1)遺跡名称 と遺跡記号

本書で報告する遺跡の名称 と遺跡記号は下記のとおり

である。遺物・写真他の記録類の注記なども全てこれに

よる。

屋代遺跡群国道403号土ロバイパス地点 BY0

9)グ リッドの設定 と呼称法 (図 1)

グリッドの設定は国家座標を利用して大々地区・大地

区・中地区の 3段階に区分 した。まず調査区全体にかか

る200m× 200mの 区画を設定 し、これを大々地区とし

IOH・ ⅡI・
・…・とローマ数字で表記した。この大々地区

を40m× 40mの 25区画に分割し大地区とした。大地区の

呼称は北西から南東へAか らYま での大文字アルファ

池内なつ子 石浦光子 牛沢輝雄 内山友江 大田里子 岡藤清流 小河原惣四郎 長田圭二

北沢利子 窪田 順 小林英子 駒村和子 小山弘六 宍戸静江 清水威子 瀬下利男

竹内吉晴 田中研一 千賀久男 塚口延子 中沢スミ子 中沢 幸 西沢京子 野沢新作

深沢優子 保坂豊子 真島たけの 真島友見 松沢 守 村田雅子 山下大輔 吉池光子

この大々地区が I区の場合 i11∵「 は大地区 I Q 111は 中地区 IN-02

第 1図 大・中地区設定法
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第 2節 調査の方法

上信越 自動車道

ベットを用いた。その大地区を8m× 8mの 25区画に分害Jし 中地区とした。中地区の呼称は、北西から南

東へ 1か ら25の算用数字を用いた。これらの呼称を組み合わせ、大々地区「 I区」に属する大地区「N

区」の中の中地区「 2区」は、「IN-02」 のように表記される。なお、分割調査の為に設定した仮地区は

図2に示した。

0)遺構記号・遺構番号

記録・注記等の便宜 を図るために遺構名称は記号 を用い、遺構番号は時代等にかかわらず種類 ごと、検

出順に付 した。遺構記号は基本的に検出時に決定するため、主 として平面的な形態や遺物の分布状況等 を

指標としたもので、必ずしも個々の遺構の性格を示すものではない。混乱を避けるため原則として遺構記

号・遺構番号の変更は行わず、本報告書は発掘時に付した遺構記号・遺構番号を使用している。このため

整理段階で遺構と認めなかった場合、遺構番号に欠番が生じている。また、遺構番号が重複してしまった

ものについてのみ整理作業段階で遺構番号の変更を行っている。

なお、本書で用いた遺構記号は当埋文センターで共通に用いているもので、以下のとおりである。

[SB] 直径あるいは一辺または最大長が 2m以上の、円形・長円形・方形・長方形・不整形等の掘 り

込み。 (竪穴住居跡、緊穴状遺構)

[SK] 単独 もしくは他の掘 り込み と関係が認め られない SBよ リガヽ さな掘 り込み。 (土坑、貯蔵穴、井戸

等)

[ST] SBよ り小 さな落ち込みや石が一定間隔で方形、円形に配列 されるもの。 (掘立柱建物跡)

[SD] 帯状の掘 り込み。 (溝跡)

[SC] 連続する固い面や帯状の盛 り土や SDに挟 まれる帯状の面。 (道路・畦・堤防)

[SL]複 数の帯状の掘 り込みや盛 り上が りが規則的に配列 し、ひ とつの面 を形成 しているもの。 (畠

跡・水 田跡 )

なお、 SB内の柱穴・貯蔵穴等や STを構成する個々の掘 り込みにはPを付 した。

に)遺構検出と遺構調査の手順

基本的な調査の進め方は、重機で表土を削除した後、前述のようにグリッドを設定して入力で遺構検出

を行った。遺構検出の際、出土した遺物は包含された層位名またはグリッド名あるいは帰属遺構名を付 し

て取 り上げた。遺構調査面が 2面以上ある場合は、次の調査面まで、重機による争Jぎ を行った。検出され

第 2図 仮地区設定図

-3-



第1章 発掘調査の概要

た遺構の調査には、平面形で重複関係を把握 してから掘 り下げ作業にかかった。精査する順番は、重複関

係の新 しい遺構から古い遺構へ、 という流れで行った。平面形で新旧のわからないものは、随時 トレンチ

を入れて断面より確認して作業を進めた。遺構はそれぞれに十文字方向あるいは単一の方向で土層を観察

し、記録 した。掘 り下げが終了した遺構は測量・写真撮影を経て終了した。

遺構の測量は簡易遣 り方測量 (オ フセット測量)に より、中地区 (8m× 8m)単位に区切った害J付図とし

て、住居跡は個別遺構図として実測した。縮尺はほとんどの場合 1:20で、必要に応じて 1:10で実測し

た。この他、畠跡では 1:20の航空測量を業者委託 した。

2 整理作業 の方法

(1)調査時′点および同年度の整理

発掘調査時′点での整理は、遺物洗浄・図面整理・写真整理の一部を行った。発掘調査終了後の冬季整理作

業では、現場で作成された図面類 と写真の整理を優先に行った。図面類は、平面図と断面図を照合 して補

修 した。遺物への注記は、注記マシーンにより行った。インクが黒色の為、遺物が同色の場合は自のポス

ターカラーで手作業により注記を行った。土器の接合作業も一部行った。

9)報告書作成にかかわる整理

報告書作成にかかわる整理作業は、平成10年度に長野県埋蔵文化財センター篠ノ井整理棟で行った。土

器の接合・復元作業、土器・石器等遺物の実測、遺物の写真撮影、遺構図・遺物実測図の トレース、遺

構・遺物写真の選定・レイアウト、版組み、原稿執筆 と編集、収納等を行った。金属器は、保存処理をし

た上で実測、写真撮影を行った。遺物の写真撮影は、当埋文センター篠ノ井整理棟の写真室が担当して焼

付けまで行った。

遺物は、原則 として遺構単位に収納 した。遺物記録類の全ては整理終了後、更埴市教育委員会に移管し

た。

第 3節 遺跡周辺の環境

遺跡の立地 と位置

屋代遺跡群 と大境遺跡は長野盆地 (善光寺平)の南端にあたる。千曲川の蛇行のひとつの屈曲部に相当

する更埴市屋代・雨宮地区では、千曲川の営為により河岸には厚い土砂が堆積 して広大な自然堤防が形成

されている。屋代遺跡群はこの自然堤防状に位置する遺跡群である。

自然堤防上には、五十里・郷津・古道・大塚・馬口・北中原 0荒井・松ヶ崎・町浦・城ノ内・大境・窪

河原・下條・灰塚・大宮・唐崎・生仁・島といった遺跡が連なり、縄文時代から中世にいたるまで人の営

みの痕跡を刻んでいる。現時点では、これらの遺跡の境界線が未確定であるか、不可分である状況もあり、

これらを屋代遺跡群 として総称 している。

遺跡群の歴史的概観

上田市から坂城町・戸倉町を経て北西方向に流れ来る千曲川は、更埴市八幡のあたりで北東方向へ進路

を変え始める。さらに西部山地から長野盆地に流れ込む犀川が大扇状地を形成し、これが千曲川の北進を

妨げて進路を圧迫したとされる。この所々によどみを持つ緩やかな流れによって、両岸に広大な自然堤防

が形成され、屋代遺跡群周辺では水田可耕土である細砂やシル トが堆積する。
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1-5松ケ崎遺跡 1-6北 中原遺跡 1-7屋 代遺跡群高速道地′点 1-8馬 口遺跡 1-9古 道遺跡

1-10窪河原遺跡 1-11屋代遺跡群新幹線地′貞 2郷津遺跡 3大塚遺跡 4-1下 條遺跡 4-2灰
塚遺跡 4-3雨 宮廃寺跡 4-4大 宮遺跡 4-5唐 崎遺跡 4-6生 仁遺跡 5-1更 埴条里遺跡高

速道地点 5-2更 埴条里遺跡新幹線地′点 6島遺跡 7屋代清水遺跡 8大穴遺跡 9有明山将軍塚古

墳 10森将軍塚古墳 11土 口将軍塚古墳 12倉科将軍塚古墳 13屋代古城 14屋代城 15生仁館

第 3図 周辺の遺跡

OSSなミ゙1ヽ1                 ′rκι堪2km

1-1屋代遺跡群国道403号土ロバイパス地′点 1-2大 境遺跡 1-3城 ノ内遺跡 1-4荒 井遺跡
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以上のような成因による自然堤防と後背湿地は、居住 と生産の舞台として繁栄 していたことは周知のと

おりであるが、こうした地形の利用はすでに縄文時代から始まっていたことが最近の調査で明らかになり

つつある。上信越自動車道屋代遺跡群では縄文中期の集落が地表下 4mに埋没し、自然堤防形成の初源段

階から居住が開始されていることを知らしめ、縄文時代の居住が丘陵や台地ばか りではないことを証明し

ている。高速道地点では、縄文前期や後・晩期の遺物や遺構 も見つかっている。この他、城ノ内遺跡では

縄文後期、大宮・生仁遺跡や有明山の麓の屋代清水遺跡では縄文晩期の資料が見つかっている。

弥生時代には千曲川の左岸において、篠ノ井塩崎や聖川堤防沿いなどの自然堤防上やそれらの北西側の

後背湿地に、稲作の受容を背景に集落や水田が大規模に広がっていることがよく知られているが、右岸の

屋代遺跡群内においても弥生時代の生業は確実に根を下ろし、自然堤防を中心 とした一帯にも集落が発見

されている。城ノ内遺跡では稲作農耕社会の萌芽を裏付ける遠賀川系の土器が見つかっている。弥生中期

以降は荒井 0松 ヶ崎・大宮・生仁・島遺跡が、有明山崖錘面～麓では大穴・屋代清水遺跡などで遺構・遺

物が見つかっている。中期の遺跡や資料は数量的には多くはなく、生仁遺跡など拠′貞的な集落の多くは後

期のものである。堤防上には点在する形で集落を営む一方、後背湿地の更埴条里遺跡内に水路を設けて水

田を開発し始めたのはこの頃であると考えられる。しかし水田はまだ大規模なものではなく、低湿地化 し

た限られた地域であったと考えられる。当センターで調査 した更埴条里遺跡の、有明山の麓の地′点では弥

生時代のものと見られる水田が見つかっている。

古墳時代に入ると、集落は増大 して自然堤防上全体に広が り始める。前半期では郷津・灰塚・城 ノ内・

生仁遺跡と高速道地点、有明山崖錘下の屋代清水遺跡など、後半期では大宮・生仁遺跡や高速道地′点が挙

げられる。 4世紀後半から5世紀には、全長100mの規模 をもつ森将軍塚古墳、東方の尾根上には全長70

メー トル前後の土口将軍塚古墳 と倉科将軍塚古墳、森将軍塚古墳の上方には有明山将軍塚古墳などの前方

後円墳が築造されている。しかし、これらの突出した規模をもつ古墳の時期において、また円墳や群集墳

へ移行 した後半期においても、それらの古墳群に見合 うだけの規模 を持った集落や生産基盤は、更埴条里

遺跡・屋代遺跡群内では十分に見出すにはいたっていない。

古代では 8世紀後半から集落は飛躍的に増大し、自然堤防上の全域、後背湿地内の微高地にも分布する。

9世紀代に入ると、後背湿地内には条里的地割を持った水田が大規模に展開し、自然堤防上にはこれらと

関連すると考えられる基幹水路が数条見つかっている。また、集落域周縁では条里区画にのらない水田も

開発され、最近の調査では自然堤防の内側にも水田が造成されていることがわかってきている。しかし、

後背湿地内の水田はもちろん、自然堤防上の集落の一部までもが9世紀後半 とされる大洪水によって埋没

してしまう。この洪水は、千曲川流域の諸遺跡から長野盆地南部に普遍的に確認されている広域の洪水堆

積で、場所によっては 2mに も及ぶ砂を堆積 し、仁和 4(880年の文献記録に対比されるものと現在考え

られている。洪水以降の 9世紀末～平安時代後半期の遺跡は、洪水前とは比較にならないような僅少な割

合でしか確認できなくなっている。

当センターで調査 した屋代遺跡群高速道地′点では千曲川の旧河動が見つか り、多数の木簡が出土した。

その内容は従来の知見を大幅に書き換えるものであり、埴科郡衛 との関連が注目される。しかし、木簡を

伴 う遺構の時期は 7世紀後半～ 8世紀前半で、現在までの調査例では屋代遺跡群内の集落が希薄となる時

期に相当する。近接する雨の宮廃寺跡からも有力者層の存在は推定できるが、木簡の出土量 と内容に見

合った規模や内容の遺構は、自然堤防上に見つかっていない。中世は文献資料によっては多くのことが知

られる一方、考古学的な手法による調査事例は希薄かつ断片的である。自然堤防上においては、井戸跡や

大 きな溝跡など洪水砂を貫 くようなある程度の深さを持った遺構は検出されるが、建物跡などの検出例は

稀である。この傾向は平安時代後半、すなわち大洪水の後の遺構において共通しており、近世から現代の
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耕作などの土地禾U用がこれ らを撹拌 して しまっていることによって、 とらえられないものになっていると

考 えられる地′点が少な くない。なお文献に見 られ、 自然堤防上にかかわる中世の城跡 としては屋代城 と生

仁館がある。屋代城は屋代一帯を支配 した屋代氏が、城 ノ内地籍に居 を構えたとされている。その新城は

一重山の山頂にある。生仁館跡は五十里川 と生仁川の合流′点付近にあ り、現在は畑地になっている。

第 4節 基本層序

本遺跡の基本層序を、各地区毎に対比できるように柱状概念図で表した (第 4図 )。 分層は以下のとお り

である。

0層 :客土。

I層 :に ぶい黄褐色土 (10YR 5/3)。 表±。

H層 三褐灰色 (10YR 4/1)～ 黒褐色砂 (10YR 3/1)。 高速道屋代遺跡Ⅲ-1層 に対応する。

Ⅲ層 :暗灰黄色 (2,5Y4/2)～ オリーブ褐色砂 (2,5Y4/3)。 高速道屋代遺跡Ⅲ-2層に対応する。

Ⅳ層 :に ぶい黄褐色 (10YR 5/4)～灰黄褐色 (10YR 4/2)。

V層 :褐灰色 (10YR 4/1)～ 黒褐色 (10YR 3/1)。

Ⅵ層 三明黄褐色 (10YR 6/6)～黄褐色 (10YR 5/6)。

Ⅱ層は、平安後期～中世の洪水砂で 3区を中心に 2区の西側、 4区の東側で認められる。Ⅲ層は、平安

時代 (9世紀末)の洪水砂で、 2区から6区のほとんどの地区で認められる。IV層 は、古墳時代～飛鳥・

平安時代の包含層で、 5区の一部で認められない他は、すべての地区に堆積 している。V層は、弥生中期

の包含層で、 2区から6区の全ての地区で認められる。Ⅵ層は、弥生中期以前の堆積で全ての地区で認め

られる。

引用・参考文献

帥長野県埋蔵文化財センター 1997

惧わ長野県埋蔵文化財センター 1998

0長野県埋蔵文化財センター 1998

長野県埋蔵文化財センター 1998

長野県埋蔵文化財センター 1999

『長野県埋蔵文化財センター 年報14』

『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書25-更埴市内その4- 更埴条里遺跡・屋代遺跡

群 弥生・古墳時代編』

『北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査報告書 3-更埴市内一 更埴条里遺跡・屋代遺跡群』

『長野県埋蔵文化財センター 年報15』

『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書26-更埴市内その5- 更埴条里・屋代遺跡群 古

代編』
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第 1節 縄文時代

第 2章 退 構 と遺物
ヽ中 ▲

第 1節 縄文時代

調査区が狭い為、縄文時代の面的な調査はできなかったが、 1区で平安後期～中世の井戸跡を重機で半

裁した際に縄文後期の土器が出土したので、およそ 2× 2mの トレンチを入れて調査 したところ、縄文時

代に属すると思われる土坑が1基検出された。

S K371は 、 トレンチの外へ広がっている為、全体の形状は不明であるが、底面はほぼ平 らで、壁は底

部から緩やかに立ち上がる浅い土坑である。埋土中より完形に近い土器が1点出土している。遺構の時期

は、はっきりとは解らないが、埋土から出土している土器より、縄文時代後期に属すると思われる。

縄文時代の遺物は、縄文時代後期の土器が2′点出土している。 1は S K371か ら出土した口縁内屈の小型

A

1.明黄褐色土 (10YR6/6)

焼土・炭化物多く含む

第 5図  SK371

-9-

第 6図 縄文時代の土器



第2章 遺構と遺物

の深鉢形土器で、口縁に円管状工具による刺突が施された突起が 4単位に貼 り付けられる。口縁部文様帯

には長方形に変化 しかけている楕円モチーフの沈線文が施され、文様帯には甘いミガキが施されている。

2は、 1区で平安後期～中世の井戸跡を重機で半裁 した時に出土した土器で、中世の遺構に混入 していた

ものか、周 りの包含層からの出土かは不明である。口縁内屈の深鉢形の土器で、口縁文様帯には 4条の浅

く幅広の沈線が施される。いずれも後期後葉の土器で、 1は安行 Iの後半からⅡ式に、 2は安行 I式に併

行すると考えられる。

第 2節 弥生時代

1 遺構各説

本項に掲載↓た遺構は、V層 を景Jい で検出された遺構で、いずれも弥生時代中期に属すると思われる。

検出された遺構は、竪穴住居跡 (竪穴状遺構含む)4軒、溝跡14条、土坑174基である。

遺構は 1区 を除いて、全ての調査区で確認されているが、 2～ 4区にやや集中して検出されている。

(1)竪穴住居跡

弥生時代中期の住居とした遺構は4軒で、いずれも2区 と3区で検出された。このうちS B39040の 2

軒は炉が確認できず、住居跡かどうかは不明であるが、竪穴状遺構としてこの項で扱うこととする。遺構

の詳細な説明は、表 1に示した。

S B36(図 12、 PLl)

楕円形に近い平面形を呈し、中央付近やや南よりに炉が確認されている。本住居跡の時期は、床面より

出土している甕より、中期後半栗林期 と認定される。

S B38(図 12、 PLl)

北側が一部調査 区域外 になるものの平面形は、ほぼ円形 を呈す ると思われ る。 中央には円形の炉が確認

されている。本住居跡の時期は埋土中より出土している土器片より、中期後半栗林期 と認定される。

9)溝

弥生時代の溝跡は、 2～ 6区 より14条検出されている。 S D33は 、 2～ 3区にわたって東西方向に流れ

る溝である。本溝跡の時期は、埋土中より出土している土器片より、中期後半栗林期 と認定される。溝跡

の詳細な説明は、表 2に示した。

鰺)土坑

弥生時代の土坑は174基で、 2～ 6区の調査区に分布 している。柱穴か と思われる土坑が若干あるが、

多くの土坑の性格は不明である。土坑の詳細な説明は、表 3に示した。

2 遺物

(1)土器・土製品

V層および弥生時代の遺構から出土した土器・土製品は、 5箱である。ここでは、全てを紹介すること

ができないため、各遺構の時期を推定できる資料を中心に図示 (図 13～ 1つ した。

S B36(第 13図 1～ 17)

1～ 16は 埋土中か らの出土で細片、17は 床面出土で完形に復元された。 1～ 9が壺、11～ 17が甕、10に

ついては細片のため保留し、拓本の向きについても検討を要す。

壺は細頸系壺で、 1～ 2が 口緑および頸部、 3～ 6が肩部、 7～ 9が胴最大径を含む胴部である。 8は

- 10 -一



第 2節  弥生時代
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第 2章 遺構 と遺物
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3

C355。 2

1。 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
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第 2節 弥生時代

表 1 弥生時代 竪穴住居跡 (SB)一 覧

Ｓ
Ｂ
番
号

時期 根 拠

仮
地
区

中地

区

図
番
号
釉
形

軸

位
王ヽ
方

長軸

(m)

短軸

(m)

深さ

(m)

床
耐
０

炉
　
数

炉位置

柱
穴
数

付属施設

掘  方
特  徴 色  調 土色帳記号 量

の
躙

遺物出土

状  況
遺物

遺
物
図

切合関係

(古 )

切合関係

(新 )

弥生中期 土 2 Pll

16

7

12

楕 円 1 中央付

近

凹凸あり一部貼床 にぶい黄褐色

褐灰色

10YR5/3
5/1

2層 床面に甕 土器・石器

骨

13

18

SD33 SB35、 37、

SD23
SK524、 557

574、 SK530
541、 556

弥生中期 土 T
11

12

16

17

8

12

円 N74° W 22.8 1 中央 な し 中央に貼床 にぶ い黄褐色

褐灰 色、灰黄

褐色

10YR5/3
4/1～ 4/2

5層 床面に石鏃

埋土中に石器

多い

土器・石器・

種子

骨・ベ ンガ

14

18

SD33

弥生 土 T16 円 ‐２

ａ

な し にぶい黄褐色

明黄褐色

10YR5/4
6/6

1層 土 器 SK512

弥生 土 切 Ｔ

‐３

‐８

円 中央に方

形の穴

暗褐色、褐色 10YR3/4
4/4

5層 土器・石器 SD33

表 2 弥生時代 溝 (SD)一 覧

仮

地区

SD
番号

時期 中地区
図

番号
平面形

流路

方向

全 長

(m)

最大幅

(m)

深 さ

(m)
色  調 土性 堆積状況

遺物出土

状  況

遺物

図

切合関係

(古)→ (新 )

備  考

2

3

弥生中期 P16、

17、 18

19、 20

Tll、

16、 17

18、 19

20

S15、

20

7

8

直線的 西～東 (79.50) 灰黄褐色 ～福

灰色～暗褐色

砂、シ

ル ト

5層 土器 ・石 器

18

SD41、 SB40、 SK621、

625-→ SBll、 22、 24、 26、

27、 28、 30、 34、 36、 38、

SK254、 255、 283、 341、

348、 376、 383、 384、 448、

506、 508、 532、 582、 583、

586、 587、 589、 618、 SD
24

弥 生 T16、

17

直線的 西～東 (10.74) 褐灰色

～黒褐色

シル ト 1層 土 器 ・石 器 SK604、 617→ SK603、

493、 SD37

弥 生 T16、

S20

直線的 北～南 (4.60) 褐灰色

～黒褐色

シルト 1層 土器 ・石 器 SK590→

弥 生 緩やかに湾曲 西～

南東

(5.46) 褐灰色

～黒褐色

シルト 1層 土 器

弥 生 T17 緩やか湾曲 北西

～南東

(1.52) 0.32 褐灰色

～黒褐色

シル ト 1層 SK616、 SD34→ SK501

弥生 Tll 直線的 北西

～南東

(1.88) 褐灰色

～灰黄褐色

シル ト 1層 土 器

弥生 S15 直線的 北西

～南東

褐灰色

～灰黄褐色

シルト 1層 SK609→

弥 生 Pll、

T15

直線的 南東

～北西

(5.80) 褐色～暗褐色 シルト 2層 土器・石器 →SK392、 555、 556

弥生 T13

18

緩やかに湾曲 南東

～北西

(2.60) 砂 →SD33、 SK374

弥生 7 直線的 東～西 (3.30) 0.24 暗褐色 シルト 1層 →SB30

弥生 V4、 9 緩やかに湾曲

枝あ り

南北

(4.00)

東西

(1.14)

にぶい黄褐色

～暗褐色

シル ト 1層 、

砂を多く混入

土器 。石器 SK890→ SK905

弥生 直線的 (2.60) 暗褐色 砂 1層 土器

弥生中期 Q9、 14 直線的 (2.56) 灰黄褐色

～暗褐色

シル ト

砂

11層、一部鉄分集積 土器 ・石 器 →SD63、 SK1000、

1002、 1015

5 弥 生 L19、

20

緩やかに湾曲 (1.60) 暗褐色 砂 1層 土 器 ―)1070.1111
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第 2章 遺構 と遺物

表 3-1 弥生時代土坑 (SK)一 覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

569 弥生 S20 不整形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層

弥生 円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層

弥生 楕円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層

弥生 T ll 円 形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土器 、石 器

弥生 S15、 20 楕円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 (砂質 ) 土 器

弥生 円形 0.62 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土 器

弥 生 T16 方 形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土器、石器

585 弥 生 T16 円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土 器

弥 生 S15 円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層

弥生 T16 不整形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土器 、石 器

弥 生 T16、

S20
長楕円形 A 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 土 器

弥生 長楕円形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 土器、石器

弥 生 T15 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土器

弥生 T20 円形 にぶい黄褐色
～褐色

10YR4/3～ 4/4 2層 土 器

弥生 T20 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

2 弥生 8 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 T14、 15

19、 20

円形 褐色～暗褐色 10YR4/4～ 3/4 2層 土器 、石 器

弥生 T14 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

599 弥生 T14 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

2
弥生中期

T14 円 形 暗褐色 10YR3/4 1層 土器、石器

弥生 T16 円 形 C 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 T16 円形 C 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 、粗砂 を多 く混入 土 器

弥生 T16 長楕円形 C 2.26 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 土器

弥生 T16 C 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

3 弥生 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 楕円形 C 0.25 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

607 弥生 S15 長方形 0.22 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 T ll 不整形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 、粗砂 を多 く混入 土器 、石 器

弥生 長楕円形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 土 器

弥生 T ll 円形 0。 32 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 T14 楕 円形 褐色～暗褐色 10YR4/4～ 3/4 2層 土器 、石 器

弥生 T14 方 形 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生中期 T15 楕円形 褐色～暗褐色 10YR4/4～ 3/4 2層 土 器

弥 生 T ll 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 、粗砂を多く混入 土 器

弥生 T17 楕円形 A 0.12 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層

617 弥生 T16 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 楕円形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層 、粗砂多く混入 土 器

弥生 T15 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥生 T19 楕円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 T18 楕円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 T15 円形

弥生 T18 楕円形 0。 32 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 T18 楕円形 0.57 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥生 T18 円 形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 円形 A 暗褐色 10YR3/4 1層

632 弥生 円 形 C 0.50 暗褐色 10YR3/4 1層 土器 、石 器
|

弥生 V19 円 形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 Q25 円 形 C 灰オ リーブ色 5Y4/2 1層 土 器

弥 生 Wl 円形 A 0.22 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 Wl 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 明黄褐色 10YR6/6 1層 土 器

弥生 V23、 24 暗褐色 10YR3/3 1層

6 弥生 V9 褐灰色
～にぶい黄褐色

10YR4/1～ 4/3 3層

弥生 V9 円形 0.20 暗褐色 OYR3/3 1層 土器

弥生 V4 楕円形 暗褐色 OYR3/3 1層
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第 2節 弥生時代

表 3-2 弥生時代土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

弥生 V4 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥 生 Q24 円 形 0.22 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 円形 0.32 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土 器

923 弥生 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 円形 暗褐色 10YR3/4 1層

925 弥生 円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥 生 円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

927 弥 生 円形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層

弥 生 楕円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土 器

4 弥 生 暗褐色 10YR3/4 1層

4 弥 生 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 焼土粒・焼土ブ ロッ

クを多量に混入

土 器

弥 生 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 楕円形 C 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 楕円形 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 不整形 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 楕円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 明黄褐色土ブロ ック

を多 く混入、鉄分粒

を多量に混入

弥生 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 楕 円形 C 0。 20 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥生中期 円形 C 0。 15 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土 器

弥生 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 石 器

弥生 楕円形 C 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥 生 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 9 円形 C 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 不整形 G 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生 9 S17、 18 円形 C 明黄褐色 10YR6/6 1層 土 器

弥生 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 石器

弥生 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥 生 楕円形 G 0.36 明黄褐色 10YR6/6 1層

弥生中期 R25 円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土器、石器

952 弥生中期 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土 器

弥生 R20、 25 楕円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 円形 G 0.38 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 骨

957 弥生 円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 楕円形 A 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 T16 円形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 R20、 25 楕円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 R19、 24 不整形 G 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土器、石器、

骨

弥生 T16 円形 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 楕円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 焼土粒・炭化物粒 を

多量に混入

弥生 長楕円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥生 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土 器

弥生 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 焼土粒 。炭化物粒 を

多量に混入
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第 2章 遺構 と遺物

表 3-3 弥生時代土坑 (SK)二 覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

弥生 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器

弥生 楕円形 C 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

弥生 灰黄褐色 10YR4/2 1層 焼土粒・炭化物粒 を

多量に混入

土 器

弥生 円形 C 0。 32 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器

弥生 不整形 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 土器

弥生 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

弥生 R20、

S16
円 形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 土 器

弥生 T16 楕 円形 0.22 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 灰黄褐色 10YR4/2 1層 底部堅固 土器 柱穴状

弥生 円 形 灰オ リーブ

～オ リーブ色

5Y5/3～ 5/4 1層砂質

弥生 R20、

S16
G 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層  焼土粒 。焼土 ブ ロッ

クを多 く混入

土器 .鉄澤

弥生 長方形 C 0.20 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層

985 弥生 円形 C 0。 24 灰黄褐色 10YR4/2 1層

弥生 明黄褐色 10YR6/6 1層  炭化物粒・炭化物 ブ

ロックを多 く混入

弥生 褐灰色～明黄褐色 10YR4/1～ 6/6 1層 焼土粒 ・炭化物粒 を

多 く混入

土器

弥生 不整形 灰黄褐色 10YR4/2 1層  焼土粒 。焼土ブ ロッ

クを多 く混入

989 弥生 T16 円形 A 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層

弥生 Q4、 9 A 暗褐色 10YR3/3～ 3/4 2層 土 器

弥生 1層 土 器

弥生 楕円形 黒褐色 10YR3/1 1層

弥生 円形 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 2/3 1層 鉄分 。マ ンガ ン粒 を

多 く混入

弥生 円形 黒褐色 10YR3/1 1層

弥生 黒褐色 10YR3/1 1層

弥生 不整形 0.92 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 2/3 1層  鉄分・マンガン粒を

多く混入

弥生 円 形 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 2/3 1層 鉄分・マンガン粒を

多く混入

土 器

弥生 楕円形 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 2/3 1層 鉄分 。マンガン粒を

多く混入

弥生 楕円形 C 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 2/3 1層  鉄分 。マ ンガ ン粒 を

多 く混入

弥生 S ll、 16 C 0.29 黒褐色 10YR3/1 1層

弥生 G オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 S12、 17 楕 円形 C オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 円形 C オ ―ブ色 5Y5/4 1層

弥生 オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層  焼土 ブ ロックを多 く

混入

4 弥生 S12 不整形 オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 不整形 0.52 オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 円 形 オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 不整形 (1.96) 褐色～黒褐色 OYR4/4～ 3/4 4層 炭化物を多量に混入

弥 生 S12 オ リーブ色 5Y5/4 1層

弥生 円形 A 0。 27 暗褐色 OYR3/4 1層砂質

弥 生 円形 A 0.30 
|

暗褐色 OYR3/4 1層砂質

弥生 暗褐色 OYR3/3～ 3/4 2層

弥生 円形 オ リーブ色 Y5/4 1層

弥生 楕円形 暗褐色 OYR3/4 1層

弥生 A 暗褐色 OYR3/3 1層
|

土器

弥 生 楕円形 C 0.58 
|

暗褐色 OYR3/3 1層

1279 弥生 円形 C 0.261 暗褐色 OYR3/3 1層

弥生 楕円形 G 0.nl 暗褐色 OYR3/3 1層
|

土器

弥生 円形 A 0.141 暗褐色 OYR3/3 層

弥生 7 o.oeI 培褐色 OYR3/3 層
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第 2節 弥生時代

表 3二 4 弥生時代土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

弥生 7 楕円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 不整形 A 暗褐色 10YR3/3 1層

1288 弥生 P13、 14 円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 楕円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 円形 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 円 形 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 T15 暗褐色 10YR3/3 1層

1302 弥生 不整形 暗褐色 10YR3/3 1層

弥生 楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層

弥生 7 楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

弥生 楕円形 暗褐色 10YR3/3 1層

弥 生 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 土 器

弥 生 円形

弥生 A 0.22 暗褐色 10YR3/3 2層 土器

A B c D E F

几 例

A=な だらかなU字形  B=急 なU字形  C=落 ち込みが直で、底面がほぼ平ら  D=底 面の凹凸が激しいもの

E≡ 中央部に凹があるもの  F=壁 際に凹があるもの  G=そ の他

一- 21 -―



第2章 遺構と遺物      `

球形の胴 を呈 し、肩部 と頸部境界に変換点があ り、直立的に立ち上がる。胴部か ら頸部の形状は阿島式の

壺 を想起 させ るものがある。 7、 9は肩部 と頸部の境界に変換点は認め られない。

1は細頸壺で、口縁部が短 く外反する。図示 し得た最下部に横走沈線が 1条認められる。頸部か ら肩部

にかけて多段横帯施文が予想される。 口縁部内外面はヨヨナデ後丁寧なヘ ラミガキが施 されている。 口縁

部に円孔が 1つ確認できるが、欠損部を考慮すると2孔であろう。口緑端部はLR縄文、赤彩の痕跡が認

められる。

2は細頸壺の頸部で、 3条の横走沈線が施文され、その最上位区画には、右回りの押し引き列点文が充

損される。頸部および文様帯はヘラミガキされる。

3～ 5は横走沈線文により横帯区画され、 3がLR縄文、 4がLR縄文 と刺突文、 5が櫛描斜線文で重損

される。 6～ 7は横走沈線で区画される肩部文様帯で、 6は重山形文系連繁文 と縄文帯で、 7は櫛描波状

文 と、波状沈線文で充損される。 8は肩部に工字文系の長楕円系文が 2段連続、頸部には押し引き列′点文

が弧状に垂下 している。 9は胴最大径下半に文様帯が認められ、沈線による重三角文が想定される。地文

はLR縄文である。10は重四角文で、その間に波状沈線文、円形浮文が付加する。地文はLR縄文である。

11～ 14は 羽状文を施文する甕である。11～ 12は 口緑端部近 くまで文様帯 となり、11は 縦羽状文、12は横

羽状文が想定される斜線文を施文する。施文原体は 4本結束の櫛であるが、 1本あたりのヒゴが太い。13

はヨヨナデを施 した口縁部が無文帯 となり、頸部以下に横羽状文が想定される斜線文が施文される。13は

横羽状文の下位部分にあたる斜線文である。右回りに施文され、その下位に刺突列′点文が施されている。

口唇端部には、11、 13に 指オサエ、12、 13に LR糸電文が施文:さ れる。

16、 17は 櫛描波状文を施文する甕である。17は 倒鐘型をなし、頸部の括れが弱 く、頸部最小径 と胴最大

径がほぼ等しいことから、頸音Бと胴部が直線的になる。内外面をヨコハケ調整し、胴外面大半をタテミガ

キ、内面にタテミガキを施す。櫛描波状文は、頸部以下から胴最大径上位にかけて施文される。口縁部に

施文されることはない。櫛描波状文は 5本結束の櫛原体で施文され、静止部をもちながら右回りに施文す

る中部高地型櫛描文で、下から上に向って施文される。文様帯下半は刺突列点文によって文様帯を区画す

る。口唇端部はLR縄文が施され、指オサエにより口唇端部が波状を呈する。15は 文様帯を区画する刺突

列点文が認められる。

S B38(第 14図 18～ 26)

18～ 26は、埋土中より出土した細片で、18～ 19が甕、20～ 26が壺である。

18～ 19は 甕の口縁部である。軽いヨコナデを施 した後、櫛描斜条痕で充填する。19の原体は 2本組の可

能性があり、右から左へ施文する。口唇端部は18がLR縄文を、19がLR縄文施文後指オサエを行 う。

20は壺の肩部で、櫛描直線文を数条重ねる。21は肩部から頸部への立ち上が り部で、横走沈線間に長楕

円形の沈線文様を並べ、押し引き列′点文で囲郭する。22は肩部 と想定され、弧状の沈線文 と押し引き列′点

文で充填する。23～ 26は胴部最大径付近の破片である。23は LR縄文施文後に横走沈線を引 く。24は上位

の横走沈線間に波状沈線が、その下位に重三角連繁文が付加し、押し引き列点文で充損する。沈線施文後、

文様帯全体にLR縄文を施文する。25は LR縄文施文後、重菱形連繁文が施文される。26は重三角連繁文を

LR縄文と押し引列文で充填する。

S D33(第 14図 27～ 46)

27～ 46は埋土中より出土 した細片で、27～ 36が甕、37～ 45が壺、46が鉢である。

27～ 34は甕の口縁部、35は 甕の胴部最大径付近である。27～31は 口縁部付近 まで櫛描斜条痕 を充損する。

原体は、27～ 30が 2～ 3本のヒゴを結束 し 1本あた りのヒゴが太 く、31が多条で細い。施文方向は28が左

回 りである。 口縁部は軽いヨコナデ後に施文 を行い、27、 30、 31は文様上にナデあるいは ミガキを行い、
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光沢がある。口唇端部は27、 28、 30に LR縄文が、27、 28に刺突、31に 内側から外側に向って指オサエが

施される。内面はヨコミガキする。32は大 きく外反する日縁部に櫛描波状文を充損する。ヨヨナデ調整後

に上位から下位に向って施文される。口唇端部にはLR縄文が施され、後期箱清水式土器でないことが理

解される。33、 34は 口縁部が無文帯 となり、33は 内外面に精製ヨコミガキを施す。35は櫛描羽状条痕を施

文し、ハケ原体の小日で押し引き状の刺突列点文を右回りに施文する。36は重四角沈線文で、上位はLR

縄文帯となる。

壺に分類される37～ 45の うち、37は肩部から頸部、38～ 45は胴最大径上位の肩部～頸部である。37は頸

部径 8 cmの細頸壺である。LR縄文帯を横走沈線で多段区画し、押し引き列点文・重菱形文で充損する。

重菱形文は 2段認められる。38は 横走沈線、押し引き列点文で横帯区画し、複合鋸歯文で充填する。鋸歯

文帯の地文にはLR縄文が認められる。39も 複合鋸歯文になるものと思われる。40～ 41は、40が頸部の、

41が肩部の横帯区画文である。40は押し引き列′点文 と沈線で横帯区画し、縄文で充損する。41は工字文系

の長楕円形を連続させ、上位にLR縄文帯が認められる。

42～43は壺の肩部で、横帯区画された文様帯を斜状沈線で充填する。42は 横走沈線で区画するが、その

下位に沈線施文原体で刺突列点文を配列 している。43は櫛描直線文で区画する。44～45は、44が肩部、45

が胴最大径部である。波状の櫛描文を有 し沈線で区画する。45では刺突文が認められる。44は貼 り付けの

凸帯をもち、凸帯上は横走沈線を 1本施文 し縦位の刺突を行 う。無頸壺の可能性もある。46は 回縁部が外

反する鉢で、日縁部は強いヨコナデが施される。胴部には刺突列点文、沈線区画文が施され、LR縄文が

充填される。

S D70(第 14図 47～ 53)

47～ 53は埋土中より出土 した細片で、47～ 52が壺、53が甕である。

47、 48が細頸壺の口縁音Sである。口径は47048と もに 8 cmを 測る。いずれも日縁部に文様帯があり、47

は 2条の波状沈線下に 1条の横走沈線文が、48は LR縄文帯が認められる。47内面はミガキが施される。

49a・ bは細頸壺の頸部で径10cmを 測る。頸部文様帯は 2条の横走沈線で区画され、LR縄文施文後に波

状沈線文、重山形連繁文を充填する。頸部文様帯以下は、図示できない破片から推定すると文様帯は認め

られない。胴上位はタテミガキ、胴下位はヨコミガキを施す。50～ 52は 壺の肩部である。50は横走沈線下

にRL縄文帯を施文 し、その両端を竹管刺突列で区画する。文様帯以下はヨコミガキが施され、以下 ミガ

キ帯になるものと思われる。51は横走沈線下に鋸歯状文が付加する。52は LR縄文施文後、横走沈線およ

び押し引き列′点文を施文する。

53は倒鐘型のプロポーションをなし、口縁部は左上が りのハケ調整を行い、櫛描施文を行 う。波状文は

右から左へ、下から上へ向って施文 し、最後に縦の垂下文をかきおろしている。垂下文同志の横の間隔は

短 く、多条である。口緑端部は指オサエされる。

S K600(第 15図 54)

54は埋土中より出土 した壺で沈線文、櫛描文による横帯構成 をとる。胴上位文様帯には、横走沈線文、

押 し引き列点文で区画 された横帯間を 4条の連弧文で充損す る。地文はLR縄文。胴下位文様帯では、横

帯区画内を充損する文様に沈線文 と櫛描文があ り、横走沈線文間を櫛描直線文、櫛描横羽状文で充損する。

S K614(第 15図 55)

55は埋土中より出土した土器である。図示部分の1/2が残存する。器形は口径と胴最大径がほぼ等し

く頸部が括れ、口縁部が長く外反するものである。栗林様式に同様なプロポーションはなく、前階段の在

来系譜甕の伝統上に位置するものとみたい。外面は数本を束ねた条痕で右下がりに調整あるいは施文を

行った後、口縁部から胴部にかけて荒い縦方向の条痕を施す。条痕の原体は明らかにし得なかったが、他
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の甕に認め られる条痕 と異な り、痕跡が細 く弱い感 じがする。器形 と同様に前段階か らの変容型 として捉

えたいι栗林式の甕における調整手法、文様手法 とは明らかに異なるものである。

S K939(第 15図 56)

56は埋土中より出土した甕で、 1/4残存の大型破片を図示した。プロポーションは、口径 >月同最大

径となり倒鐘型をなすもので、頸部にやや括れをもつ。口縁部にはヨコナデが施され、この手法が頸部の

括れと密接に関連する。

文様帯は頸部から胴上位に施文され、口縁部に文様帯は認められない。文様は櫛描横羽条文で、その下

位は刺突列点文で区画される。原体はストロー状のヒゴが 5本結束される。施文方向は上位斜線文が左回

り、下位斜線文が右回りである。口唇端部はLR縄文を施す。

S K951(第 15図 57～ 62)

57～62は埋土中より出土した土器で、57～ 60が細片、61が完形、62が 1/2残存の大型破片を図示 した。

58～ 60が壺、57・ 61が鉢、62が甕である。

58059は壺の肩部から胴最大径付近に至る破片で、横帯文構成の文様が施される。58は横走沈線、櫛描

直線上に指ナデによる文様が施され、その周囲をオサエによる刺突文で囲郭する。59、 60は 横帯構成の文

様帯で、59は櫛描文 と横走沈線を配し、LR縄文を充填する。60は横走沈線文 と押し引き列点文 を配列 し、

無文帯間はミガキ調整する。

57は 内彎口縁の鉢で、口唇部内面側に 1条の沈線を施す。内面はヨコハケ調整後ナデ、外面はナデ調整

を行 う。器壁が厚い。61は 口縁が外反する鉢で、内面はヨコハケ調整後ナデを施 しハケを残す。外面は荒

いミガキを施す。口唇部に縄文を施文する。

62は羽状条痕を施文する甕である。頸部の括れのない深鉢型を呈する。条痕原体は 4本のヒゴを結束し

たもので、 1本あたりのヒゴが太い。羽状文は横羽状文で、上位斜線は右回り、下位斜線は左回りに施文

する。胴下半部はミガキが、内面はヨコハケ後ナデ調整が施される。

S K952(第 15図 63、 第16図 64～ 65)

63～ 65は埋土中より出土した土器で、いずれも壺である。63は 図示部分の 1/5が残存する。受口状口

縁を呈する大頸壺で、その所属時期が問題 となろう。口縁部は直立し、その端部が短 く外反した受口部を

形成する。受口部の外面は明瞭な稜をもち、内面には強いヨコナデが施される。口縁部上位は無文帯であ

るが、下位には棒状工具による円形刺突文列、横走沈線文、櫛描直線文が認められる。受口部外面には

LR縄文帯を地文に、複合鋸歯状文が連繁する。 2本組の棒状浮文を添付 している。

64、 65は壺の底部で、底部に布 目圧痕が認められる。平織系の布 と想定されるが目は l mm程で緻密に織

られている。外面はいずれもミガキ調整される。

1区 出土土器 (第 16図、66)

66は Ⅱ層中より出土 した甕の細片である。長 く外反する口縁の端部で器壁が厚い。内外面に丁寧な ミガ

キを加 える。 口唇部には指オサエが認め られる。

2区 出土土器 (第 16図、67ん 79)

67～ 75が壺、79は 甕、76077に ついては保留。78は 弥生時代後期の甕である。 69、 75がⅢ層より、他は

弥生面の出土で、67は P-11グ リッド、79は T-19グ リッ ドより取 り上げられた。67が図示部分ほぼ残存、

79が図示部分の 1/4個体が残存 した。

67は 口縁部が短 く外反する細頸系の壺である。文様帯は頸部以下に位置し、横走沈線区画内を押し引き

列′貞文 とLR縄文を交互に施 し、多段横帯文を構成する。図示部以下、胴部に至るまで横帯文が連続する

と想定される。縄文は沈線施文後施されている。口縁部は強いヨコナデを行い、外面には荒いタテミガキ、
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内面にはヨコミガキが施される。68は頸部最小径以下の破片で、口縁部が短 く外反する細頸系の壺である。

頸部に器形の変換′点があり、最小径が締まる′点は67と 異なる。器形変換′点以下が文様帯 となり、頸部から

肩音5に かけて沈線がLR糸電文上に施フ虻される。

69～ 71は細頸系壺の頸部から肩部で、いずれも多段横帯系の文様構成をとる。69は横走沈線区画内を上

位にLR縄文、下位に刺突文を施文する。刺突原体は小日板である。70に も刺突文が認められる。71は LR

縄文を地文 とし、横走沈線で多段区画が連続する。

72～ 75は 胴最大径付近の文様帯である。72は横走沈線区画内を6本連結の櫛で、上位に直線文、下位に

押し引き状の刺突列点文を施す。73は胴下半部で、LR縄文地文帯に横走沈線で横帯区画し、同―原体で

左回りに押し引き列点文:を 施文する。その下位は連弧文が付加するものと思われる。74、 75は別イ団体なが

ら同一のモチーフをとるものと想定され、74が胴最大径以下、75が胴最大径以上の破片である。73は胴最

大径に 3本の横走沈線を配し、その上位に同一原体による右回りの押し引き列′貞文を、その下位に 3本 1

組の重三角文を施文する。

76の器形、器種については保留することにしたい。内面は左上が りのハケ調整後、全面にヨコミガキが

施されている。文様は 5本 1組の櫛で、上から下方向に 4条の櫛描直線文を配し、同一原体で垂下文を 3

条以上施文する。垂下文は左回りに施文する。篠ノ井遺跡群高速道地点に類例がある。77は 大型の鉢か。

LR縄文帯上に重山形文を施文する。

79は甕の胴下半部である。器壁および底部を非常に薄 く仕上げている。器壁が荒れ、調整は不明瞭であ

るが内面はミガキが施される。

3区 出土土器 (第 17図、80～ 89)

80081083～ 85が壺、82が蓋、86～ 89が甕である。80・ 81がⅡ層、82がⅢ層、83～ 89が弥生面より取 り

上げられた。82が完存した外は破片資料である。

80は細頸壺の回縁部で、口縁外面に有段部をもち短 く外反する。有段部に刺突列′点文を、その上位には

LR縄文帯を施す。 l mm程の小砂粒を多量に含む。81は細頸壺の回縁部であるが80と 異なり大きく外反す

る。ヨコナデ調整後、内外面に丁寧なミガキを施す。回唇部に擬似縄文を施し、突起 も認められる。

82は蓋形を呈する小型土器である。器面が荒れ文様調整が不明瞭ではあるが、沈線を放射状に配しその

間を刺突充填 している。 2孔の紐穴が対面上に 2箇所認められる。

83は細頸壺の口縁部端部で、口縁部は短 く外反する。器面が荒れ不明瞭ではあるが、口縁部の縄文帯に

は重山形文が、日唇端部にはLR縄文が施される。

84、 85は壺の胴部最大径付近の文様帯で、沈線区画内を84では太い刺突文、85では押し引き列″点文を充

填する。沈線外部の文様帯にはLR縄文が充填される。

86～ 89は平底甕の細片で、86は底部、87二89は 回縁部である。86は沈線が垂下し、コの字重ね文 となろ

う。87～ 89は 口縁部に強 くヨコナデを施 し、87、 89が櫛描文、88が条痕文を施す。87が縦羽状文、88～ 89

が横羽状文 となる。口唇端部は87が縄文、89が縄文施文後指オサエを行 う。

4区出土土器・土製品 (第 17図、90～ 92095)

90091が壺、92は 匙形土製品、95は土器片加工円盤である。90091が飛′鳥・平安時代面、92が弥生面で

取 り上げられた。90は細頸壺の口縁部で、外反は弱 く、縦位の棒状浮文が添付される。口縁部文様帯には

重菱形文 と重山形文が沈線施文され、その下位文様帯は横走沈線による横帯構成になると思われる。91は

壺の頸部である。頸部内面に強いヨコナデを加え、凸帯部を押し出している。凸帯部は上下をヨコナデし

て凸帯を形成 し、縦位の刺突例を配した後、横走沈線を 1状施文する。また指オサエが 1箇所確認できる。

凸帯より上位の回縁部に文様施文はなく、 ミガキが施され、下位の肩部には横走の沈線が認められる。色
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調は黄白色、砂粒の混入が少ない。92は椀状部に断面円形の棒状把手がついた匙形土製品である。ハケ後

ナデ調整を行う。口唇部上面には擬似縄文が、口縁外面には 1条の横走沈線が施文される。95は、土器片

を打ち欠いて作られた土器片加工円盤である。中央付近に、径 3 mmの小穴が両面穿孔される。

5区 出土土器 (第 17図、93・ 94)

93がQ-14グ リット、94が飛′島・平安時代面で取り上げられた。93は小型土器で、内外面ナデ調整され

る。94は細頸壺の肩部から胴部である。肩部は多段横帯構成で横走沈線と連弧が施文され、横帯文間に

LR縄文が充填される。胴部には浮文が添付される。

9)石器・石製品

V層及び弥生時代に該当する遺構から出土した資料は、石器381′貞・石製品 1′点である。出土層位を重

視して報告するため、形式的に所属時期が他の時期と判断できる石器であっても、出土遺構及び検出面の

時代により、本項にて扱うこととした。遺物中325点 が石器製作に伴い石暦として弾き出された資料で、

45′点が道具として認定できた石器である。その内訳については表 4に示す。ここではすべてを紹介するこ

とができないため、石器15点・石製品 1点 を図示 (図10し 、掲載した遺物の属性を一覧表 (表 5)に示し

た。

表 4 弥生時代出土石器組成表

名称 総数 原石 石核 争j  片 砕   片 石 鏃 刃 器 敲石 磨石 石錐 石包丁 砥 石 みがき石

数 量 381 143(1495。 13) 173(136.97) 13 15

( )内 は数量 〈g〉 を示す
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表 5 弥生時代の石器・石製品属性表

図番号 番号 遺構番号 出土位置 器 種 状 能
心

長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
材 質 備 考

S B36 埋 土 刃 器 完 形 0.8 黒曜石

S B38 埋 土 石錐 完  形 2.25 1.2 0.7 黒曜石 未製品

S B38 床 石 鏃 基部欠損 (1。 5) (0.4) 黒曜石

S B38 埋 土 石 鏃 完  形 0.4 1.15 黒曜石 未製品

S D33 埋 土 石 鏃 片脚欠損 (1.5) (0.35) 黒曜石

18 S D33 埋 土 石 鏃 基部欠損 (1.4) (0.36) 黒曜石

S D33 埋 土 石 鏃 先端・基部欠損 (1。 8) 0.3 (0。 78) 黒曜石

S D33 埋 土 石 鏃 完  形 0.93 黒曜石

S D33 埋 土 石 鏃 片脚・基部欠損 (2.つ (1.6) 0。 45 (1.14) 珪質頁岩

S D33 埋 土 磨石 完  形 6.0 5.2 110 安山岩

2区 V層 石 鏃 完 形 1.25 黒曜石

12 3区 V層 石 鏃 片脚・基部欠損 (1.9) (1。 2) (0.65) 黒曜石

13 3区 V層 石 鏃 基部欠損 (2.0) (0.55) 黒曜石

14 3区 V層 石 鏃 完  形 2.6 0.93 チャー ト アメリカ式石鏃

3区 V層 石製品 ほぼ完形 3.7 3.2 (15.0) 軽石

3区 V層 磨製石鏃 完 形 4.2 7.55 頁岩 未製品

- 32 -一
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第 3節 古墳時代

遺構各説

古墳時代に所属する遺構は、土坑が 1基 6区で検出された以外は、 1区及び 2区の東側に集中する。古

墳時代の遺構は、検出面で他の遺構 と区別することは困難であった為、遺構内出土遺物及び切 り合いによ

り遺構の時期 を判断した。したがってこの他にも、遺物の出土していない遺構で、当概期に所属する遺構

も若干存在すると思われる。検出された遺構は、竪穴住居跡11軒、掘立柱建物跡 1軒、溝 4条、土坑69基

である。

(1)竪穴住居跡

古墳時代の住居跡は、 2区 よりS B24が検出された以外は、全て 1区に集中している。遺構の概要は表

6に示した。ただし説明を簡略化できないものについては、ここで番号順に解説を加えることにする。

SBl(図 21)

本住居跡のカマ ドは、東壁やや南よりに一部破壊された状態で検出された。カマ ドは粘土により構築さ

れている。住居内南東部の床面から、‐およそ12× 5 cmの石が 9′点集中して出土している。埋土中よリガラ

ス玉 1点 (1)、 臼玉 3点 (2～ 4)、 勾玉 1点 (34)が出土している。

SB7(図 21、 PL5)

本住居跡は焼失住居である。床面に炭化 した材や灰、焼土が堆積 している。カマ ドは、東壁面南よりに

あ り、その南側に炭化物の詰 まったピッ ト1が検出されている。カマ ドは、粘土により構築 されてお り、

カマ ド内より、壺 (24)と 甕 (28)が正位の状態で出土 している。本住居跡の時期 は、 5世紀末 ～ 6世紀

初頭、屋代編年の古墳 6期 と認定される。

SB8(図 22)

本住居跡のカマ ドは、北西の壁中央付近に破壊された状態で検出された。ピット1030506に 、径

15～ 20cmでほぼ円形の柱痕が認められた。カマ ド内より鹿の左右の中足骨が、床面より牛の撓骨 と中手骨

が出土しているは1)。 埋土中より鍛冶滓が 2点出土している。

S B16(図 23)

本住居跡のカマ ドは、南西の壁南よりに破壊された状態で検出された。本住居跡南東壁、中央付近の床

面から、およそ16× 6 cmの石が 8点集中して出土している。埋土中より臼玉 (5)が 1点出土している。

本住居跡の時期は、 5世紀末～ 6世紀中頃、屋代編年の古墳 6～ 7期 と認定される。

S B20(図 23、 PL5)

本住居跡は南壁西よりに破壊 された状態 と推定 されるカマ ドを有 し、床下か ら石製の勾玉模造品 (35)

が 1′点出土 している。本住居跡の時期は、 6世紀前半～ 7世紀初頭、屋代編年の古墳 7～ 8期 と認定 され

る。

S B24(図 24、 PL5)

西壁面にカマ ドを持つやや大型の住居跡である。カマ ドは粘土により構築されており、天丼部は破壊さ

れているものの、袖及び粘土により作 られた支脚 (69)がカマ ド中央に残っている。カマ ド周辺は、床面

に炭化物や灰、焼土が廃棄されていた。床面から臼玉24′点 (6～ 29)・ 管玉 1点 (31)が出土している。ピッ

ト3の埋土中より鍛冶滓が 1′点出土している。本住居跡の時期は、 5世紀末～ 6世紀初頭、屋代編年の古

墳 6期 と認定される。
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SB24 P2-P609

1.にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物微量

2.にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土ブロック多量

焼土ブロック

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

炭化物・焼土粒多量

暗褐色土(10YR3/3)

褐色土多量

暗褐色土(10YR3/3)

褐色土含む、炭化物・焼土粒微量

暗褐色土(10YR3/3)

炭化物多量、焼土粒・褐色土含む

暗褐色土(10YR3/3)

褐色土多量、炭化物・焼土粒微量

暗褐色土(loYR3/3)

炭化物少量、褐色土含む

褐色土(loYR4/4)
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第 2章 遺構 と遺物

表 7 古墳時代 溝 (SD)一覧

仮

地区

SD

番号
時期 中地区

図

番号
平面形

流路

方向

全長

(m)

最大幅

(m)

深 さ

(m)
色   調 土性 堆積状況

遺物出土

状  況

遺物

図

切合関係

(古)→ (新 )

備 考

1 古墳 Qll

16、

17

直線的 南東

北西

(11.20) 灰黄褐色 シル ト 1層 土器 SK185、 186、 200、

201、 202-→

1 古墳 2ケ所で屈曲、

直線的

黒褐色 シル ト 1層 SK311→ SB7、 20 建物跡 ?

古墳 Pll

12

1ケ 所で屈曲、

直線的

北西

～東南

南西

～北東

(18.20) 褐灰色 /)vl- 3層

明黄褐色土ブロック

を多 く混入

土器 、石 器 SK633、 1301→

SB37、 SD23、 24

SKl185

1 古墳 直線的 1ヒ

～南

黒褐色 シル ト 1層 →SB7、 SK1293

表 8-1 古墳時代 土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

1 古 墳 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 炭化物 を多量 に混入

焼土粒 ・焼土ブ ロッ

クを多 く混入

土器、石器、

鉄滓

1 古 墳 Q13、 18 楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 古墳 楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層

1 古 墳 円形 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 古 墳 円形 A 暗褐色 7.5YR3/4 1層 石 器

1 古墳 円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 古 墳 不整形 0.78 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 200 古 墳 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 古 墳 暗褐色 7.5YR3/4 1層 土 器

1 古 墳 円 形 C 暗褐色 7.5YR3/4 1層

古墳 楕円形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層  明黄褐色土 ブ ロ

を多 く混入

土 器

1 239 古墳 円 形 灰黄褐色 10YR4/2 2層  焼土粒 。焼土ブロック

炭化 物 粒・炭化 物 ブ

ロックを多量に混入

土器、骨

1 古 墳 円 形 灰黄褐色 10YR4/2 2層 焼土粒 。焼 土 ブ ロ ッ

ク・明黄褐色土ブロッ

クを多 く混入

土 器

1 古墳 円 形 黒褐色 10YR3/1 1層 土 器

古墳 楕円形 黒褐色 10YR3/1 1層

1 古墳 楕円形 黒褐色 10YR3/1 2層  焼土粒 。焼 土 ブ ロ ッ

ク・明黄褐色土ブロッ

クを多量に混入

土 器

古墳 不整形 黒褐色 10YR3/1 1層  明黄褐色土ブ ロック

を多く混入

古墳 褐 色 7.5YR4/3 1層  明黄褐色土ブロック

を多く混入

土 器

1 279 古 墳 円形 0.72 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/2 2層  焼土粒 。焼土ブロ

を多量に混入

ク 土 器

1 古 墳 楕円形 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2～ 2.5YR
5/8

1層 焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土器、石器

古 墳 円形 A 0.36 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2～ 2.5YR
5/8

1層 焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土 器

1 古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2～ 2.5YR
5/8

1層  焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土 器

1 古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土 器

古墳 不整形 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土 器

1 古墳 楕円形 A 0.18 暗褐色 10YR3/4～ 3/3 1層  焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土粒 。焼土ブロック

を多量に混入

土 器

1 古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層 焼土粒・焼土ブロック

を多量に混入

土 器

古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土プ ロックを多量

に混入

土 器

古墳 不整形 G 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土ブ ロックを多量

に混入

土 器

古墳 不整形 G 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土ブ ロックを多量

に混入
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表 8-2 古墳時代 土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

1 古墳 明灰褐色～褐色 2.5YR5/8
～10YR4/4

2層  焼土粒。焼土ブロック

を多量に混入

1 古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土ブ ロックを多量

に混入

土 器

1 古墳 灰黄褐色
～明赤褐色

10YR4/2
～2.5YR5/8

1層  焼土ブ ロックを多量

に混入

1 古墳 Q14、 19 (0.36) 黒褐色 10YR3/2 1層

1 古墳 円 形 C 黒褐色 10YR3/2 1層  明黄褐色土ブ ロック

を多 く混入

土 器

1 古墳 不整形 A 黒褐色 10YR3/2 1層  明黄褐色土ブ ロック

を多 く混入

土 器

1 古墳 Q20 不整形 C 黒褐色 10YR3/2 1層

1 古墳 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 古墳 楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層 石 器

1 古墳 楕円形 0.26 黒褐色 10YR3/2 1層

1 古 墳 円 形 A 黒褐色 10YR3/2 1層

古 墳 円 形 0。 15 黒褐色 10YR3/2 1層

322 古墳 楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

古 墳 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

古墳 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

古 墳 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

326 古 墳 楕円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

古 墳 不整形 黒褐色 10YR3/2 1層

古 墳 円 形 A 黒褐色 10YR3/2 1層

329 古墳 円 形 A 0。 12 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

古墳 円形 E 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 古墳 円 形 A 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 古墳 楕円形 0.35 灰黄褐色 10YR4/2 1層

古墳 円 形 A 黒褐色 10YR3/2 1層

古墳 円 形 0.38 0。 50 黒褐色 10YR3/2 1層

古墳 円形 黒褐色 10YR3/2 1層

353 古墳 楕円形 0.28 黒褐色 10YR3/2 1層

古墳 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

古墳 不整形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 古墳 楕 円形 G 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 古墳 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

2 古墳 不整形 C 褐灰色～暗褐色 10YR4/1～ 3/4 1層 土器、石器

古墳

後期 P

V4 不整形 灰黄褐色～褐色 10YR4/2～ 4/4 7層 炭化物・焼土粒を多
く混入

土器 、石 器 32・ 33

1 古 墳 円 形 黒褐色 10YR3/2 1層  炭化物粒・焼土粒 。

明黄褐色土ブ ロック

を多 く混入

土 器

1 1237 古 墳 楕円形 黒褐色 10YR3/1 1層 土 器

1 古墳 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

1 古墳 円形 C 黒褐色 10YR2/2 1層 土 器

1 1296 古墳 円形 黒褐色 10YR3/2 1層

1 古墳 円 形 C 黒褐色 10YR2/2 1層
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S B91(図 25)

本住居跡ピット2東側の床面から、およそ9× 4 cmの石が 5′点出土している。本住居跡の時期は、 5世

紀中頃～ 5世紀末、屋代編年の古墳 5～ 6期古相 と認定される。

9)掘立柱建物跡 (図 29

古墳時代の掘立柱建物跡は 2区から1棟検出されている。ST3は 、 2区の南端に位置し調査区の外側

に続 くと思われ、また古代の遺構にも切られている為全体はわからない。南北 1間、東西 1間の建物で、

軸は東へ20° ふれている。柱間寸法は東西方向が315～ 330cmと やや不規則で、南北方向はほぼ160cmと 一定

である。掘 り方は楕円形に近 く、深さは70～ 90cmである。柱痕はピット203にみられ、径20cmほ どで円

形である。ピット1は底部に礎石 と思われる板状の石が配されていた。

(3)溝

古墳時代の溝跡は、 1区から3条、 2区から1条検出されている。 S D25は 2区調査区の北傾Iか ら南東

の方向に直線的に伸び北東方向に直角に折れ、人工的な溝と思われる。古代の遺構に切られている。本溝

跡の時期は、埋土と切 り合いなどから古墳としたが、前時期まで、遡る可能性がある。溝の概要は、表 7

に示した。

(→ 土坑

古墳時代の土坑は69基で、 2区 と6区で 1基ずつ検出された以外は、すべて 1区に分布する。土坑の概

要は表 8に示 した。

遺物

(1)土器・土製品

古墳時代の遺構から出土した土器・土製品は、10箱である。ここでは、全てを紹介することができない

ため、各遺構の時期 を推定できる資料を中心に図示 し (図 26～ 32)、 掲載 した遺物の属性を一覧表 (表 10)

に示した。器種分類は屋代遺跡群高速道地′点の分類に準じた。

9)石器

古墳時代に該当する遺構から出土した資料は石器 118′点である。出土層位 を重視 して報告する為、形式

的に所属時期が異なる石器であっても、出土遺構の時代により、本項にて扱うこととした。遺物中14点が

石器製作に伴い石暦 として弾き出された資料で、78点が道具 として認定できた石器である。その内訳につ

いては表 9に示した。ここでは、全てを紹介することができないため、主なもの 9点 を図示 し (図 33)、 掲

載 した遺物の属性を一覧表 (表11)に 示 した。

表 9 古墳時代出土石器組成表

(3)玉類・石製模造品

本遺跡から出土した、古墳時代の玉類・石製模造品は、ガラス玉 1′貞、臼玉29′点、管玉 5′点、勾玉 1′貞

である。石製模造品は勾玉模造品と剣形模造品の 2′点が出土している。後者は古代の住居跡からの出土で

あるが、本項で扱うこととする。出土した玉類はそのほとんどが住居跡床面からの出土である。以下に住

名称 総数 原石 剥   片 砕   片 石 鏃 刃 器 敲石 磨石 祗 石 台石 こもあみ石 玉 石 みがき石

数 量 118 26 9(565.5) 5(4.75)

( )内 は数量 〈g〉 を示す
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居跡出土の資料 を中心に図示 し (図 34)、 掲載 した遺物の属性を一覧表 (表12)に 示した。

に)金属製品・鉄生産関連遺物

古墳時代に該当する遺構から出土した金属製品は 3′点、鉄生産関連遺物は、 5′点27.2gでぁる。金属製

品のうち 2点は鉄製品で、もう1点は銅製品である。いずれも住居跡からの出土である。うち、器種のわ

かる鉄製品のみ 2点 を図示 した (図 30。 1は、SBlの 埋土中からの出土で、鎌刃部の接合部付近の破片

である。現存する長さは 5 cm、 幅3.2cm、 厚さ0.2cmを 計る。 2は 、SB7の埋土中からの出土で、先端が

欠損した角釘である。現存する長さは5.3cm、 幅1.3cm、 厚さ0.8cmを測る。鉄生産関連遺物は全て鍛冶滓

で、 4点が住居跡埋土中より、残る 1′点が土坑埋土中より出土している。

註

1 茂原信生氏の御教示による。
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第 3節 古墳時代

表10-1 古墳時代の土器・ 土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

鉢 内黒 外にぶい赤褐

内黒

口縁ヨコミガキ

他ナナメミガキ

ガキ→黒色処理

埋 土 稽
Ｈ

須 恵 青 灰 回転ヘラケズリ

ナデ

ロクロナデ 線刻

埋 土 高杯 内黒 脚2/3 橙

杯内黒

脚部タテミガキ

すそ部 ヨコミガキ

杯部 ミガキ→黒色処理

脚部工具ナデ

すそ部みがき

埋 土 器 台 土 師 脚1/3 橙 ナデ→ナナメミガキ ナ デ 脚部 3孔

床 下 甑 土師 底1/5 にぶい黄褐 ナ デ ナ デ 単 孔

カマ ド、P8
1V層

一笙 土 師 口1/4 淡 黄 ナデ→ナナメミガキ ヨコミガキ 外来系

床フキン 甕F 土 師 外橙 十黒

内にぶい黄橙

口縁 ヨ コ

胴 音Ьタ テ

ガ

ガ

口縁ヨコミガキ

胴部タテミガキ

カマ ド

埋土

甕 F 土 師 外赤褐

内にぶい黄橙

ケズリ→ ミガキ ガ キ ケズリ

SB7 床 杯 C 土師 ほぼ完 橙 口縁ナデ

他ケズ リ→ ミガキ

口縁 ミガキ

他ナデ

ケズリ

SB7 杯 C 土 師 ほぼ完 にぶい黄橙 上半 ヨコミガキ

下半ケズ リ

タテミガキ ケズリ

SB7 床 杯 C 土師 ほぼ完 外黒褐

内にぶい褐

上半ナデ

下半ケズ リ

上半ナデ

下半工具ナデ

ケズリ

SB7 床、埋土 杯 C 土師 ほぼ完 外明赤褐

内暗褐

口縁ナデ

中央部 ケズ リ→工具ナデ

下半ケズ リ

口縁ヨコミガキ

中央部ナナメミガキ

底部工具ナデ

ケズリ

SB7 杯 C 土師 ほぼ完 橙 口縁 ヨコミガキ

他ケズ リ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ

他 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB7 杯 A 土師 ほぼ完 橙 十灰褐 口縁ナデ

他ケズ リ→ナデ

ナ デ ケズリ→ナデ

SB7 杯 A 土師 外橙 十灰褐

内黒褐

口縁ナデ

下半ケズ リ

ナ デ ケズリ 口縁部面取

り

SB7 床 杯 A 土師 9/10 外橙 十黒褐

内赤褐 +黒
口縁ナデ

他ケズリ→ ミガキ

ナナメミガキ ケズリ→ ミがキ

SB7 床 杯 A 土師 ほぼ完 外橙

内にぶい橙

上半ハケ→ ヨコミガキ

下半ハケ→ ミガキ

口縁ハケ→ ヨコミガキ

他ハケ→ ミガキ

ハケ→ ミガキ

SB7 床 杯 E 内黒 外橙

内黒十橙

口縁 ヨコミガキ

他ナナ メ、 ヨコミガキ

口縁 ヨコミガキ

他放射状 ミガキ
→黒色処理

ガ キ

SB7 カマ ト 杯 M 土 師 ほぼ完 橙 口縁ナデ、上半工具ナデ

下半ケズリ

口縁 ヨコミガキ

中央部ナナメ ミガキ

底部工具ナデ

ケズリ 口縁部面取

り

SB7 カマ ド、床 杯 M 土 師 ほぼ完 橙 口縁ナデ、下半ケズ リ 口縁ナデ

中央部ナナ メ ミガキ

底部ナデ

ケズリ

SB7 埋 土 部
Ｈ

土 師 脚1/2 橙

杯 内黒

タテミガキ
すき部ヨコミガキ

シボリ→ナデ

杯内黒色処理

SB7 埋 土 檻
Ｈ

須 恵 蓋1/4 暗青灰 回転ヘ ラケズ リ、ナデ ロクロナデ

SB7 埋 土 杯 土 師 外にぶい橙

内橙

ナ デ ナ デ

SB7 カマ ト 一霊 土 師 21.2 ほぼ完 外橙

内淡赤褐

口縁ナデ

他ケズ リ

口縁ナデ

他工具ナデ

ナ デ

SB7 カマド
埋 土

十霊 土 師 外明赤褐

内橙

口縁他
ナデ、ケズリ

口縁ナデ

上半 ヨコミガキ

下半ナデ

ケズリ 外面スス

SB7 一笙 土 師 ほぼ完 明赤褐 口縁ナデ、他ケズ リ ナ デ ケズリ

SB7 埋 土 鉢 内黒 外にぶい黄橙

内黒

口縁ヨコミガキ

胴部ナナメミガキ

ヨコミガキ→

黒色処理

SB7 カマド 甕A 土 師 外黄灰

内黄褐

口縁ナデ

上半工具ナデ

下半ナデ

口縁ナデ

他工具ナデ

ナ デ

SB7 埋 土 甑 土 師 27.1 外明赤褐

内にぶい赤褐

口縁 ヨコミガキ

胴部ナナメミガキ

口縁ナデ

他 ケズ リ→ ミガキ

底部面取 り

SB8 埋 土 杯

Ｅ４

土 師 橙 上半ヨコミガキ、下半
ガキ

ガ キ ガ キ

SB8 P3、 埋 土 甕 A 土 師 橙 ナ デ 口縁ナデ、他工具による

ナデ

外面スス

SB8 P2、 床 甕 A 土 師 外赤褐

内明赤褐

口縁ナデ

上半ケズリ

下半ナデ

口縁ナデ

他工具によるナデ

SB12 床 杯蓋

D
須 恵 ほぼ完 外灰黄

内青灰

回転ヘ ラケズ リ

回転ナデ

回転ナデ
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第 2章 遺構 と遺物

表10-2 古墳時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図

番号

報告書

番号
出土位置 器種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB12 埋 ± 1、 SK41 杯 M 土師 浅黄橙 ヨコミガキ ヨコミガキ

SB12 埋 土 杯 C 土 師 外褐、内にぶい

橙

下半ケズ リ→ ミガキ 口縁ヨコミガキ

他 ミガキ

SB14 埋 土 杯 C 土 師 黄橙 ケズリ→ヨコミガキ 口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

SB14 埋 土 、 SK162 杯 M 土 師 黄橙 上半ヨコミガキ、下半
ガキ

上半ヨコミガキ、下半
ガキ

ガ キ

SB14 埋 土 杯 E 内黒 外にぶい黄褐、

内黒

ケズリ→ヨコミガキ、
ガキ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

ケズリ→ ミガキ

SB14 埋 土 鉢 土 師 灰黄褐 ナデ→ヨコミガキ ナデ→ヨコミガキ

SB14 埋 土 甕 土 師 5.2 外橙、内にぶい

赤褐

ナ デ 工具ナデ ナ デ

SB14 埋 土 土 師 橙 テ

ガ

ガキ、すそ部ヨコ ナデ、すそ部ハケ→ナデ

SB16 埋 土 器 台 土ET 外にぶい褐、内

橙

タ テ ガ キ ナデ、受部 ミガキ 脚部 3孔
混入

SB16 埋 土 杯 C 土 師 外橙、内浅黄褐 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ヨコミガキ

口縁ヨコミガキ、他ナナ
メミガキ

ケズリ→ミガキ

SB16 カ マ ド、SB
20

杯 A 土 師 にぶ い橙 口縁 ミガキ、他ケズリ→

ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ

SB16 床フキン 杯 E 内黒 外にぶい黄橙、

内黒

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

ケズリ→ ミガキ

SB16 カマド 甕 H 土 師 外灰黄褐、内褐

灰

口縁ナデ胴部 タテケズ リ 口縁ナデ、胴部工具ナデ

SB16 カマド、埋土 甕 H 土 師 外にぶい橙、内

橙

口縁ナデ、胴部 タテケズ

リー部 ヨコケズ リ

回縁ナデ、他工具ナデ ケズリ 外面スス

SB16 カマ ド、埋土 甕 H 土 師 21.2 外にぶい赤褐、

内にぶい橙

口縁ナデ、胴部 タテケズ

リ、下部 ヨコケズ リ

口縁ナデ、胴部工具ナデ、

下部ナデ

木葉痕 内面煮こげ、

外面スス

SB16 床 甑 土 師 ほぼ完 明赤褐 口縁ナデ、胴部ケズリ→

タテミガキ

ナデ→ ミガキ

SB16 埋 土 甑 土 師 にぶい赤褐 口縁ナデ、胴部ケズリ→

ヘラミガキ

口縁ナデ、胴部工具ナデ
→タテミガキ

単 孔

SB16 床、埋土 土 師 26.2 外橙、内にぶい

褐

口縁ナデ、ケズリ→ ミガ

キ

口縁ナデ、他工具ナデ ケズリ 内面煮 こげ

SB16 床、埋土 甑 土 師 9.7 外明赤褐、内橙 口縁ナデ、胴部ケズリ→

タテのヘラミガキ

回縁ナデ、胴部工具ナデ
→タテミガキ

底部面取 り

底部付近 2

子L

SB20 床 杯 A 土 師 13.0 外橙、内にぶし

橙

上半ヨコミガキ、下半ケ
ズリ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB20 埋 土 杯 A 土師 橙 上半ヨコミガキ、下半ケ
ズリ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB20 埋 土 杯 A 土 師 外にぶい橙、内

橙

上半ナデ、下半ケズリ→

ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ

SB20 床 杯 A 土 師 3.7 外橙、内にぶい

橙

口縁ヨコミガキ、下半ケ
ズリ→ ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ

SB20 床、埋土 甕 H 土 師 外にぶい褐、内

にぶい赤褐

口縁ナデ、胴部ナナメ、
タテケズリ

回縁ナデ、胴部工具ナデ

SB20 床 甕A 土 師 外にぶい黄橙、

内浅黄橙

口縁ナデ、胴部工具ナデ 口縁ナデ、胴部工具ナデ 外面スス

SB20 床、埋土 甕 B 土 師 外明赤褐、内橙 口縁ナデ、胴部タテのハ 口縁ナデ、胴部工具ナデ 外面スス

SB20 P2、 埋 土 土 師 橙 ナ デ 口縁ナデ、胴部工具ナデ

SB20 カマ ド、床 甕 須 恵 外灰 白、内黄橙 口縁ナデ、胴部平行タタ

キ→カキロ

回縁ナデ、胴上半ナデ、

当て具痕、胴下半同心円

文

SB24 床 下 杯 C 土 師 明赤褐 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ

SB24 床 下 杯 C 土 師 明赤褐 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半ヨコミガキ、下半
ガキ

ケズリ→ ミガキ

SB24 床 下 杯 C 内 黒 口1/5 外 明赤褐、内黒 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

ヘラガキ

SB24 P6、 床下 杯 C 土 師 外黒、内にぶし

黄橙

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ 口緑面取 り

SB24 床、埋土、

SK369
杯 C 土 師 外橙、内明赤褐 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

ガ キ ケズリ→ミガキ

SB24 カマド 杯 C 土 師 ほぼ完 外浅黄橙、内橙 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB24 床、埋土 杯 C 土師 ほぼ完 浅黄橙 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半ヨコミガキ、下半
ガキ

ケズリ→ ミガキ
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第 3節 古墳時代

表10-3 古墳時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図

番号

報告書

番号
出土位置 器種

焼き物

種別
口径 底 径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB24 カマ ト 支 脚 土 師 幅

９
．
４

長 さ

16.4

ほぼ完 外 褐 ナ デ

SB24 カマ ド、埋土 杯 E
1

土 師 外橙、内にぶい

褐

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

SB24 杯 土 師 橙 口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半ヨコミガキ、下半
ガキ

口緑面取 り

SB24 床 下 杯

．

土 師 外浅黄橙、内黒 ハケ→ミガキ 口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

ケヽ→ ミガキ

SB24 床 下 杯 K 土 師 外にぶい黄橙、

内浅黄橙

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB24 カマ ド、埋土 杯 K 土 師 外明黄橙、内浅

黄

口縁ナデ、他ケズリ→

ガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

SB24 カマ ド 杯 K 土 師 外黄橙、内明赤

褐

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

ケズリ→ ミガキ

SB24 床 下 鉢 両 黒 ほぼ完 里
小

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

ヘラガキ ヘラガキ

SB24 P5、 床下 杯 K 土 師 外明黄褐、内に

ぶい橙

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁ヨコミガキ、他ナナ
メミガキ、 ミガキ

ケズリ→ ミガキ

SB24 床、埋土 須恵器

模倣高

杯

土 師 杯2/3 外黄褐、内橙 口縁ヨコミガキ、杯部他
ミガキ

口縁ヨコミガキ、杯部他
ミガキ

SB24 カマ ド 高杯 土 師 杯3/4 外明赤褐、内橙 杯部 タテ ミガキ 口縁ナナ メ ミガキ、杯部

他放射状 ミガキ

SB24 床 須恵器

模倣高

杯

土師 杯1/3 外黄褐、内明褐 ガキ ? ガキ? 内外面摩滅

SB24 埋 土 杯 内黒 外明赤褐、内黒 口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

SB24 カマ ト 須恵器

模倣高

杯

土 師 杯1/3 橙 杯部上半ハケ→ ヨコミガ

キ、不部下半ケズ リ→ ミ

ガキ

杯部上半 ヨコミガキ、下

半 ミガキ

SB24 床 下 高杯 土 師 黄褐 ガキ? 脚部ナデ 内外面摩滅

SB24 埋 土 高杯 土 師 脚1/2 外にぶい橙、内

橙

脚部タテミガキ、すそ部
ヨコミガキ

杯部 ミガキ、脚部ナデ

SB24 埋 土 段

杯

有

高

土 師 杯1/4 外にぶい橙、内

橙

杯部 ミガキ 杯部 ミガキ 混入 ?

SB24 高杯 土 師 脚2/3 外橙、内黒褐 脚部ハケ→ ミガキ 脚部ハケ→ ミガキ

SB24 カマ ド掘 り方 高杯 土師 8.5 脚2/5 橙 脚部 タテ ミガキ 脚部工具ナデ すそ部面取
り

SB24 埋 土 器 台 土 師 受部1/

10

橙 受部工具ナデ 受部工具ナデ 混入 ?

SB24 埋 土 甕 B 土 師 口1/5 外明赤褐、内橙 口縁ハケ、他ナデ 混 入 ?

SB24 カマ ド、埋土 甕A 土 師 外にぶい赤褐、

内にぶい橙

ナ デ ナ デ

SB24 カマ ド、埋土 甕A 土 師 にぶい赤褐 ナ デ ナ デ

SB24 カマ ド、床 甕 B 土 師 外赤褐、内明褐 口縁ナデ、胴部ハケ 口縁ナデ、胴部工具ナデ

SB24 カマ ド、埋土 一亜 土 師 口1/2 明赤褐 口縁ナデ→ ミガキ、胴部
ハケ→ ミガキ

口縁ハケ→ナデ、胴部ハ

ケ

混 入 ?

SB24 カマ ド、埋土、

床下

甕F 土 師 外にぶい黄橙、

内にぶい橙

胴部 ミガキ、底部付近ハ

ケ→タテミガキ

胴部ケズ リ→ ミガキ、底

部付近ハケ

ケズリ→ ミガキ

SB24 カマト 甕A 土 師 17.2 明赤褐 ナ デ 口縁ナデ、胴下半ケズ リ

SB24 カマ ド、埋土 甕A 土 師 外にぶい橙、内

にぶい赤褐

口縁ナデ、胴部工具ナデ ナ デ 外面スス

SB24 埋 土 甕A 土 師 外にぶい橙、内

暗褐色

ナ デ 口縁、胴上半ナデ、胴下

半ハケ

SB24 カマ ド、P6、

床、床下

甕F 土自T 橙 口縁ヨコミガキ、胴部ナ

ナメミガキ

ヨコミガキ

SB91 埋 土 痢
・

内黒 外にぶい黄橙、

内黒

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

SB91 埋 土 杯 C 内黒 外にぶい黄橙、

内黒

口縁ヨコミガキ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

SB91 埋 土 高杯 内黒 杯1/5 外明赤褐、内黒 杯部 ミガキ→黒色処理 外面摩滅

SB91 一局
桐

土 師 杯1/5 外にぶい黄褐、

内にぶい黄橙

杯部上半ヨコミガキ、他
ミガキ

杯部上半ヨコミガキ、他
ミガキ
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表10-4 古墳時代の土器・ 土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB91 段

杯

有

高

土 師 杯1/6 明赤褐 ヨコミガキ ヨコミガキ

SB91 醒 須 恵 暗灰 ロクロナデ→中央部 カキ ロクロナデ ロクロナデ

SB91 埋 土 甑 土師 外にぶい褐、内 工具ナデ 工具ナデ ）早

SB91 床 堆 土師 外にぶい橙、内

褐灰

上半ハケ→ ヨコミガキ、

下半ハケ→ ミガキ

上半ヨコミガキ、下半ハ

ケ→ ミガキ

ハケ→ ミガキ

SB91 床 甕 B 土 師 外黄橙、内橙 口縁ハケ→ナデ、胴部ハ

ケ

口縁ハケ、胴部工具ナデ 外面スス、

内面煮 こげ

SB91 床 甕 B 土師 橙 口縁ナデ、胴部ハケ 口縁ナデ、胴部工具ナデ 外面スス、

内面煮 こげ

SB91 埋 土 甕 H 土師 外にぶい褐、内

黄灰

ケズリ 工具ナデ ケズリ 外 面 ス ス

SK294 埋 土 高杯 土師 杯1/4 橙 杯部上半ナデ、杯部下半
ミガキ

口縁ヨコミガキ、他 ミガ

キ

SK739 埋 土 杯 C 内黒 外にぶい褐、内 ケズリ→ヨコミガキ 口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

ケズリ→ミガキ

SK839 埋 土 杯 内黒 口1/8 外にぶい橙、内 ナ デ ヨコミガキ→黒色処理

SK839 埋 土 杯 内黒 口1/4 外にぶい橙、内 ヨコミガキ ヨコミガキ→黒色処理

SK839 埋 土 剣ヽ ? 土 師 外明赤褐、内に

ぶい橙

ガキ? 口縁ヨコミガキ、胴部
ガキ

外面摩滅

SK839 埋 土 剣ヽ ? ±lT 外にぶい橙、内

にぶい黄橙

ナ デ 口縁ナデ、胴部工具ナデ

SK839 埋 土 甕A 土 師 底1/3 外にぶい黄橙、

内にぶい橙

工具ナデ 工具ナデ 木葉痕

SK839 埋 土 甕 B 土 師 外明赤褐、内褐 口縁ナデ、胴部ハケ 口縁ナデ、胴部ハケ

SK839 埋 土 横 瓶 須 恵 灰 タタキ→ロクロナデ 胴部ロクロナデ、被蓋部
ナデ

1区IV層 檻
Ｈ

須 恵 12.8 小 片 外黒、内黒褐 ロクロナデ ロクロナデ

1区IV層 杯 H 須 恵 小 片 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ

1区IV層 甑 内黒 把手、

胴音5/1ヽ

片

外極暗赤褐、内 把手部工具ナデ、他工具
ナデ→ ミガキ

工具ナデ→ ヨコミガキ→

黒色処理

1区IV層 高杯 内黒 外にぶい褐、内 杯部ヨコミガキ、脚部タ

テミガキ、すそ部ヨコミ
ガキ

杯部 ミガキ→黒色処理、

脚部工具ナデ、すそ部 ヨ

コミガキ

1区IV層 高杯 須 恵 脚1/4 青灰 ロクロナデ ロクロナデ 脚部長方形

透、 4孔

HQ-191V層 高杯 内黒 外橙、内黒 杯部ヨコミガキ、脚部タ
テミガキ

口縁 ヨコミガキ、杯部他

ミガキ→黒色処理、脚部

シボ リ→工具ナデ

2区IV層 一亜 土 師 口1/4 橙 タテミガキ タテミガキ

2区IV層 高杯 須 恵 胸11/2 外灰、内青灰 ロクロナデ ロクロナデ

2区 H層 魅 須 恵 Jヽ 片 灰 ロクロナデ、沈線 2本、

櫛状工具による刺突文

ロクロナデ

3区IV層 魅 須 恵 卜片 灰 ロクロナデ、沈線 2本、

櫛状工具による刺突文

ロクロナデ

3区IV層 高杯 土 師 にぶい黄橙 杯部ヨコミガキ、脚部タ

テミガキ、すそ部ヨコミ
ガキ

杯部 ミガキ ?、 脚部工具
ナデ、すそ部ナデ

杯内面摩滅

1区IV層 土 師 外赤褐、内にぶ

い赤褐

ナ デ ナ デ ナ デ
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第33図 古墳時代の石器
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表11 弥生時代の石器属性表

図番号 番号 遺構番号 出土位置 器 種 状 能
〔

長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
材 質 備 考

SB7 埋 土 砥 石 ほぼ完形 5。 2 2.2 (15。 0) 凝灰岩

SB7 埋 土 敲 石 一部欠損 (14.ω 6.7 (720.0) 閃緑岩

33 SB8 P2 砥 石 ほぼ完形 6.3 3.7 (15.0) 頁岩

S B20 P3 磨 石 完形 9.4 300。 0 安山岩

S B20 床 砥 石 1/2残存 (10.9 (7.つ (1。 4) (260。 0) 頁岩

S B20 床 敲 石 完形 16.4 5.2 440.0 粘板岩

33 S B24 床 磨 石 完形 10。 7 335.0 砂 岩

S K58 埋 土 敲 石 ほぼ完形 8.6 8.8 (290.0) 安山岩

S B839 埋 土 刃  器 一部欠損 (3.75) (2.45) (6.45) 珪質岩
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第 3節 古墳時代

表12 古墳時代の玉類 0石製模造品一覧

図番号 番号 器 種 遺構 層位
佃J音6

形態
高 さ

(mm)

径

(mm)

子L 4登

(mm)

重 量

(g)
石 材 色調 備考

34 ガラス玉 SBl 埋 土 緑

34 臼 玉 SBl 埋 土 B 滑石 灰

34 臼 玉 SBl 埋 土 B 4.5 滑石 暗オリーブ灰

34 臼玉 SBl 埋 土 B 滑石 灰

臼 玉 SB16 埋 土 C (0.幼 滑石 灰オ リーブ

臼 玉 SB24 床 B 2.0 (0.1) 滑石 オリーブ灰

34 臼玉 SB24 床 B 滑石 オ リーブ灰

34 臼 玉 SB24 床 B 5。 5 (0.09 滑石 灰オ リーブ

34 臼 玉 SB24 床 B 3.5 5.5 2.0 0.15 滑石 灰オリーブ

34 10 臼玉 SB24 床 B 2.5 (0。 09 滑石 オ リーブ灰

臼 玉 SB24 床 B 6.3 (0.1) 滑石 灰

12 臼玉 SB24 床 B 4。 0 5.5 0.15 滑石 灰オリーブ

34 臼 玉 SB24 床 B 滑石 灰

34 臼 玉 SB24 床 B (0.12) 滑石 灰オリーブ

15 臼 玉 SB24 床 B 5.0 滑石 灰

臼玉 SB24 床 B 0.27 滑石 灰

臼 玉 SB24 床 B 5。 7 滑石 暗緑灰

34 臼玉 SB24 床 B 3.0 2.0 0.08 滑石 灰

臼 玉 SB24 床 B 5.5 0.05 滑石 灰オリーブ

臼 玉 SB24 床 B 3.0 (0.05) 滑石 灰オ リーブ

34 臼 玉 SB24 床 B 5.0 0。 01 滑石 オリーブ黄

34 22 臼玉 SB24 床 B 5.5 2.0 滑石 灰オ リーブ

23 臼 玉 SB24 床 B 5.5 2。 2 0.15 滑石 灰

34 24 臼 玉 SB24 床 B 5.5 (0。 0" 滑石 灰

34 臼 玉 SB24 床 B 滑石 灰

34 臼 玉 SB24 床 B 5.5 0.07 滑石 灰

臼 玉 SB24 床 B 5.5 0.15 滑石 灰オ リーブ

34 臼 玉 SB24 床 B 5.8 0.15 滑石 灰オリーブ

34 臼 玉 SB24 床 B (0.09 滑石 灰オリーブ

臼 玉 1区IV層 C 2.3 5.0 0。 05 滑石 灰オ リーブ

管玉 SB24 床 22.5 6.0 1.3 滑石 オ リーブ灰

32 管玉 1区 IV層 21.0 5.0 0.92 滑石 暗緑灰

34 管玉 ⅡQ-11
1V層

20.5 5.0 0.75 滑石 暗緑灰

34 34 勾玉 SBl 埋 土 (1.25) めのう 灰オ リーブ

34 勾玉模造品 SB20 床下 (3.72) 滑石 褐灰

36 剣形模造品 SBll 埋 土 2.012.0 (6.6) 滑石 暗灰 混 入

※側部形態は、屋代遺跡群高速道地′点の分類に準 じた。
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第 4節 飛鳥・平安時代

本項に掲載 した遺構は、飛″鳥時代から平安時代 9世紀末の洪水より前に所属する遺構で、粗密の差はあ

るが 1～ 6区のほぼ全域に分布 している。当該期に所属する遺構は、Ⅳ層を景Jい で検出した。検出された

遺構は、竪穴住居跡70軒、掘立柱建物跡2棟、溝51条、土坑506基である。粗密の差はあるが 1～ 6区のほ

ぼ全域に分布 している。

遺構各説

(1)竪穴住居跡

当概期の竪穴住居跡は、 1区西側及び 3区で、やや少ないもののほぼ全域で確認されている。遺構の概

要は、表13に 示 した。ただし説明を簡略化できないものについては、ここで番号順に解説を加えることに

する。

SB3(図 41、 PL9)

本住居跡のカマ ドは、北壁中央に一部破壊された状態で検出された。カマ ドは粘土により構築 されてい

る。ピット10405に 、径15～ 25cmで ほぼ円形の柱痕が認められた。本住居跡の時期は、 7世紀最末

～ 8世紀前半、屋代編年の古代 2期 と認定される。

S Bll(図 42、 PL9)

本住居跡は検出段階で、 a～ cの 4本の煙道が認められたが、一番新 しいカマ ドはCと したカマ ドで、

東壁面中央付近に板状の石を芯材 としてその周 りを粘土で固めて構築されている。構築材に使われた石の

石材は、主に閃緑岩で一部安山岩や凝灰岩が使われている。天丼部は残存していないものの袖・火床部分

は、良好に残存していた。本住居跡は、掘 り方などの様子から、少なくとも2段階の変遷がたどれる。床

下に一部残っている貼床や、掘 り方・床下の焼土の出土状態から前段階の住居は、やや小さめのプランで

あったと思われる。この前段階の住居に伴 うカマ ドは、 dと したカマ ドである。埋土中より、石製模造

品・土錘・鉄鎌・椀形鍛冶滓が、床下より、土錘・鉄釘が出土している。本住居跡の時期は、 9世紀第 3

四半期、屋代編年の古代 7期後半 と認定される。

S B18(図 42、 PL9)

本住居跡のカマ ドは、東壁面南 よ りに板状 の石 を芯材 としてその周 りを粘土で固め構築 されている。構

築材に使 われた石 の石材 は、全 て閃緑岩である。 カマ ド内か ら赤 く焼けた凝灰岩の切石が出土 しているが、

支脚 として使 われていた可能性が高い。本住居跡の時期 は、 9世紀後半、屋代編年の古代 8期前半 と認定

され る。

S B25(図 43)

本住居跡のカマ ドは、北壁面東端 に石 を芯材 としてその周 りを粘土で固め構築 されてい る。構築材 に使

われた石の石材は、全て閃緑岩である。本住居跡の時期は、9世紀前半、屋代編年の古代 6期 と認定される。

S B27(図 43、 PL9)

本住居跡は東壁面南端に破壊された状態と推測されるカマ ドを有し、床面には炭化物・焼土・灰が散乱

している。埋土中より鉄製の刀装具が出土している。本住居跡の時期は、 9世紀中頃、屋代編年の古代 7

期 と認定される。

S B34(図 43)

本住居跡のカマ ドは、撹乱により破壊されているが、煙道の一部 と床下の様子から、北壁面東端 と推定
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第 4節 飛鳥・平安時代

される。床面より椀形鍛錬鍛冶さいが、カマド付近よりわずかに炭化米が出土している。

S B41(図 43)

本住居跡は北壁面中央付近に破壊 された状態 と推測 されるカマ ドを有 し、床面には炭化物・焼土が散舌L

している。床面 より石包丁が、埋土中より土錘が出土 している。本住居跡の時期は、 9世紀後半、屋代編

年の古代 8期 と認定 される。

S B77(図 46)

埋土中より椀形鍛冶滓 0石包丁の破片が出土 している。本住居跡の時期は、 8世紀後半、屋代編年の古

代 4期 と認定 される。

9)掘 立柱建物跡 (図 47、 P L10)

飛′鳥・平安時代の掘立柱建物跡は 2区で STl、 4区でST2の 2棟が検出されている。 STlは 古墳

時代の掘立柱建物跡 としたST3と ほぼ同 じ位置にあ り、南側が調査区域外へ広がると思われるので全体

は不明である。東西 1間南北 2間の総柱建物 と推定 され、軸は東へ 15° ふれる。柱間寸法は東西方向が200

cmと 一定で、南北方向は100～ 120cmと やや不規則である。掘 り方は径70～ 80cmの 円形あるいは楕円形で、

深さは50～ 60cmである。 ST2は 南側 をS B60に 切 られて全体は不明であるが、東西 1間、南北 1間の建

物 と推定 される。軸は西へ 10° ふれている。柱間寸法は東西方向350cmと 一定で、南北方向130～ 150cmと や

や不規則である。掘 り方は径60～ 110cmの 円形か楕円形で、深 さは40～ 50cmである。 ピッ ト1～ 4の底部

に径 15～ 20cmで円形の硬 く締 まった鉄分の集積が認め られる。

侶)溝

飛′鳥・平安時代の溝跡は51条検出されていて、 1区でSD6の 1条のみ と少ないもののほぼ全域で確認

されている。溝の詳細な説明は全て表14に 示 した。

に)土坑

飛′鳥・平安時代の土坑は506基検出されていて、粗密の差はあるもののほぼ全域に分布する。 S K3050

711・ 71308400900・ 10610108201167は井戸跡で、全て掘 り抜きの井戸である。 S K305か らは木製品

や墨書土器が、 S K864か らは木製品が、埋土中より出土している。井戸跡の調査は調査区が狭いという

条件の中で、可能な限り重機による半裁を行い、その底部の確認と遺物の採集を行ったが、遺構によって

は底部の確認ができなかったものもある。 S Kl109の埋土中より鍛冶滓・粒状滓・鍛造景J片及び炉壁の一

部が出土している。少量ではあるがまとまって廃棄されたものかと思われる。その他に柱穴と思われる土

坑がいくつかあるが、多くの土坑の性格は不明である。土坑の詳細な説明は、表15に示 した。

遺物

(1)土器・土製品

IV層及び飛鳥・平安時代の遺構から出土した土器・土製品は、46箱 である。ここでは、全てを紹介する

ことができないため、各遺構の時期を推定できる資料を中心に図示 し (図 48～ 60)、 掲載 した遺物の属性を

一覧表 (表10に示した。土器の器種分類は、屋代遺跡群高速道地′点の分類に順ずる。

9)石器 0石製品

Ⅳ層および飛鳥・平安時代の遺構から出土した資料は石器791点、石製品 2点である。出土層位を重視

して報告する為、形式的に所属時期が異なる石器であっても、出土遺構の時代により、本項にて扱うこと

とした。遺物中467′点が石器製作に伴い石暦 として弾き出された資料で、215点が道具 として認定できた石

器である。その内訳については表17に 示 した。ここでは、全てを紹介することができない為、主なもの17

点を図示し (図 61・ 62)、 掲載した遺物の属性を一覧表 (表18)に 示した。
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焼 土 粒 ・ 炭 化 物 多 量

10.褐 色土(10YR4/4)
炭 化 物 微 量 、 焼 土 プ ロ ッ ク含 む

11.褐 色土(10YR4/4)焼 土粒微量
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2.灰黄褐色土(10YR4/2)

焼土粒・焼土粒ブロック・炭化物粒含む

3.明黄褐色土(10YR6/6)
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A gso. o

1.灰黄褐色土(10YR4/2)

2.灰黄褐色土(10YR4/2)

焼土粒 。焼土ブロック・炭化物 。炭化物ブロック多量

3.灰黄褐色土(10YR4/2)

明黄褐色土ブロック多量、鉄分・マンガン含む

4.褐灰色土(10YR5/1)鉄 分多量

5.黒褐色土(10YR3/2)焼 土粒・炭化物粒微量
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SB48

SB50
1.灰黄褐色土 (10YR4/2)

2.に ぶい黄褐色土 (10YR4/3)

焼 土粒 ・炭 化 物 含 む

3.に ぶ い黄 褐 色土 (10YR4/3)

焼 土粒 。炭 化 物 少 量

4.に ぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼 土 粒 少 量 、 炭 化 物 多 量

5。 に ぶ い 黄 褐 色 土 (10YR4/3)

6.に ぶ い黄 褐 色 土 (10YR4/3)

焼 土粒 少 量 、炭 化 物 多量

7.に ぶ い黄褐 色土 (10YR4/3)

焼 土粒 ・炭 化 物 含 む

8。 にぶ い黄 褐 色土 (10YR4/3)

焼 土粒 。炭 化 物 多量

SB56

9.に ぶ い黄 褐 色 土 (10YR4/3)
焼 土粒 ・炭 化 物 多量

10.に ぶ い黄 褐 色 土 (loYR4/3)
焼 土粒 。炭化 物 多量

11.に ぶい黄褐色土(loYR4/3)
炭 化 物微 量

12.に ぶ い黄 褐 色 土 (10YR4/3)
焼 土粒 。炭化 物 多量

13.褐 色土(loYR4/4)

焼 土 プ ロ ッ ク微 量

14.灰 黄 褐 色 土 (loYR4/2)
焼 土 粒 ・ 炭 化 物 少 量

15.灰黄 褐 色 土 (10YR4/2)
焼 土粒 ・炭 化 物微 量

16.灰 黄褐 色 土 (10YR4/2)

焼 土粒 。炭 化 物 多量
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17.灰 黄褐 色 土 (loYR4/2)
焼 土粒 。炭 化 物 少 量

18。 暗褐 色 土 (10YR3/4)

焼 土粒 。炭 化 物 少 量

19.灰 黄褐色土(10YR4/2)

焼土粒微量、炭化物多量
20_灰 黄褐色土(loYR4/2)

焼 土粒 ・炭 化 物 少 量

21.灰黄 褐 色 土 (10YR4/2)
焼 土粒 ・炭 化 物 少 量

22.暗 褐 色 土 (loYR3/4)
焼 土粒 ・炭 化 物微 量

23.に ぶい黄褐色土(10YR4/3)
焼 土粒 微 量 、 炭化 物 多量

24.暗褐 色土 (10YR3/4)

焼 土粒 。炭 化 物微 量

25。 暗褐 色 土 (10YR3/4)
26.に ぶ い黄褐 色 土 (10YR4/3)
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1.褐色砂質土(10YR4/4)

2.にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物灰黄褐色土微量、焼土ブロック含む、褐色砂質土多量
3.灰黄褐色土(10YR4/2)焼 土粒微量、炭化物少量、褐色砂質砂多量
4.にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒微量、炭化物少量、褐色砂質土多量
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1.に ぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、焼土ブロック多量

2.灰黄褐色土(10YR4/2)焼 土粒、焼土ブロック少量

3.明赤褐色土(10YR6/8)暗 褐色土ブロック含む
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SB67

A 355.5

灰 黄 褐 色 土 (10YR4/2)焼 土 粒 微 量 、 鉄 分 ・ マ ン ガ ン粒 多 量
褐灰色土(10YR4/1)焼 土粒微量、鉄分・マンガン粒含む
褐灰色土(10YR4/1)
焼 土 粒 ・ 炭 化 物 粒 ・ 炭 化 物 ブ ロ ッ ク ・ 鉄 分 ・ マ ン ガ ン 含 む
褐灰色土(10YR4/1)
焼土粒 。炭化物粒含む、鉄分粒多量、明黄褐色土ブロック少量
褐灰色土(10YR4/1)
焼 土 粒 微 量 、 焼 土 ブ ロ ッ ク 多 量 、 鉄 分 ・ マ ン ガ ン 含 む

6.灰黄褐色土(10YR4/2)焼 土粒含む、明黄褐色土ブロック多量
7.灰 黄 褐 色 土 (10YR4/2)焼 土 粒 微 量 、 焼 土 プ ロ ッ ク 多 量
8.煙 道 天 丼  下 部 固 く焼 き し ま る
9.に ぶ い 黄 褐 色 土 (10YR4/3)焼 土 ブ ロ ッ ク ・ 明 黄 褐 色 土 ブ ロ ッ ク 多 量
10.焼 土 壁

SB76

4
∩

|

A gss. o

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物・鉄分含む

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物・鉄分・明黄褐色土ブロック含む

A gss.s

1.褐色土(loYR4/4)
明赤褐 色 土粒 含 む

2.褐 色 土 (loYR4/4)
極 暗赤 褐 色 焼 土 ブ ロ ッ ク多量
明赤褐 色焼 土粒 ・炭 化 物粒 含 む

3.にぶい黄褐色土(loYR4/3)
明黄褐色焼土粒・炭化物粒含む

4.にぶい黄褐色土(loYR4/3)
焼 土粒 多量 、炭化 物 ・灰 少 量

5.灰 層 焼 土粒 。炭化 物 少 量
6.に ぶ い黄 褐 色 土 (loYR4/3)

焼 土粒 。炭 化 物粒 微 量
7.焼 土 ブ ロ ッ ク
8.炭 化 物 層 焼 土粒 ・灰 少 量
9.灰 層 焼 土粒 ・炭 化 物粒 微 量
10.焼土層
11.灰層 焼 土 粒 少 量、炭化 物 含 む

第 4節 飛鳥・平安時代

∩
|

12.にぶい黄褐色土(loYR4/3)
焼 土粒 ・炭 化 物 少 量

13.炭化 物 層  焼 土粒 ・灰微 量
14.に ぶ い黄 褐 色 土 (loYR4/3)

焼 土粒 多量 、炭化 物 含 む 、灰 微 量
15.褐色土(10YR4/4)
16. 煙 道 天 丼  ~下音Ь固 く焼 き し ま る
17.にぶい黄褐色土(loYR4/3)

焼 土 粒 ・ 焼 土 ブ ロ ッ ク少 量
18.にぶい黄褐色土(loYR4/3)

焼 土粒 ‐焼 土 ブ ロ ッ ク多量 、 炭 化 物 少 量
19.に ぶ い黄 褐 色 土 (loYR4/3)

焼 土 ブ ロ ック多量 、炭化 物微 量
20.に ぶい黄褐色土(loYR4/3)

焼 土 プ ロ ッ ク少 量 、 炭 化 物 微 量
21.に ぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼 土粒 ・ 炭化 物微 量
22.炭 化物 層  焼 土粒 少 量

∞
一
Ｄ

卜
国
∞
】
∽

゛
Ю
Ю
∞
し

―
―
―
―
―

Ю

Ю
Ю
∞
ｄ

Φ

Ю
Ю
∞
倒

SB77

A 355。 1

1。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒少量、炭化物多量
2.にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒少量、炭化物多量
3.にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒・炭化物少量
4。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒・焼土ブロック・炭化物少量
5。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒微量、炭化物多量、灰少量

第46図 飛′鳥・平安時代の遺構イ固別図

- 73 -一

2m



第 2章 遺構 と遺物

S丁

A sss.+

c gss.a

A gss.z

く

ツ
　
　
　
（

褐灰色土 (10YR4/1)+明 黄褐色土(10YR6/6)

焼土粒、炭化物粒、暗褐色土ブロック含む

褐灰色土(10YR4/1)～ 黒褐色土(10YR3/1)

明黄褐色土ブロック、鉄分粒多量

明黄褐色土(10YR6/6)

灰色土、暗褐色土ブロック含む

(Pl～ 4底部鉄文集積)

餞
|

D

1355.4 ⊥

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物微量

にぶい黄褐色土(10YR4/3)炭 化物微量

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物微量

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

炭化物微量、黄褐色土ブロック含む

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒・炭化物微量

にぶい黄褐色土(10YR4/3)
にぶい黄褐色土ブロック少量

暗褐色土(10YR4/3)
にぶい黄褐色土ブロック多量

SK838

|||
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SK482

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒少量、炭化物多量

にぶい黄褐色土(10YR4/3)

焼土粒含む、炭化物少量

暗褐色土(10YR3/4)

焼土粒 :炭化物微量

∩
|

A gss.s

1。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、炭化物微量

2。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、炭化物多量

3.に ぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、炭化物多量

4。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、炭化物少量

5。 にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼 土粒、炭化物微量
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第 2章 遺構 と遺物
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第 4節 飛鳥・平安時代
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第 2章 遺構 と遺物

表14-1 飛鳥・平安時代の溝 (SD)一 覧

仮

地区

SD
番号

時期 中地区
図

番号
平面形

流路

方向

全 長

(m)

最大幅

(m)

深 さ

(m)
色   調 土′

1生 堆積状況
遺物出土

状  況

遺物

図

切合関係

(古)→ (新 )

備 考

2 P13

18

直線的 北～南 にぶい黄褐色 シル ト 1層 土 器 →SK284

1 平安 P15

20

Q ll

16

直線的 灰色γ黒褐色 シル ト

砂質

4層 鉄分粒 。鉄分

ブロックを多

く混入、底部

鉄分集積

土器,石器、

鉄製品、鉄滓

57

61

64

SB91→ SDl、  SK65
1143、  1167、  1243

T16、

17、

S20

直線的 灰黄褐色～暗

褐色

シル ト 2層 土器 ,石 器 →SK459、 487

T16、

S20

直線的 東～西 灰黄褐色 シル ト 1層 土 器 →SK382、 383、 468

直線的 北～南 (3.64) 灰黄褐色 シル ト 1層 土 器 SD13、  14→ SD9

直線的 北～南 (3.28) 灰黄褐色 シル ト 1層 土 器 SD13→

T ll

16

直線的 北～南 1層 土 器 、石 器

直線的 西～東 (1.10) 灰黄褐色 シル ト 1層 →SD10、  11

直線的 東～西 0.24 灰黄褐色 /lvl 1層 →SD10、 SK467

T16 直線的 西～東 にぶい黄褐色 シル ト 1層 土 器 SK604→ SD16

T16 直線的 北～南 にぶい黄褐色 //vl 1層 土 器 SD15→

T16 直線的 西～東 暗褐色 シル ト 1層 土 器

T13

18

直線的 北東

～南西

(4.80) 0.22 灰黄褐色 シルト 1層 土 器 SB26→SK375

直線的 北～南 (1 灰黄褐色 シル ト 1層

直線的 灰黄褐色
\ 

't 
l

//vl 1層

T15 lヶ 所で屈曲、

直線的

北西

～南東

東北

～南西

(3.96) 灰黄褐色 シル ト 1層 土 器

T14
15

36・

37

直線的 東～西 (9.00) 灰黄褐色 シル ト 1層 土 器 →SD31、 SK381、 529

576

T15

P ll

12

13

暖やかに湾曲 北西

～東

(220) 褐灰色～灰黄

褐色

シル ト 1層 土 器 、石 器 SB 36-→ SB 27、  35、

SD24、  SK394、 1260

古代3期 P12

17

直線的 褐灰色～黄褐

色

シル ト

砂質

6層 焼土粒、炭化

物粒 を多 く混

入、鉄分 を多

量に混入

土器、石器、

骨

５７

・

５８

・

６．

SD 23、 25、 33→ SK
545、  550、  561、  565、

566

T19 36。

37

直線的 東～西 にぶい黄褐色 シル ト 1層 土 器

2 T19 直線的 北～南 (1.32) にぶい黄褐色 シル ト 1層

2 T19 36・

37

直線的 北～南 (1.00) 0.22 にぶい黄褐色 シル ト 1層 土器 、石 器

2 T19 36。

37

直線的 西～東

Jヒ

(330) にぶい黄褐色 シル ト 1層 土 器 →SB34

2 T14 36。

37

直線的 南～北

東

(2.06) にぶい黄褐色 シルト 1層 土器、石器

2 T15 直線的 東南

～北西

(0.80) にぶい黄褐色 砂 質 1層 SD22→SK529

T14 直線的 北東

～南西

(0.48) にぶい黄褐色 シルト 1層

平安 ? Wl
R21

直線的 北～南 (3.52) 褐灰色～黄褐

色

シル ト 4層 鉄分 を多量に

混入

土器、石器、

鉄製品

→SK664

Wl
R21

緩やかに湾曲 褐灰色～にぶ

い黄褐色

シルト 4層 鉄分・マンガ

ンを多 く混入

黒 褐 色 土 ブ

ロックを多量

に混入

土器 、石 器

平安 Wl、 2 直線的 明黄褐色～に

ぶい黄褐色

/)vl 6層  焼土粒、炭化

物粒、鉄分 。

マンガン粒 を

多 く混入

土器、石器、

鉄滓、羽 口

SK 711→ SK 636、 653

661

V19 直線的 (1.26) 0.22 0.12 暗褐色 シルト 1層 土 器 →SK675、 686

R19

24

38・

39

直線的 北～南 褐灰色 シル ト 1層 鉄分 を多 く混

入

土 器 SK 828→ SK 782、 805

806、  807

平安 38。

39

直線的 南～北 (7.22) 褐灰色 シルト 1層 鉄分 を多 く混

入

土器 、石 器 SB61、  SK888-→
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第 4節 飛鳥・平安時代

表14-2 飛鳥・平安時代の溝 (SD)一 覧

仮

地区

SD
番号

時期 中地区
図

番号
平面形

流路

方向

全 長

(m)

最大幅

(m)

深 さ

(m)
色   調 土性 堆積状況

遺物出土

状  況

遺物

図

切合関係

(古)→ (新 )

備 考

V9
14

直線的 南～北 (5.70) 灰黄褐色 シル ト 2層 土器 、石 器

Q24、

V4.9

直線的 (11.00) にぶい黄褐色 シル ト 1層 土器 、石 器 SK859→ SK798、 799

SK832、 835、 837

V9 緩やかに湾曲 0.57 にぶい黄褐色

～暗褐色

シルト 3層 土器 、石 器 →SK817、 834、 880

Q4.9 直線的 (3.70) にぶい黄褐色 シル ト 1層 土器 、石 器 SK1012→

平安 R20

24

25

S ll

16

緩やかに湾曲 西～北

東

(20.07) 灰色～褐灰色 細砂、

シル ト

2層 鉄分 を多 く混

入

土器、石器 SK78、 SD67、 ST2
SK 963、 969、 1084

1094→ SK849、 1071

1208

S ll

12

13

18

直線的 (16.80) 暗灰黄色～オ

リーブ褐色

細砂、

粒砂、

シル ト

2層 鉄分マ ンガン

粒 を多 く混入

土器 、石 器 SB 82、 68、 SK 913、

1103、  1105、  1106、  →

SB 71、  74、  SK 953、

1026、  1048、  1058、

1072、  1074、  1075

S17

18

直線的 西～東 灰黄褐色、明

黄褐色

シル ト 1層 土器 、石 器 SK 949→ SB 68、 69、

71、 74、 SK730、 733、

889、  914、  915、  916

直線的 オ リーブ褐色 シル ト 4層 土器、石器、

骨、鉄滓

→SK1003

直線的 (2.20) 暗灰黄色～オ

リーブ褐色・

褐灰色

砂質、

粘土

2層 土器、石器、

骨

→SK1002

飛′鳥 ? 直線的 にぶい黄褐色 シル ト 2層 土器、石器、

骨

SD70→ SK1000、 1001

1002

直線的 (1 にぶい黄褐色
\ .| t
/lvl 1層 土 器

直線的 灰黄褐色 /)vl 1層 底部鉄分集積 土 器

平安 R20、

S16、

17

直線的 (17.50) 灰黄褐色 シルト 1層 土器、石器、

骨

SK 1096、  1098、 1099

→ SB 58、  68、  78、  SD
60、 SK 1025、 1027、

1028、  1029、  1041、

1071

直線的 にぶい黄橙

～にぶい黄褐

色

シル ト

粗砂

11層  鉄分 を多 く混

入

土 器 SD72、  73→ SKl109

L19

24

直線的 北～南 灰黄褐色～黄

褐色

シル ト 1層 土 器 →SD71、  73、 SKl108、

1110

L19

24

直線的 北～南 (9.00) 灰黄褐色～黄

褐色

シル ト 1層 土 器 SD 72、 SK l132→ SD
71、 SKl108、 1114

直線的 北西

～東南

(1.32) にぶい黄褐色 シルト 1層 →SB18

P13

14

直線的 東南

～北西

4.12 0.22 灰黄褐色 シルト 2層 土器、石器、

偶'

→SK1230、 1253

直線的 東～西 (2.64) にぶい黄褐色 シル ト 1層 土 器 SK 1277→ SK l198

1204、  1276

表15-1 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

1 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 炭化物多量に混入

1 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 A 黒褐色～暗褐色 10YR3/2～ 3/3 1層

楕円形 0.36 暗褐色 7.5YR3/4 1層

楕円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

円形 G 暗褐色 7.5YR3/4 1層

円形 G 暗褐色 7.5YR3/4 1層

不整形 C 暗黄褐色～黒褐色 10YR7/6～ 3/1 2層 土器 、石 器

円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

長方形 C 灰黄褐色 ～明黄褐

色

10YR4/2～ 2.5Y
6/6

1層 土 器

円形 C 灰褐色 10YR4/1 1層

楕円形 C 灰褐色 10YR4/1 1層

奈 良 黒褐色～暗褐色 10YR3/2～ 3/3 1層 土 器
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第 2章 遺構 と遺物

表15-2 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

黒褐色～暗褐色 10YR3/2～ 3/3 1層 土 器

円形 C 暗褐色 7.5YR3/4 1層

楕円形 にぶい黄褐色
～黄褐色

10YR5/3～ 5/6 3層  焼土、炭化物 を多量

に混入

土 器

Q16 不整形 にぶい黄褐色
～暗褐色

2.5Y6/3～ 7.5YR
3/4

16層 焼土、焼土粒、焼土ブ
ロックを多量に混入

土 器

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

G 黒褐色～暗褐色 10YR3/2～ 2/3 1層 土 器

1 円形 A 暗褐色 7.5YR3/4 1層 土 器

1 にぶい黄褐色
～褐灰色

10YR5/4～ 4/1 2層  焼土粒、焼土ブ ロ

クを多量に混入

土 器

1 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層 焼土粒、焼土ブ ロ

クを多量に混入

円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 円 形 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 楕円形 C (0.28) 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 楕円形 E 暗褐色 7.5YR3/4 1層 土 器

1 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 円形 A 暗褐色 7.5YR3/4 1層

1 円 形 暗褐色 7.5YR3/4 1層 土 器

1 円形 暗褐色 7.5YR3/4 1層 土 器

1 平安 ? にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

長方形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質) 土 器

楕円形 暗褐色 10YR3/3 1層

円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 ) 土 器

円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 (砂質)

P19 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

円形 0.22 暗褐色 10YR3/4 1層 (砂質 )

楕円形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 3層 炭化物 を多 く混入 土 器

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

224 不整形 C 褐 色 10YR4/4 1層 (砂質 ) 土 器

方 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

P19、  20 不整形 G 0.27 にぶい黄褐色
～暗黄褐色

10YR4/3～ 5YR3/
2

3層 焼土粒 を多 く混入 土器

227 楕円形 C 褐 色 10YR4/4 1層 (砂質) 土 器

楕円形 A 0.52 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 ) 土 器

232 C 暗褐色 7.5YR3/4 1層

233 C にぶい黄褐色 10YR5/3 1層  焼土粒 。炭化物粒 を

多 く混入

土 器

1 にぶい黄褐色 10YR5/3 1層  焼土粒・炭化物粒 を

多く混入

Q20
R16

楕円形 A 黄灰色 2.5Y4/1 1層 焼土・炭化物 ブ ロッ

クを多 く混入

土 器

1 円形 (0.63) 黄灰色 2.5Y4/1 1層  焼土 。炭化物ブロ

クを多く混入

土 器

1 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器

1 247 Q20 楕円形 (0.86) 黒褐色 10YR3/1 1層

1 楕円形 G 0.27 褐灰色 10YR4/1 1層

1 不整形 G 褐灰色 10YR4/1 1層 土器 、石 器

円形 0。 32 暗灰色 10YR3/4 1層

方 形 G 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

252 平安 長方形 C 褐灰色～暗褐色 10YR4/1～ 3/3 5層 (2層 砂質)底部鉄分

集積

土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 4層 土器 、石 器 柱痕あ り

円形 C (0.46) 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 (1層砂質 ) 土 器

灰黄褐色 OYR4/2 1層

円形 C 暗褐色 OYR3/4
|

1層 土 器
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第 4節 飛′鳥・平安時代

表15-3 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一 覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備考

258 不整形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 2/3 3層 土 器

259 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 黒褐色土 ブ ロックを

多 く混入

土 器

1 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 263 楕円形 (0.30) 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 267 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 Q20 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

1 不整形 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

2 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色
～灰黄褐色

10YR5/3～ 4/2 2層 (砂質)底部鉄分集積

円 形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C 0.21 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

G 褐色 7.5YR4/3 1層 土器

277 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 A 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 A (0.38) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 暗褐色土 ブロ ックを

多 く混入

土器、骨

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C 暗褐色 10YR3/4～ 3/3 3層 柱痕あ り

P15、 20 円形 C (0.52) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

代

期

古

７

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 土器、石器、

木製品

59 ・

63

井 戸

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 A (0.36) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 3層 土 器

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 (0.22) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 黒褐色 10YR3/2 1層

1 不整形 G 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

円形 (0。 30) 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

1 円形 黒褐色 10YR3/2 1層

1 楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層

円形 0.26 黒褐色 10YR3/2 1層

2 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

2 楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層

楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層

P15、 20 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 褐 色 10YR4/4 1層

2 不整形 暗褐色 10YR3/3 1層 土器

2 楕円形 褐色～暗褐色 10YR3/4～ 4/6 2層 土 器

円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR5/3 1層 底部鉄分集積

方形 A 0.22 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 炭化物 。焼土粒を多
く混入

円形 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

不整形 暗褐色 10YR3/4 1層

長方形 C 0.52 暗褐色 10YR3/4 1層 土 器

不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器
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第 2章 遺構 と遺物

表15-4 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

円 形 0.38 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 石 器

楕円形 C 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 3層 土器 、石 器 柱穴状

C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 士 器

円 形 0.62 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

楕 円形 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 2層 土器 、石 器

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  灰黄褐色土ブロ

を多 く混入

T16 不整形 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 3層 土 器

円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  炭化物・焼土粒を多
く混入

土 器

T16 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

3 T16 円 形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層

T16 楕 円形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層

T16 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16 円 形 0.32 0 27 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16 円形 0.24 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 A 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 2層 土 器

楕円形 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 2層 土 器

T16 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

3 円 形 A 0.22 0.17 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

代

期

古

２

37

47

T ll 不整形 A にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土器 、石 器

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土器 、石 器 柱痕 あ り

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、銅製

T16 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、石器

3 T16 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16 不整形 A 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

T16 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円 形 A にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

T16、 17 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16、 17 楕 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T16 楕円形 A にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 にぶ い黄褐色の砂 を

多 く混入

土器 、石 器

T16 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T16 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

3 T16 円 形 0.26 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T ll 土器、石器

T17 不整形 A にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

371 円 形 A 0.26 0.22 にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

371 円形 A にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

371 T17 円形 A にぶい黄褐色 OYR4/3 1層
|

L器

371 楕円形 A 0.36 
|

0.28 
|

o,rs 
I
にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

371 長楕円形
|

A r.32 
|

0.62 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土器 、石 器
|

371 方形 A luu I

0.64 
I

0.351 にぶい黄褐色 OYR4/3 層 土器、石器
|

371 楕円形 A o.:a 
I

0.391 にぶい黄褐色 OYR4/3 層
|

L器

371 円形 A ^9'I I

0.22 
|

0.141 こぶい黄褐色 OYR4/3 層

371 r17 
|

円 形 A 望 |

0.2r1 こぶい黄褐色 OYR4/3 層

511 371 r1z 
I
円形 A o rzl こぶい黄褐色 OYR4/3 層

|

L器
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第 4節 飛鳥・平安時代

表15-5 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮
駆

SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形
断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

T16 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T ll 不整形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器 、石 器

T ll 方形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T ll 長方形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 暗褐色ブロックを多
く混入

土器 、石 器

S15、 20 楕円形 0.21 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T ll 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T18 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T13 円形 0.32 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T13 楕円形 0.32 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

T18 円形 C 0.52 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

T18 楕円形 C 0。 28 にぶい黄褐色 10YR3/3 1層

T18 楕円形 にぶい黄褐色 10YR3/3 1層 (砂質)底部鉄分集積 土 器

円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

2 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

2 526 円形 C 0.13 灰黄褐色 10YR4/2 1層

2 527 T15 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

2 T15 長方形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

2 T15 円形 C 0.37 灰黄褐色 10YR4/2 1層 焼土粒・炭化物粒 を

多量に混入

土 器

2 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土器 、石 器 柱痕あ り

3 S15、  20 不整形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 にぶ い黄褐色の砂 を

多 く混入

土器、土錘

2 532 T19 円形 C にぶい黄褐色
～黒褐色

10YR5/4～ 3/2 シル ト～砂 鉄 井 戸

T18 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

2 T18 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

535 T18 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

2 536 T18 円形 A 0.15 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

2 T19 円形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

T ll

T17 楕円形 0.92 にぶい黄褐色
～褐色

10YR4/3～ 4/4 2層 土 器

T17 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

2 楕円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器

長方形 C 黒褐色 10YR3/2 1層

長方形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

P13、 18 方 形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

2 長方形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

2 不整形 A 黒褐色 10YR3/2 1層  焼土粒 ・炭化物粒 を

多 く混入

土 器

2 長方形 C 0.27 灰黄褐色 10YR4/2 1層 炭化物 を多 く混入、

壁面 に焼土ブ ロック

や炭化物の薄 い層が

ある

土 器

灰黄褐色 10YR4/2 1層  炭化物粒 。炭化物 ブ

ロックを多量に混入

土 器

T18 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

552 T14 楕円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土器、石器

鉄

553 T15 円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

T15 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

555 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

556 方 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T20 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T20 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

P ll

T15
円形 C 0.76 にぶい黄褐色

～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、骨

楕円形 0.52 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器

565 不整形 C 0。 32 黒褐色 10YR3/2 1層

C 黒褐色 10YR3/2 1層 土 器
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第 2章 遺構 と遺物

表15-6 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短軸

(m)

深さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

2 568 長楕円形 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層

T15 円 形 (0.80) 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 3層 土器 、石 器

2 T15 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

573 T15 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

円形 C (0.30) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

2 575 T15 円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

2 36・ 37 T14 楕円形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層 炭化物 を多量に混入

2 577 T15 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

578 T15 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

T18 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

楕円形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土器、骨

T15 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/4 2層 土 器

T13 灰黄褐色 10YR4/2 1層 (砂質 )

方 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 C (0.26) 暗褐色 10YR3/4 1層

2 円形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V5 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR5/3 1層 土 器

6 V5 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR5/3 1層

6 Wl 楕円形 C (0.84) にぶい黄褐色 10YR5/3 1層 土 器

V5 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR5/3 1層 土 器

670 V19 楕円形 C 0.32 0.22 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V23 不整形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 2層 土 器

672 V23 楕円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 2層 土 器

V19 方 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V19 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V19 円 形 0132 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

676 円形 (0.28) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 石 器

677 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V24 方 形 C にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 3層 土器 、石 器 柱痕あ り

V24 円 形 こぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

楕円形 C こぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

V24 円 形 C 0.22 0.251にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

6 V24 円形 C o zll"'-'l にぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

6 V24 円形 0.421にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

楕円形 C (0.60) (0.45) り81 にぶい黄褐色 OYR4/3 1層 石 器

V24 楕円形 0.nl にぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

円形 A 0.28 
|

にぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

687 V19 円形 0.261 にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

V18 楕円形 0.141 こぶい黄褐色 OYR4/3 層

V18 楕円形 036 
| 里 |

こぶい黄褐色 OYR4/3 1層

401 V18 円形 0.28 
|

o 11l 天黄褐色 OYR4/2 層

401 円形 C o30 
I 望 |

0.2e1 こぶい黄褐色 OYR4/3 層

401 円形 C 0.30 
|

(0.30) 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 層 土 器

401 V24 円形 0.22 0.20 
|

0.221こぶい黄褐色 OYR4/3 層 土 器

401 円形 C 0.18 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 層

401 円形 C 0.461 こぶい黄褐色 OYR4/3 層 土 器

401 v23 
|

円形 C
9.181

こぶい黄褐色 OYR4/3 層

6 697 生J Y23 |

円形 C 0.38 
|

036 
|

0.261 こぶい黄褐色 OYR4/3 層 土器、石器
|

6 401 v23 
|
隋円形 A

,.561
0.361 こぶい黄褐色 OYR4/3 層

|

土 器

401 v23 
|

隋円形 A 0.10 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 層
|

土 器

401 v23 
|
不整形 0.60 

|

0.321 0 351 こぶい黄褐色 OYR4/3 層
|

土器
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表15-7 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V23 不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V23 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

V23 円形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V23 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

707 V23 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V18 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

恥「1、 2 円形 C (1.30) 土器 、石 器 井 戸

V5 円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR5/1～ 3/2 鉄分 を多量に混入 土 器 井 戸

V23 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

782 38・ 39 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 褐色の砂 を多 く混入

4 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A 0.28 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

V13 長方形 C 土 器

6 V9 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V4 灰黄褐色 10YR4/2 4層 (炭化物層あり) 土 器

6 V9 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

6 792 V9 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V4 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

6 Q24
V4

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

6 796 V4 円形 C 0.26 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

797 円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V4 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V4 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V4 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

円形 A 0.22 褐 色 10YR4/4 1層  焼土粒・炭化物粒を

多量に混入
骨

R18、 23 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層  焼土粒 。炭化物粒を

多量に混入

土器 、石 器

38・ 39 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

38・ 39 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

38・ 39 円形 褐灰色 10YR4/1 1層  焼土粒・炭化物粒 を

多 く混入

38。 39 楕円形 A 褐灰色
～にぶい黄褐色

10YR4/1～ 4/3 1層 鉄分 を多 く混入

38・ 39 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR5/2 1層 土 器

V4 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

Q24
V4

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  焼土粒 。炭化物を多

く混入

土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 C 0.52 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V9 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

820 V4 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分 を多 く混入

円 形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分 を多 く混入

長方形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分 を多 く混入

不整形 C 黒褐色 10YR3/2 1層

不整形 G にぶい黄褐色
～黄褐色

10YR5/4～ 5/6 1層 壁面焼けている 土 器

38・ 39 褐 色 10YR4/4 1層 土 器

円形 A にぶい黄褐色
～黄褐色

10YR5/4～ 5/6 1層 土 器

Q24、 25 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

831 V4、 5、

Q24、 25

楕円形 C (0.82) 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 土器 、石 器

V4、 9 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層
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表15-8 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備考

6 V4、 9 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

6 V9 円 形 C にぶい黄褐色
～明赤褐色

10YR4/3～ 5/6 6層 (焼土層 。炭化物層あ
り)

土 器

835 V4 不整形 1.22 にぶい黄褐色
～にぶい赤褐色

10YR4/3～ 5YR4/
3

5層 (焼 土層あ り)焼土粒
を多く混入

土器、石器

鉄滓

C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

837 V4 楕円形 E 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層

代

期

古

５

39・

47

V4 長方形 2.72 にぶい黄褐色 10YR4/3 5層 炭化物・焼土粒 を多

量に混入

土器、石器

７

半

代

後

古

期

V4、 5 土 器 、石 器、

種 子

井 戸

長楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層  鉄分 を多 く混入

方 形 0.22 1層  炭化物を多く混入 土 器

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分 を多 く混入

円形 A 0.17 黒褐色 10YR3/2 1層  炭化物粒・焼土粒 を

多 く混入

円形 黒褐色 10YR3/2 1層 炭化物粒 。焼土粒 を

多 く混入

黒褐色 10YR3/2 1層 炭化物粒 。焼土粒 を

多 く混入

4 R20、

S16
楕円形 A 1。 24 黒褐色～褐色 25Y3/2～ 10YR4/

6

1層 (砂質 ) 土 器

楕円形 (1.68) 1.22 暗灰黄色 2.5Y4/2 1層  炭化物粒・焼土粒 を

多 く混入

土 器

V4 円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 2層 土 器

V4 円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

V4 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

V4 不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土器 、石 器

V4 楕円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 3層 土 器

V4 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

6 V4 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/3 4層 土 器 柱穴状

V4 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

6 V4 楕円形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

859 V4 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

6 V9、 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 2層

R20
S16

褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分 を多 く混入

不整形 A 黄灰色 10YR6/6 1層

円形 C 礫を混入 土器、石器、

木製品

62・

63

井 戸

飛 `鳥
? 楕円形 C 明赤褐色 10YR6/6 1層  黒褐色土ブロックを

多く混入

土 器

不整形 C (1。 28) 褐灰色 10YR4/1 1 層 鉄 分 。黄 褐 色 土 ブ

ロックを多 く混入

土器 、石 器

暗褐色 10YR3/3 1層

0.381 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

6 V4 楕円形 E 0.53 
|
灰黄褐色 OYR4/2 1層 炭化物を多く混入

6 V9 楕円形 E 0.241にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

6 V9 円 形 0.251にぶい黄褐色 OYR4/3 1層

6 875 V9 円 形 こぶい黄褐色 OYR4/3 1層

V9 円 形 こぶい黄褐色 OYR4/3 1層

877 円 形 0.15 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 1層

楕円形 C 0.181 こぶい黄褐色 OYR4/3 1層

V14 0.43 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

円 形 A o.20 
|

こぶい黄褐色 OYR4/3 1層 土 器

円形 0.22 にぶい黄褐色
～黄褐色

10YR5/4～ 5/6 1層

円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層  炭化物粒 。焼土粒 を
多く混入

381 橋円形 C 0.56 
|

0.54 
|

0.17 
|
喝灰色～褐色 OYR4/1～ 4/4 層

|

土器

381 0.4e 
I

なリーブ褐色 .5Y4/3 層
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表15-9 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備考

887 38・ 39 褐 色 10YR4/4 1層  焼土粒 。炭化物粒 を

多 く混入

土 器

4 888 38・ 39 R23、 24 楕円形 C (1。 10) 褐 色 10YR4/4 1層 土器 、石 器

楕円形 C 土器 、石 器

V9、 14 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V14 円形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V9 円形 C (0。 30) 灰黄褐色 10YR4/2 1層

V4 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V4 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

V9 円 形 A (0.25) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

899 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 3層

飛′鳥 ? V5 楕円形 C 土器、石器、

鉄製品、種

子

井 戸

V4 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3

905 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  褐色の砂 を多 く混入

V9 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  褐色の砂を多く混入

V4 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

V9 楕円形 0.35 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

長方形 黄灰色～褐色 2.5Y5/1～ 10YR4/
4

2層 鉄分 を多 く混入 土器

38・ 39 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 土 器

灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 石 器

円形 0.22 褐灰色～灰黄褐色 10YR5/1～ 4/2 2層 鉄分粒 を多 く混入

円 形 灰 色 5Y4/1 1層 鉄分粒を多く混入

4 黒褐色 10YR2/3 1層

灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器、石器

R25 不整形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分を多く混入 土 器

楕円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

5 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

5 円形 C 0.42 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 )

5 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (砂質 ) 土 器

5 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

5 楕円形 0。 65 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

灰黄褐色～黒褐色 10YR3/2～ 4/4 6層 (5層砂質) 土器、石器

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器 、石 器

5 円形 0.24 0。 22 灰黄褐色 10YR4/2 1層

長方形 0.58 褐灰色
～にぶい黄褐色

10YR5/1～ 5/4 3層 柱痕あ り

長方形 褐灰色
～にぶい黄褐色

10YR5/1～ 5/4 1層

5 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

土器、石器、

鉄製品

井 戸

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層

にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 炭化物 。焼土粒 を多
く混入

土 器

にぶい黄褐色 10YR4/3 層

円形 A 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

L19、 20 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、石器

円形 G 灰 色 10Y5/1 2層 鉄分粒・鉄分 ブ ロ

クを多 く混入

石 器

S12 円形 灰 色 10Y5/1 2層 鉄分粒 。鉄分 ブ ロッ

クを多 く混入

楕円形 G 灰 色 10Y5/1 1層 鉄分粒・鉄分 ブ ロッ

クを多 く混入

土 器

楕円形 C 灰 色 10Y5/1 1層 鉄分粒・鉄分ブロッ
クを多く混入

円 形 灰 色 10Y5/1 1層 鉄分粒 。鉄分 ブ ロッ

クを多く混入

土器 、石 器
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表15-10 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

楕 円形 0.32 暗褐色 10YR3/3 1層

楕円形 明黄褐色 10YR6/6 1層 灰色土ブロックを多
く混入

円 形 2.62 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層 土器 、石 器

楕円形 黒 色 10YRl.7/1 1層 土器、骨

S ll、 16 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

楕円形 褐 色 10YR4/4 1層 土器 、石 器

0。 24 暗褐色 10YR3/4 1層 鉄分粒 を多 く混入

楕円形 暗褐色 10YR3/4 1層  鉄分粒 を多 く混入 土 器

不整形 明黄褐色
～灰黄褐色

10YR6/6～ 4/2 4層 焼土粒 。炭化物粒・

鉄分粒 。明黄褐色土

ブ ロック・灰色土ブ

ロックを多 く混入

土器、鉄滓、

鍛造余J片

5 不整形 G 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器 、石 器

5 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

5 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

5 楕 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層  鉄分粒 。明黄褐色土

ブ ロック・灰色土ブ

ロックを多 く混入

5 C 0.12 明黄褐色 10YR6/6 1層

円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土 器

円 形 A 褐灰色 10YR4/1 1層

5 円 形 (0.26) 褐灰色 10YR4/1 1層

5 A 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分・マンガンを多
く混入

方 形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分・マンガンを多
く混入

土 器

5 不整形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分・マンガンを多
く混入

土器 、石 器

円 形 A 褐灰色 10YR4/1 1層  鉄分 。マンガンを多
く混入

円 形 A 褐灰色 10YR4/1 1層  鉄分・マンガンを多
く

'昆

入

5 不整形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 鉄分・マンガンを多
く混入

5 円形 A (0.26) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 灰黄褐色～褐色 10YR4/2～ 4/4 2層 底部鉄分集積 土 器

5 1128 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層  明黄褐色土ブロック・

炭化物 を多量に混入

土 器

1 1152 平安 ? 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層  明黄褐色土ブロック・

炭化物 を多量に混入

土 器

1 円形 A 黒褐色 10YR3/2 1層

1 楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層  径15～ 30cmの 礫が多
く入る

土器、石器、

骨

1 黄褐色 25Y5/3 1層  鉄分粒を多く混入 土 器

1 平安 ? 円形 2.25 土 器 井 戸

1 黄灰色 2.5Y4/1 1層 炭化物粒・焼土粒 ・

鉄分粒 を多 く混入

土器、骨

1227 円形 土 器 井戸 ?

1228 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 黄灰色 2.5Y4/1 1層  炭化物粒 ・焼土粒

鉄分粒 を多 く混入

土 器

1 Q15 0.74 褐灰色 10YR4/1 1層 土 器 、石 器

飛′鳥 Q15
R ll

楕円形 黒褐色 10YR3/2 1層 焼土粒・炭化物粒 。

明黄褐色土ブ ロック

を多 く混入

土器、骨

1 楕円形 G 黒褐色 10YR3/2 1層 焼土粒 。炭化物粒 ・

明黄褐色土プ ロック

を多 く混入

1 黒褐色 10YR3/1 1層

C 明黄褐色
～灰黄褐色

10YR6/6～ 4/2 6層 炭化物 を多量に混入 土 器

円形 A 黒褐色 10YR2/2 1層

1247 円 形 C 黒褐色 10YR2/2 1層
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表15-11 飛鳥・平安時代の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

1 円形 A 黒褐色 10YR2/2 1層

1 円形 黒褐色 10YR2/2 1層

円形 0.52 暗褐色 10YR3/3 1層 土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1252 楕円形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1255 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C 0.37 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

T15 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土器 、石 器

円 形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 2層

1262 円形 にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 2層 土 器

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 石 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

不整形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1275 円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 3層 (焼土層あり) 土 器

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1277 にぶい黄褐色 10YR3/3 1層

1282 円形 黒褐色 10YR2/2 1層 土 器

円形 C 黒褐色 10YR3/2 1層

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1293 灰黄褐色 10YR4/2 1層

円形 C 0.22 灰黄褐色 10YR4/2 1層

1295 C 黒褐色 10YR2/2 1層

黒褐色 10YR2/2 1層

2 T15 楕円形 C (0.48) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 炭化物 を多く混入

6 V9 にぶい黄褐色
～褐色

10YR3/2～ 3/3 3層 土 器

6 Q25、

V5
楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層  炭化物粒・焼土粒 を

多 く混入

土器 、石 器
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第 4節 飛鳥・平安時代

表16-1 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番

図

番号

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB3 床 蓋 B 須 恵 外 オ リーブ黄、

内赤褐

回転ヘラケズリ、ロクロ

ナデ

ロクロナデ

SB3 カマ ド、床下、

埋土

杯 B 須 恵 外明赤褐、内橙 上半 ロクロナデ、下半回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ 高台ナデ、高台

内ヘ ラ切 り

SB3 床 杯 A 須 恵 黒 褐 ロクロナデ ロクロナデ 静止ヘ ラ切 り

SB3 埋 土 杯 A 須 恵 オ リー ブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切り→

ナデ

SB3 床、埋土 杯 A 須 恵 ほぼ完 浅 黄 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切 り→

ナデ
底部圧痕

SB3 カマ ド 小甕

H
土 師 外暗褐、内にぶ

い褐

胴部 タテケズ リ 工具ナデ ケズ リ 外面スス

SB3 埋 土 甕A 土師 にぶ い橙 ケズリ 工具ナデ、ナデ 木葉痕 外面煮 こげ

SB3 床、埋土 甕 B 土師 橙 口縁ハケ→ナデ、胴部ハ ハ ケ

SB3 床、カマ ト

埋土

甕 B 土 師 橙 口縁ハケ→ナデ、胴部ハ

ケ

カマ ド 甕 A 土 師 外にぶい黄褐、

内黒褐

工具ナデ 工具ナデ、ナデ 木葉痕

SB3 床、カマ ド、

床下、埋土、

P3

横 瓶 須 恵 外黒褐、内暗赤

褐

平行 タタキ→ ロクロナデ ナデ、ロクロナデ

カマ ド 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り ? 底部摩滅

SB4 埋 土 杯 D 黒色

A
底1/2 外橙、内黒 ガ キ ガキ→黒色処理 ガ キ 内面、線刻

埋 土 小甕
A

土 師 橙 ナ デ ナデ、工具、ナデ 木葉痕 内面煮 こげ

SB4 埋 土 、 SK298 一亜 土師 浅黄橙 口縁ナデ→ ミガキ、胴部
ミガキ

口縁 ヨコミガキ、胴部工

具ナデ

SB4 床 甕 L 土 師 にぶい黄褐 口縁ナデ、他 タテ ミガキ 口縁ナデ、他 ヨコミガキ

SB4 カマド、Pl、
埋 土

甕 L 土 師 外橙、内明赤褐 口縁ナデ、胴部タテケズ
|リ

口縁ナデ、他工具ナデ 木葉痕 外面スス(

内面煮こげ

SBll 床 下 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SBll 床フキン 杯 A 黒色
A

外浅黄褐、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll カマ ドa、 C、

床、埋土、床下

杯 A 黒色
A

5.5 外暗褐、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 床 杯 A 黒色
A

ほぼ完 外にぶい橙、内 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り

SBll 床 杯 A 黒色

A
12.3 外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 床 杯 A 黒色

A
ほぼ完 外橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

ほぼ完 外淡橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

12.6 外淡橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他工具

ナデ→ ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外灰 白、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll カマ ドc 杯 A 黒色
A

外にぶい褐、内 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外淡黄、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll カマドa、 C

埋 土

杯 A 黒色
A

外にぶい黄褐、

内黒

ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色

A
5.2 外橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他

キ→黒色処理

ガ 回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 りのち
ヘラケズリ

SBll 床 下 杯 A 黒色
A

5.7 外橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

回転糸切 り
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第 2章 遺構 と遺物

表16-2 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色

A
外灰褐、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 杯 A 黒色
A

外灰褐、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 床 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SBll 埋 土 椀 灰 釉 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ

SBll 床 下 椀 灰 釉 黄灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラ切 り

SBll 埋 土 杯 A 須 恵 卜片 明オリーブ ロクロナデ ロクロナデ 墨 書

SBll 床 杯 A 黒色
A

6.7 ほぼ完 外橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り

SBll カマ ド 鉢 A 黒色

A
外にぶい橙、内 ロクロナデ、ナデ ガキ→黒色処理

SBll 床 下 皿 B 黒色
B

里
¨

ガキ→黒色処理 ガキ→黒色処理 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラ切 り
→ ミガキ→黒色

処理

SBll 埋 土 皿 B 黒色
A

外黄橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 高台ナデ

SBll カマ ドa 椀 黒色
A

外黄橙、内黒 ロクロナデ 杯部放射状 ミガキ→黒色

処理

高台ナデ、高台

内回転糸切 り→

ナデ

SBll 埋 土 土 師 外明赤褐、内に

ぶい橙

脚部 タテ ミガキ 脚部ハケ→ナデ、他 ミガ

キ

SBll カマ ドc、 埋
土

甕 I 土 師 外橙、内にぶい

橙

口縁ロクロナデ、他ケズ

リ

ロクロナデ 外 スス、内

面煮こげ ?

口緑面取 り

SBll カマ ドc、 埋

土

甕 I 土 師 外橙、内明黄褐 口縁ロクロナデ、他タテ
ケズリ

上半 ヨコハケ、下半タテ ケズ リ 口緑面取 り、

内面煮 こげ

SBll 埋 土 小甕

D
土 師 外赤褐、内灰褐 ロクロナデ ロクロナデ 内 面 煮 こ

げ ?

SBll 床、カマ ドa 甕 土 師 外赤褐、内にぶ

い褐

ロクロナデ 口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

外面スス

SBll カマ ドc 小甕

D
土 師 外明赤褐、内に

ぶい黄褐

ロクロナデ ロクロナデ 外面スス、

内面煮こげ

SB18 埋 土 杯 A 土 師 黄橙 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB18 埋 土 SB ll

床下

杯 A 艶
Ａ

外橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り 内面摩滅

SB18 床 杯 A 黒色
A

外にぶい黄橙、

内黒

ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転ヘ ラ切 り 外面スス、

内面摩滅

SB18 埋 土 杯A 須 恵 小 片 明オ リーブ灰 墨 書

SB18 皿 B 艶
Ｂ

13.2 里
¨

ロクロナデ→ ミガキ→黒

色処理

ガキ→黒色処理 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラ切 り

SB18 埋 土 小甕

D
土 師 外明褐、内にぶ

い褐

ロクロナデ ロクロナデ

SB18 カマド、P5 鍋 土 師 外橙、内明赤褐 上半ロクロナデ、下半ケ
ズリ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

煮面

？

内

げ

SB21 埋 土 杯 A 須 恵 外灰 白、内明オ

リーブ灰

ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラ切 り→

ナデ

SB21 ′床 杯 A 須 恵 外にぶい赤褐、

内灰黄褐

ロクロナデ ロクロナデ 静止ヘ ラ切 り

SB21 床 杯 B 須 恵 底のみ 灰 ロクロナデ 高台ナデ、高台

内面回転ヘ ラ切

り

ヘ ラ書 き

SB21 床 短頸

壺B
須 恵 外暗赤灰 白、内

緑灰 白

ロク百ナデ、底付近回転
ヘラ切 り

ロクロナデ 回転ヘ ラケズ リ

SB21 床 高盤 須 恵 不1/6 褐灰 ロクロナデ ロクロナデ

SB21 カマ ド、床 甕A 土 師 外にぶい赤褐、

内褐

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

SB21 カマ ド、埋土 甕A 土 師 外にぶい橙、内

橙

口縁ロクロナデ、他荒い

ケズリ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

木葉痕 外面スス、

内面煮こげ

SB21 床、埋土 甕A 外明褐、内にぶ

い黄褐

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

ナ デ 外面スス、

内面煮 こげ
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第 4節 飛鳥・平安時代

表16-3 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備  考

SB21 Pl、 床下 甕 A 土 師 外灰 白、内黒褐 ナ デ 工具ナデ ケズ リ 内面煮 こげ

SB21 カマ ド、埋土 甑 土 師 外明赤褐、内橙 工具ナデ 工具ナデ

SB21 床 小甕
A

土師 外橙、内褐 口縁 ロクロナデ、他ナデ 口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

2次焼成 ?

SB21 カマ ド、床、

埋土

甕 A 土師 外明赤褐、内明

褐

口縁 ロクロナデ、他ナデ 口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

外面スス

SB23 埋 土 杯 D 黒色
A

ガヽ片 にぶ い橙 ガ キ ナ デ ヘ ラ書 き

SB23 埋 土 杯 D 黒色
A

外橙、内黒 ヨコミガキ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

ヘ ラ書 き

SB25 埋 土 蓋 B 須 恵 明オ リーブ灰 ロクロナデ、回転ヘ ラケ

ズ lリ

ロクロナデ

SB25 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB25 床、埋土 甕 C 土 師 27.0 外褐灰、内黒褐 口縁ロクロナデ、他ケズ
lリ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

ケズリ 外面スス、

内面煮 こげ

SB25 カマ ド、埋土 甕D 須 恵 暗灰 頸部ロクロナデ、他格子

状タタキ

頸部ロクロナデ、他工具
ナデ

耳は4ヶ ?

SB27 床 杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB27 床

．

杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB27 床 フキン 杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り→ナ

デ
軟質須恵A

SB27 床 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 回縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

回転糸切 り

SB27 床 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り

SB27 カマド、埋土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ ヨコミガキ→タテミガキ
→黒色処理

口縁部付着

物

SB27 埋 土 杯 A 黒色

A
5.5 外橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り 墨書

SB27 埋 土 杯 A 黒色
A

ほぼ完 外にぶい褐、内 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SB27 床 杯 A 黒色
A

外褐灰、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り

SB27 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り

SB27 床 鉢 土 師 22.6 外橙、内にぶい

褐

ロクロナデ ロクロナデ

SB27 カマ ド、床 甕 I 土 師 橙 口縁ロクロナデ、他タテ
ケズリ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

内面煮こげ

SB27 埋 土 頸

Ａ

長

壺

須 恵 浅黄橙 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ

SB34 カマ ド、床、

床下、埋土

円筒

形土

器

土師 外橙、内灰褐 口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

工具ナデ 口緑面取 り

SB41 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB41 埋 土 杯 A 土師 橙 ロクロナデ ロクロナデ

SB41 煙 道 杯 A 黒色
A

5.5 外にぶい橙、内 ロクロナデ ガキ→黒色処理 回転糸切 り

SB41 床、埋土 皿 A 黒色
A

13.3 外浅黄橙、内 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

高台内回転糸切

り

SB41 埋 土 椀 灰 釉 外浅黄、内灰 白 口縁ロクロナデ、他回転
ヘラケズリ

ロクロナデ

SB41 埋 土 甕 土 師 底1/5 褐灰 ケズリ ナ デ ケズリ ヘ ラ書 き

SB41 煙道、埋土 甕 D 須 恵 黒 褐 口縁 ロ クロナ デ、他 カキ 回縁ロクロナデ、他ナデ

SB41 煙道 甕 A 須 恵 口1/5 外暗赤灰、内灰

黄 | ||
ロクロナデ ロクロナデ

SB41 煙道 甕 I 土師 外黄橙、内にぶ

い橙  |
口縁ロクロナデ、他ケズ

リ
外面スス、

内面煮 コゲ、

日緑面取 り

SB41 埋土、IV層 甕 A 須 恵 口1/4 外黒褐、内灰オ

リ■ブ

口縁 ロクロナデ、頸部 タ

タキ→ロクロナデ→波状

文

ロクロナデ
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第 2章 遺構 と遺物

表16-4 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB41 埋 土 甕A 須 恵 口1/5 外オ リーブ黒、

内灰

口縁ロクロナデ、他タタ

キ→ロクロナデ

ロクロナデ

SB46 埋土、

SK1311
杯 A 須 恵 外暗緑灰、内暗

オ リーブ灰

ロクロナデ ロクロナデ 静止ヘ ラ切 り

SB46 埋 土 杯 A 須 恵 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り

SB46 埋 土 杯 A 須 恵 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB46 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB46 埋 土 杯 B 須 恵 外明オ リーブ灰、

内オ リーブ灰

ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラケズ

リ

SB46 埋 土 杯 B 須 恵 底4/5 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高 台

内回転ヘ ラケズ

リ

SB46 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

静止ヘ ラ切 り

SB46 埋 土 高盤 須 恵 盤1/5 灰 ロクロナデ ロクロナデ

SB46 埋 土 甕 C 土 師 外灰黄褐、内に

ぶい赤褐

口縁ロクロナデ、他ケズ

リ

ロクロナデ

SB48 カマ ド袖 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB48 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB48 埋 土 椀 灰 釉 灰 白 上半 ロクロナデ、下半回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ f,tr. ,. jr

SB48 埋 土 杯 A 黒色
A

外にぶい赤褐、

内黒

口縁ロクロナデ、他ケズ

リ→ ミガキ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

ケズリ→ ミガキ

SB48 埋 土 高杯 黒色
A

脚2/3 脚外赤褐、脚内

灰

脚タテミガキ 不内 ミガキ→黒色処理、

脚内ケズ リ、ナデ

SB48 カマ ド袖、

SK727
長頸

壺A
須 恵 外赤灰、内灰赤 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラケズ

リ→ ロクロナデ

ヘ ラ書 き

SB48 床、埋 土、

SB49
甕 B 土 師 外黄橙、内橙 口縁 ロクロナデ、他 タテ 口縁 ロクロナデ、他 ヨコ

のハケ

外面スス、

内面煮こげ

SB50 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵B

SB50 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵B

SB50 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 内面付着物

SB50 埋 土 杯 A 須 恵 外明褐灰、内灰

白

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 外面付着物

軟質須恵B

SB50 煙 道 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵C

SB50 125 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB50 床 杯 A 黒色
A

外にぶい褐、内 ロクロナデ、底付近ケズ
lリ

上半 タテ ミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り→ケ
ズリ

SB50 床 杯 A 黒色
A

ほぼ完 外にぶい赤褐、

内黒

ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

ガキ→黒色処理 回転 ヘ ラ切 り

SB50 床 杯 A 黒色
A

5.5 外浅黄橙、内黒 上半 ロクロナデ、下半回

転ヘ ラケズ リ

口縁 ヨコミガキ、他 ミガ
/キ →黒色処理

回転ヘ ラ切 り

SB50 埋 土 杯 A 黒色

A
外褐灰、内黒 ロクロナデ、底付近ケズ

|リ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

静止ヘ ラ切 り 外面付着物

SB50 埋 土 杯 A 黒色
A

外明赤褐、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

上半 ヨコミガキ、下半放

射状 ミガキ→黒色処理

回転糸切 り→ 回

転ヘ ラケズリ

SB50 埋 土 、SB54 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り

SB50 埋 土 杯 A 黒色
A

外灰褐、内橙 ロクロナデ、底付近ケズ

リ

ガキ→黒色処理 静止ヘ ラ切 り

SB50 埋 土 杯 A 黒色

A
ほぼ完 外灰褐、内黒 ロクロナデ、底付近回転

ヘラケズリ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り 外面スス

SB50 埋 土 椀 黒色
A

ほぼ完 外橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

高台ナデ、高台

内回転ヘ ラ切 り

SB50 カマ ド、煙道 鉢 D 黒色
A

外灰黄、内黒 ロクロナデ、底付近ケズ
|リ

放射状 ミガキ→黒色処理

SB50 埋土 。床下 甕D 須 恵 外暗青灰、内灰 ロクロナデ ロクロナデ 静止ヘ ラ切 り

SB50 埋 土 甕 C 土 師 にぶい褐 口縁ナデ、他工具ナデ ロクロナデ
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第 4節 飛鳥・平安時代

表16-5 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備  考

SB50 埋土・床下 小甕

D
土 師 にぶ い橙 ロクロナデ、底付近ケズ

リ

ロクロナデ 回転糸切 り 外面スス、

内面煮 コゲ

SB50 埋 土 短頸

壺B
須 恵 外褐灰、内灰褐 口縁、胴上半 ロクロナデ

他ケズ リ

ロクロナデ

SB50 埋 土 甕C 土 師 外橙、内にぶい

褐

口縁ロクロナデ、他ケズ

リ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

外面スス、

内面煮 コゲ

SB56 埋 土 蓋 B 須 恵 灰 白 ロクロナデ、回転ヘラ切
り

ロクロナデ

SB56 埋 土 杯 A 須 恵 12.2 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB56 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB56 埋 土 杯 A 須 恵 ほぼ完 外灰、内オ リー

ブ

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB56 埋土・床下 杯 A 須 恵 5.5 外浅黄橙、内灰

白

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵 C

SB56 埋 土 杯 A 須 恵 小 片 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ ヘ ラ書 き

SB56 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り ヘ ラ書 き

軟質須恵 B

SB56 床・床下 皿 B 黒色

B
里
〔

ヨコミガキ ガキ→黒色処理 高台ナデ、高台

内回転糸切 り

SB56 埋 土 皿 B 黒色
B

里
¨

ヨコミガキ ガキ→黒色処理 高台ナデ、高台

内回転糸切 り

SB56 床・埋土・床

下

椀 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

高台ナデ、高台

内回転糸切 り

SB56 埋土・床 小甕
D

土 師 外橙、内にぶい

橙

カキメ ロクロナデ 回転糸切 り→ナ
デ

SB56 床下P3 長頸

壺B
須 恵 にぶい赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB56 埋 土 短頸

壺B
須 恵 暗青灰 ロクロナデ ロクロナデ

SB60 埋 土 杯 A 須 恵 にぶい赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB60 床 杯 A 須 恵 橙 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB60 床 下 杯 A 須 恵 外黄灰、内暗灰

黄

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB60 床 下 杯 A 須 恵 外赤褐、内暗赤

褐

ロクロナデ ロクロナデ ナ デ

SB60 カマ ド 杯 B 須 恵 青 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラ切 り

SB60 カマ ド袖 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り→ 回

転ヘ ラケズリ

SB60 カマ ド 甕 I 土 師 にぶい橙 上半ロクロナデ、下半ケ
ズリ

ロクロナデ 口縁面取 り

SB60 床、カマ ド、埋

土、カマ ドネ由

甕 I 土 師 22.0 外橙、内黒褐 上半 ロクロナデ、下半格

子状 タタキ→ケズ リ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

SB60 床 下 甕 I 土 師 外にぶい褐、内

橙

ロクロナデ ロクロナデ 煮面

？

内

ゲ

SB60 カマ ド袖 甕 I 土師 灰黄褐 ロクロナデ ロクロナデ

SB61 床 蓋 B 須 恵 外暗オ リーブ灰

内オ リーブ灰

回転ヘラケズリ、ロクロ

ナデ

ロクロナデ

SB61 埋 土 杯 A 須 恵 褐 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り 底部圧痕

SB61 埋 土 杯 A 須 恵 5。 7 ほぼ完 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB61 床下、カマ ド 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 静止ヘ ラ切 り 軟質須恵 C

SB61 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB61 埋 土 杯 B 須 恵 灰 オ リーブ ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り ?

SB61 埋 土 杯 B 須 恵 外 オ リーブ灰、

内黄灰

ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り

SB61 埋 土 杯 B 須 恵 外オ リーブ灰、

内にぶい黄褐

ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り→

回転ヘ ラケズ リ

SB61 床 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転ヘラ切 り
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第 2章 遺構 と遺物

表16-6 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB61 埋 土 鰤
動

須 恵 外赤黒、内暗赤

灰

ロクロナデ ロクロナデ

SB61 埋 土 小甕
D

土 師 外にぶい赤褐、

内にぶい褐

ロクロナデ ロクロナデ

SB61 カマド、埋土 甕 C 土 師 外にぶい褐、内

にぶい橙

口縁ロクロナデ、他ケズ

リ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ

ケズリ

SB67 床 杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB67 床 下 杯 A 黒色
A

外灰 白、内黒 ロクロナデ、底付近ケズ
!リ

ガキ→黒色処理 ヘラケズリ

SB67 カマド 甕 I 土 師 にぶい橙 口縁ハケ→ナデ、他タテ
のケズリ

口縁ハケ→ナデ、他工具
ナデ

SB67 カマド・埋土 甕 I 土 師 外浅黄、内明褐

灰

上半ロクロナデ、他ケズ

り

ロクロナデ 内面煮 こげ

SB67 カマド・埋土 甕 土 師 22.8 外明黄褐、内褐

灰

口縁 ロクロナデ、他 タテ 口縁ハケ、他ナデ ナ デ 外面スス、

内面煮 こげ

SB70 カマ ド・埋土 蓋 B 須 恵 灰 白 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SB70 カマト 蓋 B 須 恵 灰 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズ |リ

ロクロナデ

SB70 埋土・床下 杯 A 須 恵 灰 オ リーブ ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB70 埋 土 杯 A 須 恵 ほぼ完 外 オ リーブ灰、

内明オ リーブ灰

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB70 埋 土 杯 B 須 恵 褐 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り→

回転ヘ ラケズ リ

SB70 カマド・埋土・
カマド下

杯 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り→

回転ヘラケズ リ

SB70 埋土 。床下 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ、底付近ケズ

リ

口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

ケズリ

SB70 埋 土 杯 土 師 黒 褐 ロクロナデ、底付近ケズ
!リ

上半ヨコミガキ、下半
ガキ

ケズリ 内面付着物

SB70 カマド下・埋
土

杯 A 黒色
A

外にぶい褐、内 ロクロナデ、底付近ケズ

リ

口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

ヘラケズリ

SB70 カマ ド下 甕C 土 師 外褐、内黒褐 口縁ロクロナデ、他 ヨコ

ケズリ

ロクロナデ

SB70 床 。埋土 甕 I 土 師 外黒褐、内橙 口縁 ロクロナデ、他 タテ

ケズ リ

口縁 ロクロナデ、胴部ハ 外面スス

SB70 カマド 甕 I 土師 橙 ロクロナデ、ナデ ロクロナデ 外面スス

SB70 カマ ド、カマ

ド下、埋土、

床下

小甕

D
土師 外にぶい黄橙、

内にぶい赤褐

上半ロクロナデ、下半ケ

ズ |リ

ロクロナデ、ナデ ケズリ

SB71 埋 土 甕 須 恵 Jヽ 片 灰 ロクロナデ ロクロナデ ヘ ラ書 き

SB71 埋 土 小甕

B
土 師 褐灰 口縁ナデ、他ハケ 口縁ハケ→ナデ、他ナデ

SB71 埋 土 、SB83 高盤 須 恵 外極暗赤褐、内

灰 オ リーブ

ロクロナデ、杯底付近回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ

SB76 埋 土 杯 A 須 恵 明黄褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB76 埋 土 杯 A 須 恵 外灰、内灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB76 床 杯 A 須 恵 5。 7 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵A

SB76 埋 土 杯 A 須 恵 6.7 ほぼ完 外灰 白、内褐灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 軟質須恵 B

SB76 埋 土 段 皿 灰 釉 外灰 白、内明オ

リーブ灰

口縁ロクロナデ、他回転
ヘラケズリ

ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り

混 入

SB76 埋 土 杯 A 黒色
A

外にぶい橙、内 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り

SB76 埋 土 杯 A 黒色
A

外淡黄、内黒色 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り

SB76 埋 土 杯 A 黒色
A

外淡黄、内黒色 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

ガキ→黒色処理 回転ヘ ラ切 り

SB77 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB77 埋 土 杯 B 須 恵 外黒褐、内褐灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り→

回転ヘ ラケズ リ
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第 4節 飛′鳥・平安時代

表16-7 飛鳥・平安時代の土器・ 土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SB77 床 短 頸 須 恵 外暗青灰、内青 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SB88 埋 土 杯 A 黒色
A

外にぶい橙、内 ヨコミガキ、底付近ケズ

リ→ ミガキ

上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

ケズリ→ ミガキ ヘ ラ書 き

SD6 埋 土 蓋 A 須 恵 灰 回転ヘラケズリ、ロクロ

ナデ

ロクロナデ

埋 土 蓋 灰 釉 外灰 オ リーブ、

内灰

ロクロナデ ロクロナデ

埋 土 杯 B 須 恵 外褐灰、内灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高 台

内回転ヘ ラ切 り

SD6 埋 土 杯 B 須 恵 暗緑灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高 台

内回転糸切 り→

回転ヘ ラケズ リ

埋 土 杯 須 恵 小 片 ロクロナデ、ナデ 回転ヘ ラ切 り ヘ ラ書 き

埋 土 杯 A 須 恵 外橙、内明褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

埋 土 杯 A 須 恵 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SD6 埋 土 杯 E 須 恵 緑灰 ロクロナデ ロクロナデ

217 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ タテ ミガキ→黒色処理 回転糸切 り

SD6 埋 土 杯 A 黒色
A

外黄橙、内黒 ロクロナデ ガキ→黒色処理 ヘラケズリ

SD6 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他 タテ

ミガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り

埋 土 杯 B 灰 釉 底1/8 外にぶい褐、内

にぶい黄橙

ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内ロクロナデ

SD6 埋 土 椀 灰 釉 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ

222 埋 土 結合

器台

土 師 」ヽ片 橙 ナデ、ヘラミガキ ガ キ 混 入

埋 土 硼
凱

須 恵 外暗青灰、内青

灰

ロクロナデ ロクロナデ

埋 土 横瓶 須 恵 外にぶい褐、内

灰

ロクロナデ→タタキ、回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ、ナデ

SD6 225 埋 土 一霊 須 恵 口1/8 青灰 ロクロナデ ロクロナデ

埋 土 須 恵 22.5 青 灰 ロクロナデ ロクロナデ

SD24 227 埋 土 蓋 B 須 恵 外浅黄、内灰オ

リーブ

ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SD24 228 埋 土 蓋 B 須 恵 外灰 白、内灰 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ、ナデ

SD24 229 埋 土 杯 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ

SD24 230 埋 土 杯 A 須 恵 にぶい赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SD24 埋 土 杯 A 須 恵 外灰、内オ リー

ブ灰

ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り

埋 土 杯 A 須 恵 オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り

233 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り→へ

ラケズリ

SD24 埋 土 杯 A 艶
Ａ

外橙、内黒 ロクロナデ 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

回転糸切 り→へ

ラケズリ

SD24 235 埋 土 横 瓶 須 恵 回1/4 灰 口縁ロクロナデ、他タタ

キ

口縁 ロクロナデ、他ナデ

SD24 埋 土 須 恵 口1/4 外暗赤灰、内黒

褐

ロクロナデ→波状文 ロクロナデ

埋 土 甕 A 須 恵 赤灰 口縁ロクロナデ、他タタ

キ

口縁 ロクロナデ、他ナデ

埋 土 甕 C 土 師 橙 口縁ロクロナデ、他ケズ

リ

口縁ロクロナデ、他ナデ

SD24 239 埋 土 横 瓶 須 恵 灰 ロクロナデ、タタキナデ 同心円文当て具痕、指ナ
デ

美濃須恵

SD24 埋 土 甕 A 須 恵 外灰、内褐灰 口縁ロクロナデ、他タタ
キ

口縁 ロクロナデ、当て具

痕、指おさえ、ナデ

SD24 埋 土 甕 I 土 師 外黄橙、内橙 口縁ロクロナデ、他タタ

キ→ロクロナデ

口縁ロクロナデ、他工具
ナデ
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表16-8 飛鳥・平安時代の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

SD44 242 埋 土 硼
凱

須 恵 外にぶい黄褐、

内褐灰

ロクロナデ ロクロナデ

SD46 埋 土 蓋 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ

SD46 埋 土 杯 B 須 恵 底1/2 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高 台

内回転ヘ ラケ ズ
1リ

SD46 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ ヘラ切り?

SD46 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

ヨコミガキ→黒色処理 ヘラケズリ

SD46 247 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

口縁 ヨコミガキ、他 ミガ

キ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り ヘラ書 き

SD46 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ、底付近回転
ヘラケズリ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転ヘ ラ切 り ヘ ラ書 き

SD46 埋 土 皿 B 黒色
B

里
（

ヨコミガキ→黒色処理 上半 ヨコミガキ、下半

ガキ→黒色処理

高台ナデ、高 台

内回転ヘ ラ切 り
→黒色処理

SD46 埋 土 平椀 陶器 オ リーブ黄 釉 釉 古瀬戸、混

入

SD67 埋 土 杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SD67 252 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SD67 253 埋 土 甕 須 恵 外褐緑灰、内褐

灰

ロクロナデ ロクロナデ

SK136 254 埋 土 一亜 土 師 外明赤褐、内橙 ヨコミガキ ヨコミガキ

SK212 埋 土 蓋A 須 恵 外灰、内オ リー

ブ灰

ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SK217 埋 土 土師 小 片 外にぶい褐、内

にぶい橙

ナ デ ナ デ 木葉痕 ヘ ラ書 き

SK252 257 埋 土 耳 皿 黒色

B
里
小

ガキ→黒色処理 ナデ→黒色処理

SK252 埋 土 杯 A 須 恵 明オ リーブ灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK252 埋 土 杯 黒色
A

外浅黄橙、内黒 上半 ロクロナデ、下半回

転ヘ ラケズ リ

ガキ→黒色処理 片 口 ?

SK305 埋 土 杯 A 須 恵 lヽ 片 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 墨 書

SK305 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 墨書

SK305 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 墨書

SK305 埋 土 杯 A 黒色
A

外浅黄橙、内黒 ロクロナデ 口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

回転ヘ ラケズ リ 墨 書

SK473 埋 土 、 SK472 蓋 土 師 黄橙 ロクロナデ ナ デ 摩 滅

SK472 265 埋 土 蓋 B 須 恵 16.6 外にぶい赤褐、

内明赤褐

ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SK482 埋 土 杯 B 須 恵 赤 褐 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ

SK482 267 埋 土 杯 A 須 恵 ほぼ完 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り 圧痕

SK482 埋 土 甕 B 土 師 外赤黒、内赤褐 口縁、ロクロナデ、他、 口縁 ロクロナデ、胴上部
ハケ、他ナデ

SK482 床 甕 須 恵 外黒、内暗灰 口縁ロクロナデ、他タタ

キ

口縁 ロクロナデ、他当て

具痕

SK482 埋 土 甕 須 恵 灰 口縁ロクロナデ、他タタ

キ

口縁 ロクロナデ、他 当て

具痕→ナデ

SK838 埋 土 小甕

D
土師 にぶい赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK838 埋 土 蓋 B 須 恵 灰 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SK838 273 埋 土 杯 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り、

回転ヘ ラケズ リ

SK838 埋 土 杯 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高台

内回転糸切 り、

回転ヘ ラケズ リ

SK838 埋 土 杯 A 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り
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表16-9 飛鳥・平安時代の土器・ 土製品一覧

構

号

遺

番
図

番号

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備  考

SK838 埋 土 杯 A 須 恵 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK838 277 埋 土 杯 A 黒色
A

外明赤褐、内黒 ロクロナデ、底付近ケズ

リ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

ケズリ

SK840 埋 土 蓋 B 須 恵 灰 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ

SK840 279 埋 土 杯 A 須 恵 底2/3 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK840 埋 土 小甕

D
土 師 外にぶい黄褐、

内にぶい黄橙

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK840 埋 土 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ、底付近ヘラ

ケズリ

口縁 ヨコミガキ、他

キ→黒色処理

ガ ヘ ラ切 り 底部摩滅

SK840 埋 土 椀 灰 釉 灰 白 上半 ロクロナデ、下半回

転ヘ ラケズ リ

ロクロナデ ffir. j

SK840 埋 土 鉢 A 黒色
A

外橙、内黒 上半ロクロナデ、下半ヘ

ラケズリ

口縁 ヨコミガキ、他放射

状 ミガキ→黒色処理

静止ヘ ラ切 り

SK
1309

埋 土 把 手 土 師 把 手 外橙、内黒 ケズリ→ナデ 工具ナデ 外面摩滅

1区IV層 杯 須 恵 月ヽ片 外明赤褐、内橙 ロクロナデ ロクロナデ 墨 書

1区IV層 杯 A 黒色
A

外橙、内黒 ロクロナデ ヨコミガキ→黒色処理 ガ キ 墨 書

ⅡQ201V層 椀 灰 釉 底 外灰黄、内にぶ

い黄

ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ、高 台

内ヘ ラケズリ→

ナデ

底部朱

2区Ⅳ層 杯 D 黒色
A

」ヽ片 外橙、内黒 ナ デ 黒色処理 ヘ ラ書 き、

内面摩滅

2区 H層 杯 A 須 恵 小 片 外オ リーブ灰、

内オ リーブ黄

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り ヘラ書 き

2区IV層 杯 A 須 恵 外灰、内灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り、

圧痕

ヘ ラ書 き

2区 カクラン 甕A 須 恵 口1/8 灰 ロクロナデ、沈線 4本、

斜行櫛描文

ロクロナデ、カキメ

3区 IV層 杯 A 須 恵 底1/3 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り、

圧痕

ヘ ラ書 き

5区 鉢 黒色

B
25.8 口1/8 黒 色 ヨコミガキ→黒色処理 ヨコミガキ→黒色処理

6区 甕 土 師 ガヽ片 外橙、内赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 墨 書

6区 IV層 杯 A 須 恵 底1/4 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り ヘ ラ書 き

6区 IV層 鉢 須 恵 口1/8 灰 ロクロナデ、沈線 3本 ロクロナデ

297 埋 土 土 錘 土 師 径

３
．

長

ｆ５
．
３

にぶい黄褐 ナ デ

SBll 床 下 土錘 土 師 径

１
．

長

２
．

ほぼ完 褐灰 ナ デ

SBll 埋 土 土錘 土 師 径

１
．

長

４
．

ほぼ完 褐灰 ケズリ→ミガキ

SBll 埋 土 土 錘 土 師 径

２
．

長
4.9

ほぼ完 灰 白 ナ デ

SB41 埋 土 土錘 土 師 径

２
．

長

５
。

ほぼ完 にぶい橙 ナ デ

SK531 埋 土 土錘 土 師 径

４
．

長

５
。

にぶい褐 ナ デ

HQ131V層 土錘 土 師 径

３
．

長

３
．

黒褐 ナ デ

HQ201V層 土 錘 土 師 径

３
．

長

５
．

にぶ い橙 ナ デ

6区 IV層 土錘 土 師 径

４
．

長

６
．

ほぼ完 にぶ い橙 ナ デ

1区 IV層 土製 土 師 厚

１
．

長

３
．

外にぶい黄橙、

内灰黄褐

ナ デ ケズリ→ナデ

SB23 HQ20
1V層

炉 壁 土 日雨 長

(7.0)

巾

＜５
，

厚

１２
．
６

月ヽ片 外褐灰

内暗赤灰

スサ痕 溶滓化

埋 土 羽 口 土 師 径
１９
．
４

長

７
．

一部

欠損

外にぶい橙

内にぶい赤褐

ナ デ ナ デ

4区 土 師 長

２３

巾

‐
。
９

刀ヽ片 橙 ナ デ

PL
14

4区 土 師 長

(2.9)

巾

２
．
０

イヽ片 橙 ナ デ
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第 2章 遺構 と遺物

表17 飛鳥・ 平安時代出土石器組成表

名称 総数 原 石 石核 余j 片 砕 片 石 鏃 刃 器 敲石 磨石 くぼみ石 石 臼 石錐 石包丁

数 量 24 232 (4061.23) 235 (204。 65) 23

砥 石 磨製石斧 石 匙 こもあみ石 玉 石 みがき石

52 20

( )内は数量 〈g〉 を示す

表18 飛鳥・ 平安時代の石器・石製品属性表

図番号 番号 遺構番号 出土位置 器 種 状 能
〔

長さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
材 質 備 考

SB4 Pl 石製品 1/4残 存 (4.2) (3。 鋤 (4.2) (25.0) 軽石

S Bll 埋 土 敲石 完形 18.9 835。 0 安山岩

61 S B41 床 石包丁 一部欠損 (11.7) (61.35) 珪質頁岩

S B65 埋 土 砥 石 1/2残存 (6.7) り.7) (2.4) (55.0) 凝灰岩

S B77 埋 土 石包丁 1/3残存 (5.4) (4.2) (0.4) (13.5) 珪質頁岩

S B87 埋 土 磨製石斧 ほぼ完形 13.6 6.5 3.85 (570。 0)
変質輝
緑 岩

大型蛤刃

SD6 埋 土 くぼみ石 ほぼ完形 175.0 安山岩

SD6 埋 土 磨製石斧 1/2残 存 (7.5) (6.1) (4.1) 940.0)
変 質
安山岩

未製品

SD6 埋 土 磨製石斧 2/3残存 (10.4) (6.0 (3.4) (350.0)
変 質
輝緑岩

太型蛤刃

S D24 埋 土 磨石 完形 205.0 安山岩

S D24 埋 土 磨石 一部欠損 (8.0) (280.0)
山石
山石

山安
溶

S D58 埋 土 砥 石 1/4残存 (7.2) (4。 つ (3.1) (190.0) 砂岩

SK:864 埋 土 石匙 つまみ部欠損 (1.4) (1.5) 黒曜石

62 S K864 埋 土 磨石 完形 8.4 510.0 安山岩

SK:864 埋 土 砥 石 1/4残存 (10.8) (10.0 (5.3) (850.0) 砂 岩

62 S K864 埋 土 敲石 ほぼ完形 16.7 5.3 860。 0 閃緑岩

62 S K1238 埋 土 石 臼 1/2残存
径

29.4
9。 9 (6600.① 安山岩

IT-14 石 鏃 ほぼ完形 3.3 (1.8) (1.85) 凝灰岩

IT-11 敲石 ほぼ完形 13.0 5.5 (815。 0) 安山岩

62 4区 刃 器 完形 9.5 7.25 1.7 120。 0 頁岩

6区 磨石 一部欠損 (840。 0) 安山岩

62 22 6区 IV層 石錐 錐部欠損 (2.0 0.65 (1.4) 黒曜石

IQ-24 石 鏃 完形 2.3 0。 4
石英質
安山岩

下 呂石
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黒漆塗彩 炭化音Б

表19 飛鳥・平安時代の木製品一覧

図版No 図No 出土地点 手法 木 目 名称
最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚
(cm)

樹  種 備  考

S K305 丸木材 芯持ち 不 明 ク リ

63 S K305 丸木材 芯持ち 杭
径 フジキ

SK:305 害1り 材 1//2 杭 22.8 5.2 ケンポナシ属

S K864 挽物 横木取 り 皿
底径
(17.2)

ケヤキ
内面一部炭化
刃痕有
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第2章 遺構と遺物

侶)木製品

飛鳥・平安時代の遺構か ら出土 した木製品は、12点 で、器種の判明 した ものを中心に 4点 を図示 し (図

63)、 掲載 した遺物の属性 を一覧表 (表19)に 示 した。木製品は全て、井戸跡か ら出土 している。

に)金属製品・鉄生産関連遺物

Ⅳ層及び飛′鳥・平安時代に該当する遺構か ら出土 した金属製品は、鉄製品47′点、銅製品 4′点で、器種の

判明 したものを中心に17点 を図示 し (図 64)、 掲載 した遺物の属性 を一覧表 (表20)に 示 した。鉄生産関連

遺物は鍛冶滓 64′点363。 6g、 椀形鍛冶滓15点 772.45g、 椀形鍛錬鍛冶滓 1点 15.6g、 鍛造景j片 0.71g、 粒

状滓 5′点0。 85g及 び、羽 口や炉壁の破片が出土 している。鉄生産関連遺物は、 S Kl109か らのものをのぞ

いて、ほとんどが竪穴住居の埋土中か らの出土である。

表20 飛鳥・平安時代の金属製品一覧

図番号 番号 遺物名 遺存状況 出土遺構 出土地′点 遺構時期 f註車由cm 匁豆車由cm 厚 さcm 重量 g 備 考

64 不 明 ほ IF完 SB3 埋 土 2期 1。 0 0.5 0.2 0.11

64 刀 子 1/3残存 SB3 埋 土 2期 4.2 2.7

64 釘 先端欠 S Bll 床  下 7期後半 2.7 0.4 0.3 0.65

不 明 九 S Bll 埋 土 7期後半 0.5 3.0

鎌 2/3残存 S Bll 埋 土 7期後半 7。 5 2。 7 0.15 7.0

不 明 不 明 S Bll カマ ド 7期後半 9.4

64 刀装具 を
九 S B27 埋 土 7期 4.0 2.2

64 鏃
先端・茎部

一部欠
S B62 埋 土 平安 2.7 0.5 13.05

64 鏃 茎部一部欠 S B81 埋  土 飛′鳥

64 不 明 不 明 SD6 埋 土 平安 5.6 2.5 7.5

64 不 明 不 明 SD6 埋 土 平安 4.3 015 35.15

64 不 明 不 明 S K484 埋 土 2.2 0。 95

紡錘車
(紡軸)

ほ IF完 S K532 埋  土 18.1 0.35 0.35 8。 05

64 刀 子 茎部一部欠 S K552 埋 土 6。 5 1.2 3.65 一部木質残存

64 15 不 明 九 ⅡQ-201V層 3。 7 14.62

64 不 明 不 明 2区 IV層 5.3 0.08 4.4 一部木質残存

64
キセル

(雁首 )

火皿欠 4区 IV層 7.2 2.4 2.2 15.62
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第 2章 遺構 と遺物

第 5節 平安時代 (9世紀末 )

9世紀末の洪水砂に覆われた遺構を本項で扱う。洪水砂の堆積は第 1章第 4節で述べたように、 1区東

側・ 5区北側をのぞいてほぼ全域で認められ、溝 2条・土坑16基・畠跡 3ヵ 所・畦畔状の遺構がlヵ 所確

認されている。

1 遺構各説

(1)溝

当該期の溝は、 2条で、 1区 と2区 で、それぞれ2条ずつ確認されている。 SDlは 、前時代のSD6
とほぼ同じプランを呈する。溝の詳細な説明は表22に 示 した。

(2)土坑

当該期の土坑は、 6区で 1基確認された他は、全て 2区 と4区 に分布 している。 S K867は 掘 り抜きの

井戸で、埋土中より木製品が出土している。その他の土坑の性格は不明である。土坑の詳細な説明は表23

に示 した。

(3)畠 跡

当該期の畠跡は 3区 と6区で確認された。SLlは 東西方向の、SL204は 南北方向の畝跡が良好に

確認された。SLlよ り4歳前後の幼児のものと思われる人骨は1)が
出土している。 5区 中央付近に、畦

畔状に盛 り上がる東西方向の地形が確認された。狭い調査区を横切る形で検出されてお り、畦畔 とは断定

できないが、その形態からSClと した。

2 遺物

(1)土器・土製品

Ⅲ層 と平安時代 (9世紀末)の遺構から出土した、土器・土製品は 2箱 である。このうち 9点 を図示 し

(図 67)、 掲載 した遺物の属性を一覧表 (表20に 示 した。土器の器種分類は屋代遺跡群高速道地′点の分類

に準 じた。

9)石器・石製品

洪水砂層と平安時代 (9世紀末)の遺構から出土した資料は石器 101′点、石製品 1′点である。出土層位 を

重視 して報告する為、形式的に所属時期が異なる石器であっても出土遺構の時代により、本項で扱うこと

とした。遺物中56点が石器製作に伴い石暦 として弾き出された資料で、21′点が道具 として認定できた石器

である。その内訳については表21に 示 した。出土した遺物のうち 5′点を図示 し (図 68)、 掲載 した遺物の属

性を一覧表 (表25)に 示 した。

表21 平安時代 (9世紀末)出土石器組成表

(3)木製品

当該期の遺構から出土した木製品は、 3点 で、いずれもS K867井戸跡からの出土である。出土した資

料のうち 1点 を図示 図 69)し た。 1は 形態的には題箋軸と思われるが、他の遺跡から出土している題箋

名称 総数 原石 石 核 争J  片 砕   片 石 鏃 刃 器 磨石 〈ぼみ石 石錐 砥 石 磨製石斧 玉 石 みがき石

数 量 101 33(1046.幼 23(24.41)

( )内は数量 〈g〉 を示す
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表22 平安時代 (9世紀末)溝 (SD)一 覧

仮

地区

SD
番号

時期 中地区
図

番号
平面形

流路

方向

全長

(m)

最大幅

(m)

深 さ

(m)
色   調 土性 堆積状況

遺物出土

状  況

遺物

図

切合関係

(古)→ (新 )

備 考

1 1 平安 P15、

20

Qll、

16

直線的 (10.94) 褐灰色

～黒褐色

砂 3層Ⅲ層主体 土器、石器、

鉄製品、鉄滓、

骨

SD6、 SKl167→ SK65、

1143、 1156、 1243

Pll、

12

緩やかに湾曲 南東

～北西

0.25 にぶい黄褐色 砂 1層 Ⅲ層主体 土器 、石 器 SB37→SD79

SK396、 433、 1207、

1218、  1219、  1220

第 5節 平安時代 (9世紀末 )

軸に比べると、軸部の幅がやや細 く墨書も認められないことから題箋軸状木製品は2)と した。題箋部の長

さは69mm、 幅24mm、 厚さ 5 mm、 軸部は大部分が欠損しているが現存する長さは 8 mm、 幅 5 mm、 厚さ 2 mmを

計る。木取 りは板 目取 りで、樹種はヒノキである。

に)金属製品・鉄生産関連遺物

Ⅲ層及び当該期の遺構から出土した金属製品は、鉄製品13点、銅製品 1点 で、うち 8点 を図示 (図 69)

し、掲載した遺物の属性を一覧表 (表26)に 示 した。鉄生産関連遺物は、鍛冶滓 8′点39.65g、 椀形鍛冶滓

5′点286.45g及 び、羽口や炉壁の破片が出土している。鉄生産関連遺物の出土はほとんどが包含層からで

ある。

註

1 茂原信生氏の御教示による。肋骨・椎骨の一部及び乳次歯が出土している。

2 平川 南氏の御教示による。

表23 平安時代 (9世紀末)土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

2 円形 C 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ш層主体

2 不整形 G 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2～

2.5Y4/3

1層Ⅲ層主体 土 器

円形 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

2 566 円形 C 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

6 V19 楕円形 C 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

円形 黄灰色
～オ リーブ褐色

2.5Y5/1
～2.5Y4/3

3層Ⅲ層主体

長楕円形 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

円形 A 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ш層主体

暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体 土器 、石 器

楕円形 A 0.52 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ш層主体

756 不整形 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

円形 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体 土器

C 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体

763 R19、

20

楕円形 G 2.12 暗灰黄色
～オ リーブ褐色

2.5Y4/2
～2.5Y4/3

1層 Ⅲ層主体 土 器

867 円形 C 1.22 礫 を混入 土器、石器、

木製品

68

69

井 戸

平安 10～ 20cmの 石が多 く入る 土器、石器

一- 121 -一
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表24 平安時代 (9世紀末)の土器・土製品

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色   調 外面整形 内面整形 底部整形 備  考

SDl 1 埋 土 蓋 B 須 恵 外灰、内暗灰 回転ヘ ラケズ リ、 ロクロ

ナデ

回転ヘラケズリ→ロクロ

ナデ

SDl 2 埋 土 杯 B 須 恵 灰 ロクロナデ ロクロナデ 高台ナデ

SDl 埋 土 杯 A 須 恵 にぶい赤褐 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SDl 埋 土 閣
瓶

灰 釉 底2/3 灰 ロクロナデ、回転ヘラケ
ズリ

ロクロナデ 回転糸切 りのち

ナデ

SDl 5 埋 土 甕 A 須 恵 灰 ロクロナデのち波状文、

格子状 タタキ

-f7", 3 3)\, 甕片の痕跡

4区 杯 A 須 恵 底1/4 灰 ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘ ラ切 り ヘ ラ書 き

7 4区 IⅡ 、IV層 段 皿 灰 釉 外灰白、内灰オ

リーブ

ロクロナデ、釉 釉 高台ナデ、高台

内回転ヘ ラケズ
1リ

4区Ⅲ層 甕 須 恵 口1/8 灰 白 口縁ロクロナデ、胴部タ

タキ

口縁 ロクロナデ、他ナデ

4区Ⅲ層 土 製 径

６
．
０

厚

１
．

にぶい赤褐 ナ デ ナ デ

第 5節 平安時代 (9世紀末 )

( )内の数字は残存している所の最大値

表25 平安時代 (9世紀末)の石器・石製品属性表

図番号 番号 遺構番号 出土位置 器 種 状 能
心

長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
材 質 備 考

S D80 埋 土 石製品 ほぼ完形 4.65 3.50 2.20 10.0 軽石

S K867 埋 土 磨製石斧 頭部のみ残損 に。6) 4。 0 1.75 (35.0) 蛇紋岩 定角式磨製石斧

68 4区Ⅲ層 刃 器 一部欠損 4.3 (2.8) 0。 5 (7.24) 珪質岩

68 4区Ⅲ層 刃 器 一部欠損 (9.3) (80。 0) 頁岩

68 4区Ⅲ層 砥 石 1/3残存 10。 7 4.8 3.9 305。 0 砂 岩

表26 平安時代 (9世紀末)の金属製品一覧

図番号 番号 遺物名 遺存状況 出土遺構 出土地点 遺構時期
長軸
(cm)

匁豆車由
(cm)

厚さ
(cm)

重量

(g)
備 考

69 不 明 1/2残存 3区Ⅲ層 2.7 0。 9 0。 4 4.92

69 釘 先端欠 3区Ⅲ層 6.0 0.6 0.4 3.0

69 釘 頭部・先端欠 3区Ⅲ層 7.6 0.8 0.5 8.6

69 不 明 不 明 3区Ⅲ層 7.1 6.5 0.7 85。 0

鏃 1/3残存 4区Ⅲ層 4.1 2.5 0.7 9.54

釘 先端欠 4区Ⅲ層 5.3 1.0 0.4 、2.25

69 不 明 両端欠 4区Ⅲ層 5.5 0.5 0.4 1.45

69 釘 先端欠 6区Ⅲ層 4.1 1.3 0.4 1.7
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第 6節 平安後期～中世

本項に掲載 した遺構は表土及びⅡ層を景Jい で検出された遺構で、平安後期～中世に所属する遺構である。

粗密の差はあるが、 1～ 6区のほぼ全域に分布 している。当該期に所属する遺構は、遺物の出土 も少なく、

検出面で判断したものが多く若干前後する時代の遺構 も含まれると思われる。検出された遺構は、溝10状、

土坑524基である。

遺構各説

(1)溝

当該期の溝跡は、10条 で、 2区及び4～ 6区で検出されている。 4区～5区で確認されたS D51057は 、

中世の館を囲む堀跡と思われ、深さ3.5mを計る。両溝跡は、たいへん深く湧水が激しいうえ、調査区が

狭いということもあり、遺構の範囲の確認と、 トレンチによる埋土の様子・底部の確認のみの調査となっ

た。 2区のS D75～ 79は、並行する浅い溝で、畝跡の可能性も考えられる。溝の詳細な説明は表28に示し

た。

9)土坑

当該期の土坑は524基で、 1～ 6区の全ての調査区に分布している。このうち71基は井戸跡で、S K376

の 1基 を除いて、ほかは全て掘り抜きの井戸である。井戸跡のうち多くの井戸の埋土より拳大～人頭大の

礫が多量に出土しており、井戸廃棄時に何らかの埋設行為が行われた可能性も考えられる。S K448か ら

は人骨 (推定年齢16～ 18歳)の一部は1)が
出土している。S Kl146か らは、幅0.6cmの 紐状の植物を編んだ、

籠状の容器の一部が出土している。 4区からは方形や長方形の土坑がいくつか確認されており、それらは

中世の食官に関連する室のような遺構かと思われるが、遺物の出土もなくその詳細は不明である。その他に

柱穴と思われる土坑がいくつかあるが、多くの土坑の性格は不明である。土坑の詳細な説明は、表29に 示

した。

遺物

(1)土器 0土製品

Ⅱ層及び平安後期～中世の遺構から出土した土器・土製品は11箱 である。ここでは、全てを紹介するこ

とができない為、中世の資料を中心に図示 (図 76～ 77)し、掲載 した遺物の属性を一覧表 (表30)に示 した。

9)石器・石製品

Ⅱ層及び平安後期～中世の遺構から出土した資料は石器254点、石製品 2′点である。出土層位 を重視 し

て報告する為、形式的に所属時期が異なる石器であっても、出土遺構の時代により本項で扱うこととした。

また、 S K1046よ り出土したヒスイ製の勾玉 も、本項で扱うこととする。遺物中92点が石器製作に伴い石

暦 として弾き出された資料で、112点 が道具 として認定できた石器である。その内訳については表27に示

した。ここでは全てを紹介することができない為主なもの34″点を図示 し (図 78～ 82)、 掲載 した遺物の属性

を一覧表 (表31)に 示 した。

表27 平安時代後期～中世出土石器組成表

名称 総数 原石 石核 余j  片 砕   片 石 鏃 刃 器 敲石 磨石 石 鉢 〈ぼみ石 石 臼 石錐 砥 石 玉 石 みがき石

数 量 254 46 72(4717。 55) 20(14.2D 16
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表28 平安後期～中世の溝 (SD)一 覧

1層 H層 主体

4層 H層 主体

炭化物を多く混入

SB42、  47→

(37.00) 土器、石器、

鉄、鉄滓

SB 57、  61、  77、  80、

81 SK887→ SK803、

804、  1061

明黄褐色

～暗青灰色

12層

鉄分・鉄分粒・鉄分

ブロック・マンガン

粒を多く混入

土器・石器 。

鉄 。鉄滓

SB 59、  60、  62、  63、

64、  65、  66、  67、  69、

70、  73、  75-→

1層 H層 主体

→SKl197、 1226

→SK1212

→SK1200

→ SK 1200、 1208、

1209、  1222

→SK1207、 1208

第 2章 遺構 と遺物

表29-1 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

1 Q20
R16

土器、鉄滓 井戸

円形 土器 井 戸

1 Q20 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

7 円 形 C 土器、石器 井 戸

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 焼土粒 。焼土ブ ロッ

クを多 く混入

土 器

Q15、 20 不整形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、鉄滓

楕円形 0.42 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

円形 C 0。 72 土 器 井 戸

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  焼土粒 。焼土ブロッ
クを多く混入

土 器

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  焼土粒・焼土ブ ロ

クを多 く混入

土器

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 A 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

円形 C 土器 、鉄 製 井戸

円形 C 土器、石器、

木製品

井 戸

l にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 0.23 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器
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表29-2 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

1 Q20 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 A 0.28 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

円形 土器、骨 井 戸

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 礫 を多 く混入 土器、石器

骨

井 戸

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

長方形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 不整形 (0。 82) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 長方形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 土器 井 戸

1 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

円形 A 0.26 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器 、種 子

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 焼土粒・焼土ブ ロ ッ

クを多量に混入

土 器

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 焼土粒 。焼土ブ ロ

クを多 く混入

土器、骨

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 長方形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 長方形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 A 0.12 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

円形 (0.52) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 楕円形 G 0.27 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  明黄褐色土ブ ロック

を多 く混入

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  焼土粒・焼土ブ ロッ

ク・炭化物粒・炭化

物 ブ ロックを多量 に

混入

土器 、石 器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 鉄製品

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 I11名津

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 (円形 ) C (1.06) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 I11器
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表29-3 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器 、石 器、

羽 口

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 土 器

1 円形 0.58 0.46 0.28 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円 形 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体 土器 、鉄

円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質 ) 土 器

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体 土 器

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体 土 器

円 形 (0.38) 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質) 土器、鉄

円 形 A 0.24 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体 土器

円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体 土 器

楕円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

2 円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

円形 C 0.28 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円 形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体 土器

円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

楕円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円形 A 0.22 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

1 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 (炭化物層) 土器 、石 器

円形 0.20 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円 形 0.22 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

円 形 C 0.22 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体 土器

楕円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体

円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体

長方形 G 土器、木製 井 戸

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

不整形 A 0.28 褐灰色 10YR4/1 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体 土 器

楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体 土 器

楕円形 0。 22 褐灰色 10YR4/1 1層 H層主体

1 楕円形 土 器
|

井戸

1 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 0。 26 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  焼土粒・炭化物粒 を

多く混入

土 器

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 A 0.28 
I

0.28 
|

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円 形 C (o .26) 
|

0.241 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

平安 ? Q20 不整形 C 1.881 0.e4| こぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、骨

褐 色 7.5YR4/4 1層 焼土粒 を多く混入 」l暑津

にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

中世 ? 円形 C 2.82 礫 を混入 土 器 、石 器 76・ 78・

79

井 戸
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表29-4 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

Q14、 19 楕円形 C (0.46) 0.27 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 E にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕 円形 A 0。 26 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 0.96 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層  明黄褐色土ブロック

を多く混入

土器

平安 ? 不整形 (2.08) 灰黄褐色 10YR4/2 1層 (砂 質)焼土粒 。炭化

物粒 を多 く混入

土 器

不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

Q20 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

Q20 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 0.97 明黄褐色
～にぶい黄褐色

2.5Y6/6～ 10YR4/
3

2層 土器、石器、

骨

1 楕 円形 A 0.77 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

0.27 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

不 整 形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、石器、

骨

平安 ? 円 形 C 土器 、石 器 井 戸

不整形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

Q20 不整形 C 褐灰色～灰黄褐色 10YR4/1～ 4/2 1層  明黄褐色土ブロック

焼土プ ロ ック、焼土

粒、炭 化 物粒、炭化

物 ブ ロックを多量 に

混入

土 器

1 Q19、 20 不整形 C 0.32 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 0。 72 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層  焼土粒 。焼土ブ ロッ

クを多量に混入

土 器

1 円 形 礫 を混入 土器、石器、

鉄滓

井 戸

1 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 円形 E (0.56) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器

1 楕 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器 、石 器

1 Q19、 20 円形 (1.10) にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土器、石器

1 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

1 Q20 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 明黄褐色土 ブロック

を多く混入

1 265 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

1 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円 形 土器、木製

品、土錘

77・ 83 井 戸

1 円 形 土器 、石 器 井戸

1 Q12、 13 円形 C 土器、石器、

木製品

井 戸

W2 円 形 G 黒褐色 10YR3/1 1層 H層主体 炭化物を多
く混入

1 355 方 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

円形 C 0.98 土 器 井戸 ′

Q ll、 16 円形 C 土器、石器、

木製品、骨、

鉄製品

83・ 87 井 戸

円形 C 井戸

372 Q12、 17 円 形 C 土 器 井戸

P12 円 形 C 灰黄褐色 ～にメ

黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 H層 主体 土器
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表29-5 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

T13 円形 C 0。 72 土器、種子、

木製品

井 戸

中世 T13 礫 を混入 土 器 、石 器 76・ 80 井 戸

376 T19 楕 円形 C 灰黄褐色～暗褐色 10YR4/2～ 3/4 6層 H層 主体 褐色土 ブ
ロックを多量に混入

土器、石器 井 戸

377 T19 楕円形 にぶい黄褐色
～灰黄褐色

10YR5/3～ 4/2 土 器 、石 器 井 戸

378 T14 円 形 C 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 礫 を混入 土器 、石 器 井 戸

71・ 72 T14 黒 色 10YR2/1 1層 H層 主体 炭化物を多
く混入

土 器

71・ 72 T14 C 土 器 、石 器 井 戸

71・ 72 T14 土器、石器、

木製品

井 戸

382 T16 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

T16 円 形 土 器 、石 器 井 戸

T16 円 形 井 戸

385 T15 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土器、石器

T15 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

387 P16、

T20
円 形 土 器 井 戸

円形 A 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 H層主体 炭化物を多
く混入

土器、骨

T14 灰黄褐色 10YR4/2 2層 H層 主 体 褐 色 土 ブ

ロックを多 く混入

土器 、石 器 76・ 80

灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 Ⅱ層主体 土器、鉄製

円形 0.33 にぶ い黄褐色 ～黒

褐色

10YR4/3～ 3/2 3層 H層 主体 土 器

T15 土器 、石 器 井 戸

円形 灰黄褐色
～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 H層主体 土 器

円形 G 土器、種子、

木製品

井 戸

円形 0.72 木製品 井 戸

396 7 長方形 (1.20) 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

不整形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 T18 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

T18 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T18 方 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

T18 長方形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 T18 方形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

2 T18 円 形 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層 Ⅱ層主体

T18 長方形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 T18 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 T18 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 H層 主体

2 T15 長方形 C 0.22 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T15 楕円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T15 円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

P ll

T15
円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体

円形 0.22 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

P ll、  16 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体
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表29-6 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

楕円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

P12 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

楕円形 A 0.22 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 円形 A 0.28 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 灰黄褐色 ～にぶ し

黄褐色

10YR4/2～ 4/3 2層 (砂質 )

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 0.32 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

楕円形 (0.88) 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T18 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

T18 楕円形 (0。 42) 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

71・ 72 T14 円 形 0.22 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T18 円 形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T15 円 形 (0。 26) 0.23 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T19 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

楕円形 0.28 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 石 器

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

楕円形 0.22 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土器

円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 土器、骨 井 戸

楕円形 0。 22 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T16 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体 土 器

不整形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T16 円 形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T16 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T17 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T17 円形 0。 20 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T17 楕円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

T ll

S15
楕円形 灰黄褐色

～にぶい黄褐色

10YR4/2～ 4/3 6層 H層 主体 土 器

T16 不整形 灰黄褐色 10YR4/2 4層 H層 主体 土 器 柱穴状

円 形 井 戸

W2 円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

Wl 楕円形 A 0.22 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物を多
く混入

Wl、  2 円 形 C 土 器 井 戸

Wl 円形 C 0.26 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

Wl 円形 C 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

639 Wl 円形 C 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

V5 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を
多く混入

土 器

V5 楕円形 0.22 土 器

V5 円形 C 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

円形 E 黒褐色 10YR3/1 1層 H層主体 炭化物粒を

多く混入

円 形 0.59 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

I11器

V7 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

土器

V5 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入
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表29-7 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

Q25
R21

円形 A 0.26 0.12 黄灰色 2.5YR4/1 1層 H層主体

円形 C 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

Wl 楕円形 C 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

ヽヽ「 1 不整形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

土 器

652 Ｖ

Ｗ

不整形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

土器、石器

653 Wl 円形 土器、石器、

骨、鉄製品

井 戸

655 Wl 円形 A 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

土 器

V5 方 形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

土 器

657 Wl 不整形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

土 器

658 Vヽl 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 Ⅱ層主体 炭化物粒 を

多く混入

Wl 長方形 0.95 黒褐色 10YR3/1 1層 Ⅱ層主体 炭化物粒 を

多く混入

土 器

Wl 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

Wl 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

土 器

Wl 円形 A 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

土 器

663 Wl 円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多く混入

Wl 楕円形 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒 を

多 く混入

665 Q25
V5

長方形 1.24 黒褐色 10YR3/1 1層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

土器 、石 器

74・ 75 Q25 円形 にぶい黄褐色 10YR4/1 1層

74・ 75 Q25 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

R23、 24 褐灰色 10YR4/1 1層 H層 主体 褐 色 土 ブ

ロックを多 く混入

土 器

R19、 24 円形 にぶい黄褐色 10YR5/4 1層 土器、石器

方形 C 黄灰色 2.5Y4/1 3層 H層 主体 黄褐色土ブ
ロックを多く混入

土器 、石 器、

鉄 滓

中世r? S17 円形 C 土 器 井 戸

不整形 土器、石器 井 戸

R20、  S
16

円形 C (1.58) 土器、石器、

鉄滓、種子

井 戸

楕円形 C 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体

円形 C 土器、石器、

木製品

井 戸

円形 礫 を混入 土器、石器 井 戸

A 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体 土器、石器、

鉄

C 黒褐色 7.5YR3/2 1層 土 器

中世i? S18 円形 C 礫 を多 く混入 土器 、石 器 井 戸

74。 75 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

737 74。 75 V4 円 形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

74・ 75 V4 不整形 C 暗褐色 10YR3/4 2層 H層 主体 土 器

739 74・ 75 円 形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

74・ 75 円 形 暗褐色 10YR3/4 1層 Ⅱ層主体

6 褐灰色～黒褐色 10YR4/～ 3/1 5層 H層 主体 銭

暗褐色 10YR3/4 4層 H層 主体 炭化物粒を

多く混入

土器 、牙f器

6 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

6 V9 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

74・ 75 V4 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

74・ 75 V4 円形 0.20 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

74・ 75 V4 円形 0.26 (0.26) 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体
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表29-8 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

6 74・ 75 V4 円形 0.24 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 石 器

6 V4 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

4 楕円形 C 土器、木製

品、骨、鉄製

品、種子

井 戸

4 円 形 C 井 戸

円形 C (0.80) 土 器 井 戸

4 754 円 形 C (0.80) 土 器 井 戸

755 不整形 C 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体

757 不整形 A 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体

長方形 C 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体 土 器

楕円形 C 黒褐色 7.5YR3/2 1層 土器 、石 器

不整形 G 黒褐色 7.5YR3/2 1層

円形 C 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体 土 器

円 形 C 黄灰色 2.5Y4/1 1層 H層 主体

766 V4 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

74・ 75 V4 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

768 V9 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

V8、  9 楕円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

V14 円形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

V9 円形 C 暗褐色 10YR3/4 1層 Ⅱ層主体 土器

772 V4 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

773 V4 円 形 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

V4 円形 (0.34) 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体

775 74・ 75 V4 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土器、鉄製

74・ 75 V4 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

777 74・ 75 Q24、

V4
楕円形 0.22 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

74・ 75 Q24、 25 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 土 器

74・ 75 V4 不整形 暗褐色 10YR3/4 2層 H層 主体 土器、鉄滓

74・ 75 Q25 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

74・ 75 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 2層 H層 主体

長方形 A 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

786 円形 0.22 暗褐色 10YR3/4 1層 H層 主体 土 器

V9 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

R22 円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層

楕円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 H層 主体

円形 C 土器、石器、

銅製品

井 戸

土 器

円形 灰 色 5Y5/1 1層

865 円形 C 土器、木製 井 戸

S17 円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

円 形 C 土器、石器 井 戸

円 形 C 土器 、鉄 製

品、種子、木

製品

76・ 84 井 戸

5 74・ 75 C 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体      | 土 器

5 74・ 75 円 形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

5 74・ 75 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 方形 E 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 円 形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 方形 暗褐色 10YR3/3 1層 I 層主体       | 土器

74・ 75 円形 暗褐色 OYR3/3 1層 H層 主体

999 74・ 75 楕円形 暗褐色 OYR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 楕円形 0.22 暗褐色 OYR3/3 1層 H層 主体

A 暗褐色 OYR3/3 lF・lH層主体
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表29-9 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

74・ 75 Q9、 14 A にぶい黄褐色
～暗褐色

10YR4/3～ 3/3 3層 H層 主体 にぶい黄褐

色土ブ ロックを多 く

混入

土器、骨

円形 (0.26) 暗褐色 10YR3/3 1層 H層主体 土器、骨

楕円形 0。 58 0.21 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 焼土粒 を多 く混入 石 器

74・ 75 楕円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層主体 土 器

74・ 75 C 灰黄褐色 10YR4/2 1層灰黄褐色の砂 を多 く混

入

74・ 75 暗褐色 10YR3/3 1層 H層主体 土器

74・ 75 円 形 A 0.22 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

74・ 75 暗褐色 10YR3/3 1層 H層主体

円 形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

1022 不整形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体 土 器

73・ 74 楕円形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

S12、 13

17、 18

楕円形 黄褐色～黒褐色 10YR5/6～ 3/1 2層 H層主体 土器、石器

長方形 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土・炭化

物粒 を多 く混入

土 器

平安 長方形 (1.04) 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土・炭化

物粒 を多 く混入

土器、石器

S ll、 12

16、 17

方 形 明黄褐色～黒褐色 10YR6/6～ 3/1 3層 H層 主体 焼土 。炭化

物粒を多く混入

土器 、石 器

平安 長方形 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 Ⅱ層主体 焼土 。炭化

物粒 。明黄褐色土 ブ

ロックを多 く混入

土 器

長方形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土器、骨、

鉄滓

灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土・炭化

物粒を多く混入

R20、

S16
不整形 0.22 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土・炭化

物粒を多く混入

長方形 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土 。炭化

物粒を多く混入

楕円形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 II層 主体

円形 A 0。 22 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

S ll、  16 円 形 A 0.22 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

R15、

S ll

楕円形 0.36 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

円形 A 0。 28 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円形 A 0.23 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

楕円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

マ3 R20 長方形 C 灰黄褐色～黒褐色 10YR4/2～ 3/1 2層 H層 主体 焼土・炭化

物粒を多く混入

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層主体

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 Ⅱ層主体

円 形 C 土器、石器、

木製品

76・ 84 井 戸

中世 円形 C 礫 を混入 土器、石器、

木製品

井 戸

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円形 C 礫 を混入 土器 、石 器 井 戸

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 Ⅱ層主体

楕円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

1052 楕円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

楕円形 A 0.25 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

円形 A 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 Ⅱ層主体 土器

円形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円 形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円 形 3.53 黄灰色～黄褐色 2.5Y5/1～ 5/3 1層 H層主体 土器、石器、

木製品

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体
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表29-10 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長軸

(m)

短軸

(m)

深 さ

(m)
色   調 土色帳記号 堆積状況 遺物 遺物図 備 考

不整形 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

5 C にぶい黄褐色
～黒褐色

10YR4/3～ 3/1 2層 明黄褐色土 ブ ロ

を多 く混入

土器、石器、

鉄

にぶい黄褐色
～黒褐色

10YR4/3～ 3/1 2層 明黄褐色土 ブ ロ

を多 く混入

土器 、石 器

Q15
R ll

円形 C 礫 を多 く混入 土器、石器、

骨、木製品

井 戸

楕円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

円 形 C 土器、石器、

鉄 滓、木 製

品

井 戸

円形 C 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

長楕円形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質)鉄 分 ・焼 土

粒 。炭化物粒 を多 く

混入

土器 、石 器

Q12 円形 C (1.20) 1.12 土器、貝殻、

木 製 品、種

子

井 戸

円形 C 土器、石器、

木製品

井 戸

1 円形 C 土器、石器、

昆虫遺体、

鉄製品、鉄

滓、木製品

76・ 85

87

井 戸

長方形 C 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質 ) 土 器

1 円 形 C 0.77 土 器 井 戸

1 中世 円形 土器、石器、

木製品

76・ 77

82

井戸

1 Q15、

R ll、

円形 土器、鉄滓、

木製品

井 戸

1 楕円形 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質) 土 器

1 円形 灰黄褐色 10YR4/2 1層 土器、石器

円 形 2.62 土器、石器 77・ 82 井 戸

1 円形 A 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂 質)鉄 分 ・焼土

粒 。炭化物粒 を多 く

混入

1 中世 ? 円形 土器、石器、

鉄 滓 、木 製

品、銅製品

77・ 87 井 戸

1 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質 ) 土 器

1 不整形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層  明黄褐色土ブロック

を多く混入

土器、石器

1 不整形 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質) 土器、石器

1 円形 土器、種子 井 戸

1 円形 A 灰黄褐色 10YR4/2 1層 明黄褐色土ブロ

を多く混入

土器

1 Q12、 13 円形 土器、石器、

骨、木製品

井戸

1 Q12、 13 土 器 井 戸

1 方形 0.32 褐灰色 10YR4/1 1層 土 器

1 Q12 円 形 G 褐灰色 10YR4/1 1層 土 器

1 円形 A 0.22 褐灰色 10YR4/1 1層 土 器

円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

楕円形 0。 63 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土器、鉄滓

円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土 器

円形 C 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土器

1175 円形 C 土器、石器、

鉄製品

77・ 87 井 戸

楕円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 I 層主体

1177 T15 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 I 層主体 土 器

T15 長方形 C 暗褐色 10YR3/3 1層 砂質 ) 土 器

T15 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 I 層主体

T15 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

T15 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体
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表29-11 平安後期～中世の土坑 (SK)一覧

仮

地区
SK番号 時期 遺構図 中地区 平面形

断面

類型

長 軸

(m)

短 軸

(m)

深 さ

(m)
色  調 土色帳記号 堆積状況 遺 物 遺物図 備 考

T15 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

2 円 形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

円 形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 中世 ? 円形 C 土 器 、石 器 、

鉄 滓 、木 製

品

井 戸

2 円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 方形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

不整形 G にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 方 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 不整形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体

不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土器、石器

2 楕円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土器

楕円形 A 0.28 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 楕円形 C にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土器

2 不整形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体 土 器

2 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 方 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

楕円形 0.25 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土 器

2 円 形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 Ⅱ層主体

2 円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土 器

2 円形 A にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

2 不整形 暗褐色 10YR3/3 1層 Ⅱ層主体

2 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

T15 円 形 土器 、石 器 井 戸

T15 A 暗褐色 10YR3/3 1層 Ⅱ層主体 土器

不整円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土器、骨

長方形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層主体 炭化物を多
く混入

土 器

円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土器

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体

円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土 器

暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

1222 円形 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

T15 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土 器

1225 楕 円形 暗褐色 10YR4/3 1層 H層 主体 土器、骨

1226 楕円形 にぶい黄褐色 10YR4/3 1層 H層 主体

1 1232 Q15、

R ll

褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

1 褐灰色～黒褐色 10YR4/1～ 3/1 1層 H層 主体 土 器

1 褐灰色 10YR4/1 1層 (砂質 ) 土 器

1 円 形 黒褐色 10YR3/2 1層  炭化物粒・焼土粒・

明黄褐色土 ブ ロック

を多 く混入

土器

1 0.44 暗褐色 10YR3/3 1層

1253 円形 A 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

平安 不整形 G 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体 土 器

不整形 G 0.52 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

1259 楕円形 A 0.12 暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

暗褐色 10YR3/3 1層 H層 主体

71・ 72 T14 灰黄褐色～褐色 10YR4/2～ 4/4 3層 H層 主体 土 器

一- 142 -―



第 6節 平安後期～中世

SD51

ノ フ 鋏

ノ

ＳＫ２５

＼

＼

ＳＫ５２

【`【[:IIIIIII~11:ラグi5

ン 18  ヽ  | ノ 19

SK1046

5

SK153

SK375

SK733

2

第76図 平安後期～中世の土器 1

SKl143

SK389

0

6 7

SK387

SK885

SK1045

SKl146

- 143 -



第 2章 遺構 と遺物

SKl153

0

29

0              10m

l区

QZ

6区

2

一

 

―

◎
46

10m

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

４７

Ш
①

第77図 平安後期～中世の土器 2 土錘

1  ~ヽ

4区

Qフ
37

3区

土錘

~ ~ ~ 1{´

◎颯 Q5
0

一- 144 -一



第 6節 平安後期～中世

表30-1 平安後期～中世の土器・ 土製品一覧

構

号

遺

番
図
構

報告書

番号
出土位置 器 種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備  考

SD51 1 埋 土 碗 磁 器 月ヽ片 明緑灰 釉 釉

SD51 埋 土 碗 灰 釉 にぶい黄 ロクロナデ 。釉 ロクロナデ・釉 回転ヘ ラ切 り fffr' ,.7.
)JL)- t
)LJ/ L

SD51 埋 土 陶器 小 片 にぶい黄褐 ロクロナデ ロクロナデ 唐 津

SD51 埋 土 瓦質 Jヽ 片 灰 ロクロナデ ロクロナデ

SD51 埋 土 倒
鉢

陶器 lヽ 片 外暗赤褐、内褐

灰

ロクロナデ ロクロナデ

SD51 埋 土 倒
鉢

土 師 ]ヽ 片 浅 黄 ナ デ ナデ・沈線

SD57 埋 土 卸 皿 陶器 lヽ 片 灰 白 ナデ・釉 ナデ・沈線 。釉 古瀬戸

SD57 埋 土 刊
鉢

瓦質 灰 ナ デ ナ デ

SK25 埋 土 刊
鉢

瓦 質 ガヽ片 外黒褐、内灰 ナ デ ナデ 。沈線 在地産

SK52 埋 土 餌
鍋

瓦質 ガヽ片 里
（

ナ デ ヨコナデ 型 打 外面煮 こげ

SK153 埋 土 餌
鍋

土 師 外黒褐、内橙 ナ デ ナ デ 型 打

SK375 埋 土 かわ
らけ

土 師 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK375 埋 土 かわ

らけ

土 師 浅黄橙 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK387 埋 土 平碗 陶器 外灰、内灰 白 回転ヘ ラケズ リ 釉 回転糸切 り→ 回

転ヘ ラケズ リ

古瀬戸

SK389 埋 土 かわ

らけ

土 師 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ

SK733 埋 土 かわ
らけ

土 師 黄橙 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK733 埋 土 わ

け

か

ら

土 師 Jヽ片 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ

SK733 埋 土 かわ

らけ

土師 月ヽ片 外にぶい黄橙、

内灰 白

ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK733 埋 土 かわ

らけ

土師 灰 白 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK733 埋 土 平碗 陶器 」ヽ片 灰 白 釉 釉 古瀬戸

SK733 埋 土 土 師 小 片 明赤褐 ナ デ ナデ

SK885 埋 土 倒
鉢

陶器 月ヽ片 灰 ナ デ ナデ・沈線

ＳＫ

‐０４５

埋 土 刊
鉢

瓦質 lヽ 片 にぶい褐 ナ デ ナデ 。沈線 在地産

ＳＫ

‐０４５

埋 土 刊
鉢

瓦質 底1/6 にぶい褐 ナ デ ナデ・沈線 ナ デ

SK
1046

埋 土 刊
鉢

瓦質 lヽ 片 灰 ナ デ ナデ・沈線 在地産

ＳＫ

・・４３

埋 土 わ

け

か

ら

土 師 にぶい黄橙 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

SK
l146

埋 土 平碗 陶器 灰 白 ロクロナデ 。釉 ロクロナデ 。釉 古瀬戸

SK
l146

埋 土 内耳

鍋

土師 28.2 外黒褐、内にぶ

い褐

ナ デ ナ デ

ＳＫ

・・５０

埋 土 倒
鉢

土師 」ヽ片 外明赤褐、内橙 ナ デ ナデ・沈線 内外面摩滅、

在地産

ＳＫ

・・５３

埋 土 瑚
勒

陶器 赤黒 釉 釉 古瀬戸

Ｋ

５３

Ｓ

‐１

埋 土 瓶 子 陶器 卜片 外オ リーブ灰、

内灰 白

釉 ロクロナデ ロクロナデ 古瀬戸

ＳＫ

・・７５

埋 土 餌
鍋

瓦質 ガヽ片 外褐灰、内黒褐 ナ デ ナ デ 口縁面取 り

SK
l185

埋 土 餌
鍋

土 師 にぶい黄橙 ナ デ ナ デ 口縁面取 り

耳 2

I区カクラン 碗 磁 器 ガヽ片 外 緑 灰、内 オ

リーブ灰

釉 釉 龍泉窯系鏑

蓮弁文

3区Ⅲ層 刊
鉢

瓦質 月ヽ片 黒褐 ナ デ ナデ 。沈線

3区Ш層 切
鉢

須 恵 」ヽ片 外灰黄、内灰 ナ デ ナデ・沈線 ナデ 在地産
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表30-2 平安後期～中世の土器・土製品一覧

構

号

遺

番
図
辞

報告書

番号
出土位置 器種

焼き物

種別
口径 底径 器 高 残存率 色  調 外面整形 内面整形 底部整形 備 考

4区Ⅲ層 碗 磁 器 小 片 緑 灰 釉 釉 龍泉窯系鏑

蓮弁文

4区 H層 碗 磁 器 小 片 明オ リーブ灰 釉 釉 中国産

4区 H層 火鉢 瓦質 Jヽ 片 外黒、内灰褐 ナデ 。印刻 ナ デ 口縁面取 り

4区 H層 訊
碗

磁 器 オ リーブ灰 釉 釉 ナデ・ケズリ 龍泉窯系

鏑蓮弁文

4区 H層 刊
鉢

須 恵 小 片 暗灰 ナ デ ナデ 。沈線 口縁面取 り

在地産

6区 H層 碗 陶器 底1/2 外 灰 黄 、内 オ

リーブ灰

回転ヘ ラケズ リ 釉 回転ヘ ラケズ リ 古瀬戸

6区Ⅲ層 碗 磁 器 緑 灰 釉 釉 ナデ・ケズリ 龍泉窯系

SK270 埋 土 土錘 土師 径

１
．

長

4.7

にぶい褐 ナ デ ナ デ

1区 H層 土 錘 土師 径

１
．

長

４
．

ほぼ完 にぶい赤褐 ナ デ ナ デ

4区 H層 土錘 土 師 径

１
．

長

４
．

にぶい赤褐 ナ デ ナ デ

6区 H層 土錘 土 師 径

３
．

長

６
。

にぶい赤褐 ナ デ ナ デ

SD43 PL
18

埋 土 瓶 子 陶器 小 片 外オ リーブ灰、

内灰 白

釉 ナ デ

SD51 埋 土 碗 磁 器 小 片 オ リー ブ灰 釉 釉 龍泉窯系鏑

蓮弁文

SK25 埋 土 水 注 磁 器 小 片 外明緑灰、内灰

白

型打、釉 ナ デ 中国産青 白

磁

SK867 PL
18

埋 土 皿 磁 器 小 片 灰 白 釉 釉 中国産 白磁

SK867 埋 土 酬
鉢

陶器 Jヽ 片 灰 白 釉 釉 古瀬戸

SK730 埋 土 刊
鉢

須 恵 小 片 灰 ロクロナデ ロクロナデ

3区Ⅲ層 皿 磁 器 ガヽ片 灰 白 釉 釉 白磁

3区Ⅲ層 碗 磁 器 小 片 灰 白 回転ヘ ラケズ リ、釉 釉 中国産 白磁

3区Ⅲ層 刊
鉢

瓦質 ガヽ片 外黄橙、内にぶ

い黄

ナ デ ナデ 。沈線 内面摩滅、

在地産

4区 H層 小 皿 陶器 小 片 灰 オ リーブ ナデ、釉 釉 古瀬戸

4区Ⅲ層 皿 磁 器 Jヽ 片 淡黄 回転ヘ ラケズ リ、釉 釉 中国産 白磁

4区 H層 甕 陶器 小 片 外にぶい赤褐、

内明褐

釉 ナ デ 常 滑
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(3)木製品

平安後期～中世の遺構から出土した木製品は、96′点で全て井戸跡からの出土である。うち26′点を図示 し

(図 83～ 85)、 掲載した遺物の属性を一覧表 (表32)に 示 した。

(4)貨幣

本遺跡から出土した貨幣は、Ⅱ層及び平安後期～中世に属する遺構から出土した 5′点と、 4区の攪乱か

ら出土した 1点の合計 6点で、すべての資料の拓本を図86に 示 し、その属性を表33に 示 した。

(5)金属製品・鉄生産関連遺物

Ⅱ層及び平安後期～中世の遺構から出土した資料は銅製品 2点、鉄製品25点で、器種の判明したものを

中心に17点 を図示 し (図 87)、 掲載 した遺物の属性を一覧表 (表30に 示 した。鉄生産関連遺物は、鍛冶滓

13′点158.57g、 椀形鍛冶滓 9′点379.15g(含鉄鍛冶滓 1点78.2gを 含む)、 羽口及び炉壁の破片が出土してい

る。

註

1 茂原信生氏の御教示による。下顎骨 0歯及び椎弓の一部が出土している。
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表31 平安後期～中世の石器・石製品属性表

図番号 番号 遺構番号 出土位置 器  種 状 能
心

長 さ

(cm)

幅

(cm)

厚さ

(cm)

重 さ

(g)
材 質 備 考

S D57 埋 土 敲石 ほぼ完形 9.9 255。 0 安山岩

78 S D57 埋 土 くぼみ石 一部欠損 21.4 (19.2) 10.7 (4250.0) 安山岩

S D57 埋 土 磨石 完形 3.6 300.0 安山岩

S K37 埋 土 砥 石 1/3残存 (7.3) (4.8) (3.2) (110。 0) 凝灰岩

S K153 埋 土 くぼみ石 完形 31.6 28.1 11.0 12000.0 安山岩

SK:153 埋 土 くぼみ石 完形 45.0 36.3 31。 2 47500。 0 石英斑岩

SK:153 埋 土 敲石 1/2残 存 (6.0 (5。 つ (5.6) (305。 0) 安山岩

79 SK:153 埋 土 くぼみ石 2/3残存 19.1 (12.4) 郎45.0 軽石

S K153 埋 土 くぼみ石 ほぼ完形 43。 1 31.6 21.9 (16850.0) 安山岩

SK:183 埋 土 石 臼 1/4残存
径

28.2
(1225.0) 安山岩

S K210 埋 土 石 臼 1/5残存
径

24.9 (760.ω 安山岩

S K1210 埋 土 敲石 一部欠損 (12.2) 630.ω 安山岩

79 SK:210 埋 土 くぼみ石 1/2残存 (9.3) (6.2) (160.ω
安山岩
溶岩

S K340 埋 土 砥 石 1/2残存 (7.つ (3.D (3.2) (100。 ① 凝灰岩

S K340 埋 土 くぼみ石 2/3残存 25。 4 (17.2) 7.7 (2960。 0) 安山岩

SK:375 埋 土 くぼみ石 1/2残存 13.0 (7.2) 7.8 (420.ω
安山岩
溶岩

17 S K378 埋 土 くぼみ石 一部欠損 18.6 16.5 10.6 (4100.0) 安山岩

S K380 埋 土 石 鉢 1/2残存 32.0 (28.5) 15。 7 (11650.0) 凝灰岩

S Ki383 埋 土 くぼみ石 完形 10。 0 5。 9 420.0 安山岩

S K389 埋 土 くぼみ石 1完形 17。 3 17.2 11.2 2380.0 安山岩 スス付着

SK:389 埋 土 台石 ほぼ完形 18.9 18.7 14.0 (5150.0) 安山岩 五輪塔

22 S K389 埋 土 磨石 完形 14.3 11.2 6.5 830。 0
安山岩
溶岩

S K722 埋 土 くぼみ石 ほぼ完形 20.6 19.3 (2820.0) 安山岩 スス付着

S K733 埋 土 石 鉢 ほとんど欠損 (11.1) (7.0 (3.7) 985。① 安山岩

S K733 埋 土 くぼみ石 2/3残存 10.2 (6.4) 930。①
安山岩
溶岩

26 S K733 埋 土 石 臼 1/2残存
径

29.4
11。 6 (6200.0) 安山岩

27 S K1046 埋 土 くぼみ石 一部欠損 13.9 11.1 (9.3) (1200.0)
安山岩
溶岩

S K1046 埋 土 勾石 完形 1.6 1.93 ヒスイ

29 S K1046 埋 土 くぼみ石 1/2残存
径

31.0
(910。 0)

安山岩
溶岩

スス付着

82 S Kl146 埋 土 敲石 完形 12.7 4.4 450。 0 閃緑岩

S Kl150 埋 土 くぼみ石 ほぼ完形 10。 0 6.7

“

50.① 凝灰岩

82 ⅡQ-20 刃 器 完形 12.0 67.75 頁岩

82 IQ-9 刃 器 ほぼ完形 (7.5) 0.9 (50.0) 頁岩

34 1区 砥 石 2/3残存 (25。 0) (2675.0) 砂 岩

一- 152 -一
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第 2章 遺構 と遺物

表32 平安後期～中世の木製品一覧

図版No 図No 出土地点 手法 木 目 名称
最大長

(cm)

最大幅

(cm)

最大厚
(cm)

樹  種 備  考

S K270
削 り
だし

芯 もち 部 材 17。 3 13.7 6.2 グミ属

S K351 板材 柾 目
曲物・

底板

径

17.8
ヒノキ

S K351 板材 柾 目
曲物・

底板

径

19.3
ヒノキ

S K351 板材 板 目
曲物・

底板

径

(19.0)
1.3 ヒノキ 釘穴 4

S K358 板材 板 目
桶・底

板

径

(42.2)
ヒノキ 刃痕有

S K358 丸木材 芯持ち 杭 9.4
径 ニシキギ属

SK:358 板材 板 目 部 材 61.5 24。 2 2.8 ヒノキ 刃痕有

SK:394 板材 柾 目
曲物・

底板

径

19.5
1.6 ヒノキ 釘穴 4

83 板材 柾 目
曲物・

側板
12.0 ヒノキ

ケビキ線有、結

合部樺皮残存

83 S K394 板材 柾 目
曲物・

底板

径

19.7
ス ギ

内面黒漆、一部炭
化、側板破片有

83 S K394 板材 板 目
刀子

?
8.7 カラマツ属 金属一部残存

84 S K727 板材 柾 目
曲物・

底板

径

19.1
ヒノキ 一部ノ炭[化

84 S K727 板材 柾 目
曲物・

底板

径

20.1、
ヒノキ 一部炭化

S K751 丸木材 芯持ち 杭 13.2
径

4.3
アカマツ 再利用 ?

SK:865 板材 柾 目 部材 35.6 3.3 ブナ属

S K885
り

し

削

だ
芯持ち 不 明 8.6 2.5 2.3 コナラ節

84 S K885 板材 柾 目 部材 14.2 0.7 ヒノキ 一部炭化、小穴2

84 S K885 板材 板 目
曲物・

底板

径

24.8
1.0 ヒノキ

内面黒漆、一部
炭化、刃痕有

84 S K1045 丸木材 芯持ち 杭 59.8
径

ク リ
樹皮残存
再利用 ?

84 S K1071 丸木材 芯持ち 杭 90.5
径

散子L材 樹皮残存

85 S Kl137 丸木材 芯持ち 不 明 82.0
径

12.0
コナラ節

85 S Kl140 板材 板 目
物
板

曲
蓋

径

(38.3)
0.6 ヒノキ属

刃痕有、結合部樺
皮残存、小穴5

22 S Kl142 逸物 横木取 り 皿
底径

(6.4)

器高

(1.5)
ブナ属 内外面黒漆

S Kl143 丸木材 芯持ち 杭 24.1
径

2.6
サクラ属

樹皮残存、破
片有

85 S Kl143 板材 柾 目
曲物・

底板

径

(19.4)
ヒノキ 釘穴 4

85 25 S Kl143 丸木材 芯持ち 不 明 20。 0
径

キハダ 一部炭化

85 S Kl147 板材 柾 目
曲物・

底板

径

(37.0)
ス ギ
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表33 貨幣一覧

図 番 号 番 号 銭 貨 名 出土遺構 出土地点 初鋳造年   王朝名 焔 輛m)

祥符通責 S K741 埋 土 1008         ラに 25

紹聖元賓 3区  H層 1094        ,に

元豊通責 3区 H層 1078        ラに 24

86 宣和通責 4区  H層 1119         月に

86 景祐元賓 4区  H層 1034        夕に 25

86 一銭 4区 カクラン 1880   明治15年 27

第 6節 平安後期～中世

参考文献

坂詰 秀一編 1986 考古学ライブラリー45 出土渡来銭一中世―

働長野県埋蔵文化財センター 1998 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 25-更埴市内その 4- 更埴条里遺跡・屋代遺跡

群 弥生・古墳時代編』

長野県埋蔵文化財センター 1999 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 26-更埴市内その 5- 更埴条里・屋代遺跡群 古

代編』

表34 平安後期～中世の金属製品一覧

図番号 番号 遺物名 遺存状況 出土遺構 出土地点 遺構時期 f記車由cm 短車由cm 厚 さcm 重量 g 備 考

釘 頭部・先端欠 S D51 埋 土 中世 3.3 0.3

87 釘 先端欠 S D57 埋 土 中世 4.8 0.6

87 不 明 九 S D57 埋 土 中世 29.3

87 不 明 一端欠 S K24 埋  土 4.0

87 鎌 1/2残存 S K78 埋 土 10.1 3。 5 10.5

87 釘 を
九 S K358 埋 土 3.4 0.4 0.4 1.6

釘 ほ IF完 SK:390 埋 土 4.5 0.4

釘 先端欠 SK:653 埋 土 5.2 0。 4 0.3 1.43

87 刀 子 2/3残存 S K775 埋 土 7.0 0.8

87 釘 頭部・先端欠 S Kl143 埋  土 4.5 0.6 3.52

87 不 明 1/2残存 S Kl153 埋  土 3.8 3.32

87 12 釘 先端欠 SK:1175 埋  土 3.5 0。 4

13 釘 頭部・先端欠 1区 0.7 0.6

87 14 鏃 茎部欠 1区 10.5 13.45

87 不 明 一部欠 1区 1.6 1.5 0.75

不 明 不 明 4区  H層 1.6 2.42

鈴 1/4残存 6区  Ⅱ層 2.84

一- 157 -一



6図 貨 幣

SK24

第 2章 遺構 と遺物

SD51

畑

○

　

　

　

鰯

ゐヽ
何
―――
―――
‐‐―
‐‐―
‐‐Ｉ
Ｈ
‐‐
∪

／／
　
・

‐口‐―――‐―‐―‐――一順‐‐‐‐‐‐‐‐‐Ⅵ‐―　一υ

、

　

　

　

　

　

　

一

例ヽＨ‐‐＝＝
‐‐＝
Ｈ
Ч
Ｉ‐　１０

一

国
Ⅶ
‐‐‐
一‐‐‐‐‐‐
―‐‐
――Ｉ
Ｕ
‐―
□

、
倒
Ｈ
＝
＝
＝

‐――
‐――
旧
＝
＝
ぃ
り

、‐
　
８

Ｋ６５３

０

マ

‐‐

一
＝

＝

Ｄ

か
倒
―――
―――
――‐
―‐‐
―‐‐
―‐
Ｈ
＝
Ｖ
　
　
７

〇

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

Ｄ

ＳＫ３９

６

冊

礼

＝

邑

一

ＳＫ３５８
０

蹄
Ⅷ

む

○
　

○

□
　

‐４＝

SD57

0

SK775

|

|

01
|

Ａ

Ⅲ

ＩＩＩ

ガ

リ

ｎ

Ｈ

＝

ソ

ーー
　

４

一

ハ
ーーー
開
И
И
＝
＝
Ｕ
＝

□

一

口
）

９

SKl143

‐
‐

・２

ＳＫ‐‐７
路

稀
卜
Ｖ
と

一

SKl153

4区

|

l□-0
|

_置
f≡D  16

5cm     o (1～ 10012～ 14・ 16・ 17)

6

F)
17

や
列
洲

―― ―
―― ‐
―― ‐
―― ‐
―― ‐
Ｈ
Ｈ

‐――
‐――
‐‐―
‐‐―
＝
り
Ｈ
　
・３

区　］口＝‐‐‐‐
一‐‐一‐‐‐‐‐‐――ＩⅢ‐‐‐‐Ⅶ
‐‐
□

い  月 15

o  (11015)

平安後期～中世の金属製品

一- 158 -一

第87図



第 3章 まとめ

今回の発掘調査では、調査区の形状から、屋代遺跡群高速道地点でたくさんの貴重な資料が得 られた地

表面下 4mにおよぶ縄文時代中期の面まで調査することはできなかった。しかしながら、広大な屋代遺跡

群を南北方向に調査 した高速道地点に対して、それに直交する形で西方への広が りを調査することができ

たことは、今後の屋代遺跡群を研究していく上で貴重な資料を提供することができた。以下に、調査の成

果を述べて、まとめとしたい。

集落の変遷について

今回の調査では、縄文時代後期～中世にかけての遺構が確認されている。そして、この調査区が居住区

として最初に利用されるのは、弥生時代中期後半の栗林期に入ってからである。この時期の住居跡は、 2

区と3区に点在するだけであるが、同じ屋代遺跡群の荒井遺跡からも、わずかではあるが同時期の住居跡

が検出されていて、栗林式成立期の集落を考えるうえで、今後の研究に貴重な資料 となろう。次に居住区

が確認されたのは、古墳時代に入ってからで、屋代遺跡群高速道地′点から広がる、古墳時代中期～後期の

集落の西端が、 2区で確認できた。 7世紀後半～ 9世紀中頃は、細かい時期によって、若干住居跡の集中

する地区の移動が認められるものの、ほぼ調査区全域に集落が広がっている。しかし、 9世紀末の大洪水

の前には、ほとんどの遺構は廃棄されてしまい集落は調査区から忽然と姿を消す。そして、 9世紀末の大

洪水のときには 3区 と6区の一部が、畠として使用されているだけである。しばらくの断絶の後中世に

なって、 4区から5区にかけて館に関係すると思われる、堀などの遺構が確認された。   ~

出土遺物について

1)縄文時代の土器 資料は 2′点と少ないが、善光寺平では出土例の少ない後期後葉の安行 I・ Ⅱ式の希

少な資料を提示することができた。

2)弥生時代の土器 屋代遺跡群国道403号土ロバイパスの調査では、弥生中期後半の栗林土器様式成立

に関する重要な土器資料を採集することができた。今 日の長野盆地の調査・研究の成果では、松原、榎田

遺跡等の調査成果に看取されるように、栗林様式後半段階の拡大した集落像が明らかになりつつあるが、

栗林様式成立期の遺構、遺物の調査は限られている。今回の調査では、当該期における数軒の竪穴住居址

と包含層を明らかにした。他時期の遺物混入をあまり考慮しなくてもよい検出状態で、今後長野盆地の基

準資料 となることは間違いなく、集落のあり方、石器生産 と流通等、社会構造復元のためにも重要な調査

となった。ここでは、基礎作業の土器研究を行 うためにもごく簡単な整理を行 う。

器種 破片資料が多いため、器種構成を復元することには困難を伴 うが、器種は、細頸壺、太頸壺、甕、

鉢、蓋、小型土器によって構成され、無頸壺の存在が予想される。その主体 となるのは壺 と甕である。壺

は大頸壺 (6の が例外的存在であり、主体 となるのは細頸壺である。高杯、有孔鉢は当資料群では欠落し

ている。蓋もつまみがつ くタイプは存在 しない。壺、甕、鉢で構成される様相は、栗林様式古相に位置付

けられる資料 も出土している長野市篠ノ井遺跡群高速道地点 S D 7110等 でも同様な要素が指摘される。

看見にふれたところでは赤彩破片が提示されていないことになる。赤彩鉢は直立、あるいは内彎口縁の

鉢が主体であるが、当資料群の鉢は大型で外反する口縁の鉢である。直立する口縁を持つ小型の赤彩壺は、
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第 3章  まとめ

時に胴部に注目部を有すが、こういった器種は土ロバイパス地′点の資料には見当たらない。集落拡大期の

松原、榎田遺跡等の栗林式土器の器種構成 と大 きな隔たりがあり、栗林式土器様式を理解する手がか りが

同遺跡の破片資料の中に埋 もれていよう。

甕の様相 プロポーションは、頸部 と胴最大径の数値があまり変化のない倒鐘形を基本 とする。第13図

17に 代表されるプロポーションであるが、52の ように頸部がやや括れ、胴部が張 り出す例 もある。倒鐘形

の特徴は、口径 >胴部最大径にある。ただし、55、 76の ようなプロポーションの存在を考慮しなくては

ならない。篠ノ井遺跡 S D 7110で は、日径 <月同部最大径 となる器形が散見される。ここでは倒鐘形のプ

ロポーションを注意してお くことにする。また、胴最大径下位の外面に有段部をもつ破片もないことを指

摘 しておきたい。

次に文様構成について触れる。口縁部の文様帯は、外反する日縁部に文様 を施文するもの (11012)と 、

施文 しないもの (1301つ とがある。その比率は、 2:1の割合で、施文を行 うものが多い。提示 した資

料では、 S B36ではその両者が共存し、松原遺跡の報告で様相 1と した資料では口縁部に文様施文するも

のはないは1)。
当該期では両者の共存が指摘されるが、文様施文を行わない17の 回縁部には強いヨヨナデ

が施されている。一方、施文する12を 観察すると文様の背後に、ヨヨナデ痕跡を認めることができ、両者

が混在する背景に口縁部 ヨコナデ技法が見え隠れする。文様は横方向の羽状文 と縦方向の羽状文、波状文

という構成で、横方向の羽状文が圧倒的に多い。波状文の場合、波状文のみで構成されるものはなく、波

状横帯文を縦区画する垂下文が認められる (53)。 甕の文様構成には、羽状文、波状文、縦に区画する垂

下文 という文様構成を当データから読み取ってお くことにする。羽状文に原体は、ヒゴを結束したもので、

12の ように 3本結束、63の ように 4本結束のものがあり、その本数は少ない。一方、波状文、直線文の場

合、その本数が多い傾向にある。施文原体については今後追求する必要がある。

壺の様相 壺は細頸壺 と太頸壺があり、太頸壺は63の 1点のみである。細頸壺には、細頸で回縁部が短

く外反するもの (1047048・ 67080083・ 90)と 、頸部がやや太 く緩やかに外反するもの (49a081091)と

がある。前者の場合、 1を 除いて、口縁部に至るまで施文することが基本 となる。破片資料であり、一概

には語れないが、同資料群の壺は、細頸で回縁部が短 く外反する口縁形態がめだつ。胴上半の肩部から頸

部の形態は、肩部から頸部にかけて変換点があり、頸部が筒状に立ち上がるもの (8)と 、肩部から頸部

にかけて変換点がなく、頸部が筒状にならずに立ち上がるものとがある。後者が多いように看取されるが、

破片資料が多いため詳細は不明である。ただし、両者が共存していることを重視 したい。プロポーション

から理解できることは、栗林様式以前の様相 と栗林様式の様相が混在することである。

次に、文様構成についてまとめてみたい。壺は形状の全容を知 り得るものがなく、文様構成を復元する

情報は限られている。しかしながら、断片の情報を組み合わせていくといくつかの類型に分類することが

できる。

A 口唇端部から口紡暗5に かけて文様帯をもつもの (47048083090)

B 口縁部に無文帯を有し、頸部以下の胴部に至るまで文様帯をもつもの (40・ 54・ 67・ 68071・ 94)

C 頸部 と胴部に文様帯を有 し、その狭間の口縁部ならびに肩部に無文帯をもつもの (9・ 75)

D 頸部のみに文様帯をもつもの (49a・ b)

上記 4類型の中でDは 2点のみで例外的存在である。 Cも 多くはない。主体 となるものはAと Bで、B

が文様構成の基本 となっている。 Bは頸部から胴部にかけて文様を連続させる文様充損型で、従来栗林様

式でも古相の基準 とされた構成である。これらの文様は沈線文、櫛描文、縄文によって多段横帯文を構成

する′点が特徴である。沈線による横帯区画内には、櫛描文 と沈線文で充填される。櫛描文の場合、直線文、

羽状文 (54)、 短斜線文 (72)、 波状文 (45)があり、沈線文の場合、連弧文 (54)、 山形文 (54)、 重菱形文
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(25)、 鋸歯状文 (38)等がある。沈線文施文原体による押 し引き列点文 もめだつ ところである。文様帯の

分析は今後深めていかねばなるまい。

今後の課題 私 どもは長野市松原遺跡の報告で、栗林様式最盛期の土器様相について、膨大な実測図を

提示 したは2)。 しかしながら、長野盆地における栗林様式成立期の資料は松原遺跡で確認できるのはごく

僅かな資料である。一方、長野盆地南部の当該期の資料はごく限られた資料で、断片的な破片資料 となる。

私どもは、弥生時代中期前半期から栗林様式成立期の断片的資料をひとつひとつ積み重ね解析 し、その基

準を作成していかなくてはなるまい。長野盆地を見つめ、広 く他地域を見つめることと、その中で長野盆

地の地域編年の作成を行 うことが急務 となっている。その為には地道な作業が必要で、地域社会構造を他

地域の研究成果を引用する形で究明することを急 ぐべ きではない。

3)弥生時代の石器

土器などの遺物の出土量に対して、多くの石器が出土した。中でもS B38か らは、黒曜石の石鏃、石鏃

や石錘の未製品、原石～砕片まで、また頁岩や閃緑岩・凝灰岩の大型景J片 など、石器製作に係わるたくさ

んの遺物が出土してお り、栗林期における、石器の製作・石材の流通などについて考えるひとつの資料 と

なろう。また、包含層からではあるが、県内では希少な資料である、アメリカ式石鏃が出土している。

4)飛鳥・平安時代の土器

飛鳥・平安時代の土器は、屋代遺跡群高速道地′点と比較・検討できるように、その分類及び統計を基本

的に、屋代遺跡群高速道地′点と同様の方法で行ったは3)。
各時期の特徴的な遺構をあげて、食膳具の組成

比また、須恵器杯Aの質的変化・内面底径の変化について、分析 した結果を、表35は
4)に 示す。

全体的に、遺構からの土器の出土量が少なく、さらに変化の指標 となる須恵器杯Aの 出土量の少ない遺

構が多く、その分析結果にはっきりと特徴のでるものが少なかった。しかし食膳具の組成表からは、古代

6期になると、それまで主体だった須恵器の比率が低下 し、黒色土器が増大し始め、 7期には、その主体

が黒色土器に変わり、 8期になると土師器の食膳具が現れるといった、屋代遺跡群高速道地′点と同じよう

な結果が得 られた。

また、須恵器の質的変化でも、 6期から質の粗悪なものが認められるようになり、 7期には、さらにそ

の傾向が進むといった、同様な結果が認められた。

表35 飛鳥・ 平安時代の土器の消長

8% 食膳具における土器組成 糸切 り底の須恵器杯Aの質的変化
2期

SB21

3期
SB61

92%

84%(渠易言笠Aラ切り13

4電
B461名     93%暉易言T炎ラ切り3)|

7%
:|1       93%

17% 83%

100%

糸切 り底の須恵器杯Aの
内面底径の変化

7.3

566.0   6.8

5.8 6.3

5.86.0

5.6      7.0

5cm     6cm     7cm     8cm

6亀
B56匿 :T「

'71T司

    5恩瓦    |
7盗

‖ 三%:::::::1 57%
7雌

孟障1葺■‖ ||オ■1■■■10列

8摺
難ュ1葺葺IIだオ

=葺=劇

ν%|

68%

57%

財 νグ⑮ け 日 げ ロ レグ
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第3章  まとめ

5)木製品

当遺跡から出土 している木製品はすべて井戸跡か らの出土である。製品 と認め られるものは、曲げ物な

どの容器類がほ とんどであるが、題箋軸状木製品 としたものが、 1点出土 している。墨書が認め られない

ためはっきりと題箋軸 とはいえないものの、形状は題箋軸 と同一である。題箋軸は官衛遺跡からの出土が

ほとんどで、屋代遺跡群高速道地点でも木簡の出土があ り官衛の可能性が指摘 されてお
°
りその可能性 を裏

付けるひとつの資料 となろう。

最後になりましたがt発掘調査から報告書の刊行に至るまで、ご指導してくださった皆様、数多くの御

教示をいただいた所内外の皆様、発掘調査・整理作業に参加していただいた皆様に深く感謝申し上げます。

本書が多くの方々にご活用頂くことを念願して、まとめとしたい。

註

1 青木一男 1996年 「松原遺跡弥生編整理中間報告」『長野県埋蔵文化財センター紀要』 5 佃わ長野県埋蔵文化財センター

2 長野県埋蔵文化財センター 1998年 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書 5 松原遺跡 弥生・総論 4 弥生中期・土

器図版』

3 統計処理する基礎データは、器種が明確に認定できるものの、日縁部または底部が、 8分の 1以上残存しているものを推定の

1個体 と考え、その推定の個体数を数え集計した。

4 各遺構の食膳具の組成比及び糸切 り底の須恵器杯Aの質的変化は、推定個体を基本資料 として個体数比で表した。小数第 1位

を四捨五入するため、合計が100%に ならない場合がある。

参考文献

更埴市教育委員会 1990 『更埴市埋蔵文化財調査報告書一平成元年度―』

0長野県埋蔵文化財センター 1996 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書23-更埴市内その 2-長野県屋代遺跡群出土木簡』

0長野県埋蔵文化財センター 1997 『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書16 篠ノ井遺跡群』

鳥羽 英継 1999 「屋代遺跡群における古代の土器一善光寺平南縁の 7世紀前半～ 9世紀後半の土器編年一」『上信越自動車道埋蔵

文化財発掘調査報告書26-更埴市内その 5- 更埴条里遺跡・屋代遺跡群一古代 1編―』
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第 1節 出土黒曜石の原産地推定

付章 自然科学的分析

第 1節 出土黒曜石の原産地推定

網干 守・二宮修ツ台 (成城学園高等学校・東京学芸大学教育学部 )

はじめに

今回は、屋代遺跡群国道403号土ロバイパスから出土した黒曜石の原産地推定を試みた。本研究では、

遺跡より出土した黒曜石について、エネルギー分散型蛍光X線分析により、主成分元素組成と原産地推定

に有効な指標元素の測定を行い、原産地推定を試みた。エネルギー分散型蛍光X線分析は、分析資料を破

壊することなく、簡便かつ短時間に定量分析が行えるという特徴を有することから、文化財資料の非破壊

分析や考古遺物の原産地推定などで多くの成果が報告されている。

2 分析 資料 お よび分析 方法

分析に供 した資料を表 1に 示す。

原産地推定の基準 となる原産地 としては、関東地方周辺の主な原産地である高原山 (栃木県塩谷郡)、 星

ケ塔 (長野県諏訪郡下諏訪町)、 小深沢 (同県小県郡和田村)、 男女倉 (同 )、 麦草峠 (同 県南佐久郡八千穂村)、 恩地

島 (東京都神津島村、ここでは、神津島として扱うこととする)、 畑宿 (神奈川県足柄下郡箱根町)、 上多賀 (静岡県熱

海市上多賀町)、 オ白峠 (同県四方群中伊豆町)の 9原産地である。

エネルギー分散型蛍光X線分析により黒曜石資料中の主成分元素および指定元素の測定を行った。用い

た装置は、セイコー電子工業製卓上型エネルギー分散型蛍光 X線分析装置 (エ レメントモニター i SEA

-2001)で ある。本研究では、測定する諸元素の適正条件を考慮 して、同一視量に対 し2種類の測定条件

(測定 1、 測定2)で蛍光X線分析を行った。測定 1は、岩石学的な特徴を見出す ものであり、黒曜石のよ

うなケイ酸塩岩石で一般的に行われている主成分の 8元素 [ケ イ素 (割 )、 チタン (Ti)、 アル ミニウム

(Al)、 鉄 (Fe)、 マグネシウム (Mg)、 カルシウム (Ca)、 ナ トリウム (Na)、 カ リウム (K)]の定量を目

的とするものである。分析装置資料室を真空雰囲気下、照射X線の加速電圧15kVで、180秒間計測 した。

同一資料に対 して測定箇所を変えて 3回繰 り返し測定した。定量は、標準資料 として和田峠小深沢産黒曜

石を用いてファンダメンタル・パラメータ法により行い、各元素の存在量は、岩石学の慣例に従って酸化

物の形で計算した。

測定 2は、原産地の識別・分類に有効な指標元素 として、先の主成分 8元素のうち特徴が認められる鉄、

カルシウム、カリウムの 3元素に、これらの元素 と挙動が地球科学的にそれぞれ類似 しているマンガン

(Mn)、 ス トロンチウム (Sr)、 ルビジウム (Rb)の 3元素を加えた 6元素の測定を目標 とするものである。

資料室大気雰囲気、加速電圧50kVで、計測時間、回数については、測定 1と 同じである。この測定では、

標準資料を用いないファンダメンタル・パラメータ法により、 6元素の酸化物を100と する濃度比として
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付章 自然科学的分析

求めた。

3 結果 お よび考察

エネルギー分散型蛍光X線分析による、屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出± 5′点の黒曜石の測定 1

および測定 2の結果をまとめて表 2に示す。同様に、同一条件で浪J定 した関東地方周辺の黒曜石の原産地

9地′点の結果を表 3に示す。遺跡出土黒曜石の原産地推定は、原産地黒曜石の化学組成 と対比することに

より可能である。

本研究に供 した屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出± 5′点の黒曜石の主成分化学組成 (測定 1)お よび

指標 6元素の値 (測定2)は、比較的類似 してお り、同一の原産地から供給されたものと考えられる。遺

跡より出土した黒曜石の原産地 として、長野県の星ヶ塔産 と推定される。

今回分析に供 した屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土の 5′点の黒曜石は、いずれも、県内の星ヶ塔

(長野県諏訪郡)であった。この周辺の上信越 自動車道屋代遺跡群・更埴条里遺跡、松原遺跡、春山B遺跡、

榎田遺跡出土の黒曜石の原産地 もすべて星ヶ塔であったことから、この付近の遺跡では、少なくとも縄文

時代中期以降では、星ヶ塔 (長野県諏訪郡)の黒曜石の使用が中心であったといえるであろう。さらに、周

辺のほかの遺跡出土黒曜石について総合的な検討が待たれる。

く参考文献〉

二宮修治・網千守 (1994)「 東京都練馬区栗山遺跡、東早淵遺跡出土黒曜石の原産地推定―非破壊蛍光X線分析による主成分元素組成

にもとづ く検討―」『練馬区栗山遺跡第 2地′点』栗山遺跡第 2地′点調査会・東京都住宅局 三272-234

二宮修治 (1995)「 第 3節 久保田遺跡出土黒曜石の原産地推定」『久保田遺跡』東京都板橋区久保田遺跡発掘調査報告書、久保田遺

跡調査会 :233-234

二宮1夕台・網千守 (1996)「 第 2節 エネルギー分散型蛍光X千分析による千田第遺跡出土黒曜石の原産地」『多古町千田遺跡―BR/
W南側NDB用 地 (無線施設埋蔵文化財報告書)―』千葉県埋蔵文化財センター調査報告 第283集 三345-357

網千守・二宮修治 (1998)「榎田遺跡 (長野県長野市若穂綿内所在)出土黒曜石の原産地推定」働長野県埋蔵文化財センター
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第 1節 出土黒曜石の原産地推定

表 1 分析試料―屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土黒曜石

分析NQ  器種名 出土地区   長さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ (g)

BY0 01
BY0 02
BY0 03
BY0 04
BY0 05

砕片

砕片

争Jtt B

砕片

砕片

SB 67
SD 68
SD 68
SL 3
4区

1.8

2.5

1.9

1.7

1.6

1.8

1.2

2.3

2.0

2.2

0。 3

0.6

0.6

0.7

0.6

1.0

2.8

2.1

2.2

2.1

表 2 エネルギー分散型蛍光 X線分析による屋代遺跡群国道403号 土ロバイパス出土黒曜石の測定結果

Si02 Ti02 A1203 Fe203 R/1go CaO Na20 K20

77.7   0.1   13.1   0.8   0.0   0.5   3.4   4.3

77.3   0.1   12.9   0.8   0。 0   0.5   3。 9   4。 4

76。 8   0.1   13.1   0。 8   0。 0   0.5   4.3   4.3

76.0   0.1   13.0   0.8   0。 0   0.5   5.3   4.2

77.5   0.1   13。 0   0.8   0.1   0。 5   3.8   4。 2

測定 1(%) 測定 2(6成 分 を100と する比 )

BY0 01
BY0 02
BY0 03
BY0 04
BY0 05

G02星 ケ塔

GOl高 原山

G02星 ケ塔

G03小 深沢

G04男 女倉

G05麦 草峠

G06神 津島

G07 火田 宿

G08上 多賀

G09 オ白 峠

MnO Fe203 SrO

3.1   32   0.3
3.7   31   0。 3

3。 1   31   0.3
3.0   38   0.3
2。 8   31   0.4

CaO Rb20 K20

7.7   1.2   56
6.7   1。 1   58

8.6   1.2   56
9.0   1.2   49
8.6   1。 0   56

表 3 エネルギー分散型蛍光 X線分析による東日本の主な原産地黒曜石の測定結果

測定 1(%) 測定 2(6成分を100と する比)

Si02 Ti02 A1203 Fe203 M[go caO Na20 K20 R/1nO Fe203 SrO  CaO Rb20 K20

76.2   0。 2

75.3   0.5

76.2   0.2

76.6   0.1

74.9   0.6

76.3   0.4

76.6   0.3

74.6   0.7

76.1   0.4

73.6   0.6

13.2   1。 1

12.9   2。 5

13.2   1.1

13。 1   1.0

13.4   1.9

12.9   1。 3

13.1   1.2

12。 7   3.4

12。 8  2.4

12.6   2。 7

0.1  0。 7

0.1  2。 0

0.1  0.7

0.1  0.6

0。 1  1。 0

0.1  1.0

0。 1  1.0

0.1  2.3

0.1  2.0

0.1  2.3

3.7  4.9

3.7  3.1

3。 7  4.9

4.1  4.5

3.5  4.8

3。 8  4。 3

4.5  3.3

4.8  1.3

4.3  1.9

3.7  2。 4

3.4   32   0.3

1.3   56   0.8

3.4   32   0.3

4.2   32   0。 04

2.2   38   0.7

1.6   40   1。 1

3.3   39   0.8

2.2   69   1.3

1。 7   61   1.2

1.1   58   0。 9

9.9   1。 1   54

16     0.8   24

9.9   1.1   54

10     2。 4   50

11     1.2   46

13     0.8   43

14     0.7   42

18     0。 1    9

20     0.3   16

25     0.2   15
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第 2節 出土木製品の樹種同定

はじめに

屋代遺跡群国道403号土ロバイパスから出土した木製品の樹種、

時期は、飛′鳥・平安時代 5′点、平安後期～中世27′点で、杭、曲物、

これらの木製品の樹種を明らかにする事で、遺物を理解する一助 と

松葉ネL子 (パ レオ・ラボ)

計32点 を同定 した。これらの木製品の

皿、刀子といった木製品が中心である。

なす事を目的として樹種を同定 した。

方法 と記載

同定には木製品か ら直接、 もしくは切 り欠いたサンプルか ら片歯剃刀を用いて、木材組織切片 を横断面

(木 口と同義 0写真図版 a)、 接線断面 (板 目と同義・写真図版 b)、 放射断面 (柾 目と同義・写真図版 C)の 3方向

作成 した。 これ らの切片はガムクロラールにて封入 し、永久標本 とした。樹種の同定はこれらの標本 を光

学顕微鏡下で観察 し、現生標本 との比較により樹種 を決定 した。これらの内、各分類群 を代表させ る標本

については写真図版 を添付 し、同定の証拠 とす るとともに同定根拠 を後述す る。結果は、表 1に示す。な

お、作成 した木材組織プレパラー トは、帥パ レオ・ラボで保管されている。

第 1表 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木製品の樹種同定結果

PAL NQ 樹 種 製 品 名 音Ь 位 木取 り 出土地′点 遺物番号 図番号 時 期

PAL l ヒノキ 題箋軸状木製品 板 目 BYO S K 867 NQ 1   69-1 平安時代
PAL 2 カラマツ属 刀子 ? 柄 板 目 BYO S K 394  No。 4   83-10 平安後期～中世
PAL 3 ク リ 不 明 芯 もち BYO S K 305  NQ 10   63-1 飛′鳥・平安時代
PAL 4 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 727  No.1    84-11 平安後期三中世
PAL 5 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 727  NQ 2    84-12 平安後期～中世
PAL 6 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 351  NQ 1   83-3 平安後期～中世
PAL 7 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 351  NQ 2    83-2 平安後期～中世
PAL 8 ス ギ 曲物 底板 柾 目 BYO SK l147 NQ 1   85-26 平安後期～中世
PAL 9 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 394  No.1-1  83-8 平安後期～中世
PAL 10 ヒノキ属 曲物 蓋板 ? 板 目 BYO SK l140 No。 1   85-21 平安後期～中世
PAL ll ケンポナシ属 部 材 割材1/2 BYO S K 305  No。 8    63-3 飛′鳥・平安時代
PAL 12 グミ属 不 明 芯 もち BYO S K 270        83-1 平安後期～中世
PAL 13 ア カマ ツ 杭 芯 もち BYO S K 751  No。 9    84-13 平安後期～中世
PAL 14 ヒノキ 曲物 側板 柾 目 BYO S K 394  NQ l-2  83-8 平安後期～中世
PAL 15 ヒノキ 曲物 底板 板 目 BYO S K 351  No。 3    83-4 平安後期～中世
PAL 16 ヒノキ 曲物 底板 柾 目 BYO SK l143 NQ 1    85-24 平安後期～中世
PAL 17 ヒノキ 部 材 柾 目 BYO S K 358  No.4    83-7 平安後期～中世
PAL 18 フジ,キ 杭 芯 もち BYO S K 305  NQ 6    63-2 飛′島・平安時代
PAL 19 ク リ 杭 芯 もち BYO SK 1045 NQ 5   84-18 平安後期～中世
PAL 20 ブナ属 漆 器 皿 横 木 BYO SK l142 NQ 1    85-22 平安後期～中世
PAL 21 ヒノキ 曲物 底板 板 目 BYO S K 885  NQ 1    84-17 平安後期～中世
PAL 22 ヒノキ オ融 底板 板 目 BYO S K 358  NQ 2    83-5 平安後期～中世
PAL 23 コナラ節 不 明 削出し BYO S K 885  NQ 7   84-15 平安後期～中世
PAL 24 ニシキギ属 杭 芯もち BYO S K 358  No。 1    83-6 平安後期～中世
PAL 25 散孔材 杭 芯 もち BYO SK 1071 NQ 1    84-19 平安後期～中世
PAL 26 コナラ節 不 明 芯もち BYO S K l137 No。 1    85-20 平安後期～中世
PAL 27 キハダ 不 明 芯もち BYO SK l143 NQ 13   85-25 ′平安後期～中世
PAL 28 ブナ属 部 材 板 目 BYO S K 865  No。 1    84-14 平安後期γ中世
PAL 29 ス ギ 曲物 底板 柾 目 BYO S K 394  NQ 2    83-9 平安後期～中世
PAL 30 ヒノキ 部 材 柾 目 BYO S K 885  No。 5    84-16 平安後期～中世
PAL 31 サクラ属 杭 芯もち BYO SK l143 NQ 9    85-23 平安後期～中世
PAL 32 ケヤキ 皿 横木 BYO S K 864  No。 13   63-4 飛鳥・平安時代
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第 2節 出土木製品の樹種同定

同定根拠

アカマツ 2物πs ttπ sクワθ%Sieb.et Zucc.PINACEAE 写真図版la～ lc:PAL13

水平・垂直両樹脂道をともに持つ針葉樹。樹脂道の周囲にはエピセリウム細胞があるが、腐朽の為欠落

している。早材から晩材への移行はやや急で、年輪界は明瞭。放射組織は放射柔細胞と放射仮道管と放射

樹脂道からなり、単列 と紡錘形のものがある。放射組織の上下端に放射仮道管があり、水平壁には鋭角な

鋸歯状の肥厚が著 しい。分野壁孔は大型の窓状で、 1分野に 1～ 2個。

以上の形質から、マツ科のアカマツの材 と同定 した。アカマツは、常緑高木の針葉樹で、北海道～屋久

島の温帯～暖帯に分布する。

カラマツ属  L″復  PINACEAE 写真図版2a～ 2c三 PAL2

水平・垂直両樹月旨道を共に持つ針葉樹材。樹月旨道の周囲には 8～ 9個のエピセリウム細胞がある。早材

から晩材への移行は急で、年輪界は明瞭。早材部仮道管は薄壁で大きく、有縁壁孔は 2列対列状に並ぶ。

放射組織は放射柔細胞と放射仮道管 と放射樹脂道からなり、単列のものと紡錘形のものがある。放射組織

の上下端に放射仮道管があり、放射柔細胞の垂直壁には単穿孔が数珠状を呈す。分野壁孔はきわめて小型

の トウヒ型で、 1分野に 2～ 4個。 放射仮道管の内壁は通常平滑で断面形は丸い。

以上の形質により、マツ科のカラマツ属の材 と同定 した。 日本に自生するカラマツ属はカラマツのみで、

カラマツは、本州 (宮城県・新潟県以南～中部山岳地帯)の主に亜高山帯に分布する落葉高木の針葉樹で

ある。

スギ  Cψ わπθttθαノ″θπグθα (Lofil.)D.Don TAXODIACEAE 写真図版3a～ 3c:PAL29

水平・垂直両樹月旨道を持たない針葉樹材。早材から晩材にかけての移行は急で、年輪界は明瞭。樹月旨細

胞が早材部から晩材部にかけて接線方向に散在する。放射組織は放射柔細胞のみからなり単列。分野壁孔

は大型のスギ型で、通常 1分野あたり2個存在する。

以上の形質により、スギ科のスギの材 と同定 した。スギは、常緑の針葉樹で、本州～屋久島の温帯～暖

帯に分布 している。

ヒノキ C力α%αα″α%S θbttsα (Sieb.et Zucc.)Endlo CUPRESSACEAE  写真図jln4a～ 4c三 PAL16

水平・垂直両樹月旨道を持たない針葉樹。早材から晩材への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹月旨細胞が

早材部 と晩材部の境に接線状に散在 しており、水平壁は結節状に肥厚 している。放射組織は放射柔組織の

みからなり、単列。分野壁孔は中型の トウヒ～ヒノキ型で、 1分野に 1～ 3個。

以上の形質から、ヒノキ科のヒノキの材 と同定 した。ヒノキは、常緑高木の針葉樹で、福島県～屋久島

の温帯に分布する。ヒノキ、サワラ両者の区別が曖味なものについてはヒノキ属 と同定した。

ク リ Cbs″πθα θππθル Sieb.et Zucc.FAGACEAE 写真図版5a～ 5c三 PAL19

年輪の始めに、やや放射方向に伸びた大型の丸い管孔が 1列に並ぶ環孔材。晩材部では小型で薄壁の角

張った管孔が、火炎状から放射状に配列する。道管の穿孔は単一。本部柔組織は、晩材部で接線状から短

接線状。放射組織は単列同性で、道管との壁孔は対列状を呈す。

以上の形質より、ブナ科のクリの材 と同定した。クリは北海道～九州までの温帯～暖帯にわたって広 く

分布する落葉性高木あるいは中高木である。
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付章 自然科学的分析

ブナ属 長箸箔 FAGACEAE                       写真図版6a～ 6c:PAL20

小型で丸い管孔が年輪界に向けて徐々に径を減 じながら散在する散孔材。道管の穿孔は単一 もしくは横

棒の少ない階段状。放射組織は巾の広い複合状 と単列のものがあり同性。

以上の形質により、ブナ科のブナ属の材 と同定された。ブナ属には北海道～九州の温帯に分布するブナ

と本州 (岩手県以南)～九州の中間温帯に分布するイヌブナとが含まれる。

コナラ属コナラ節 0%θπ%s Sect.3づππs FAGACEAE          写真図版7a～ 7c:PAL23

大型で丸い道管が単独、時に複合 して年輪界に一列に並ぶ環孔材。晩材部では急激に径を減 じた多角で

薄壁の道管が散在 し火炎状を呈し、本部柔組織は接線状に配列する。放射組織は単列 と大型の複合放射組

織からなり、同性。道管放射組織間壁孔は楕円形の対列状～棚状。

以上の形質により、ブナ科のコナラ節の材 と同定した。ヨナラ節には、カシワ、 ミズナラ、コナラ、ナ

ラガシワ等が含まれ、いずれも落葉高木である。

ケヤキ ル滋θυα s″π″ (Thunb.)A/1akino ULMACEAE 写真図版8a～ 8c:PAL32

年輪の始めに大型で丸い管孔が一列に並ぶ環孔材。晩材部で、薄壁の多角形の小道管が多数集合 して接

線方向～斜め接線方向に配列する。道管穿孔は単一、小道管内部には螺旋肥厚を持つ。本部柔組織は、周囲

状～連合翼状を呈し、放射組織は 1～ 8列程度の異性で、その上下端は時に大きめの結晶細胞が見られる。

以上の形質により、ニレ科のケヤキの材 と同定 した。ケヤキは、本州～九州の暖帯～温帯に広 く分布す

る落葉広葉樹である。

サクラ属 Pttππs ROSACEAE                     写真図版9a～ 9c:PAL31

小型の丸い道管が、単独あるいは数イ固放射方向に複合 して散在する散孔材。道管の穿孔は単一で、内壁

には明瞭な螺旋肥厚をもつ。放射組織は 1～ 5細胞幅程度で、同性に近い異性。

以上の形質から、バラ科のサクラ属の材 と同定した。 日本のサクラ属には落葉・常緑の低木～高木の25

種が含まれる。

フジキ C滋グ%ダた タル妙θαイ形 (Ma対m.)MakinO LEGMINOSAE 写真図版10a～ 10c三 PAL18

大型で丸い道管が、単独 もしくは 2個程度複合 して年輪界に並ぶ環孔材。晩材部では、小型で薄壁の道

管が見状をなして、斜め～接線方向に連なる。道管の穿孔は単一。内壁には螺旋肥厚があり、道管内部に

褐色のゴム状の物質が詰まることがある。本部柔組織は周囲状。放射組織は、 7細胞幅程度の同性に近い

異性。時に鞘状になる。

以上の形質により、マメ科のフジキの木材 と同定した。フジキは、福島県阿武隈山地以南～四国の暖温

帯に分布する落葉高木である。

*r. /" Phellodendron arnurense Rupr. RIJTACEAE 写真図版1la～ 1lc:PAL27

年輪のはじめに大道管が並び、そこから順次径を減 じた小道管が早材部では多数複合 して斜め接線方向

につながる環孔材で、障害ゴム道があり、道管の穿孔は単一、小道管の内壁には螺旋肥厚があり、放射組

織は同性で、 4細胞幅 くらいである。

以上の形質により、 ミカン科のキハダの材であると同定した。キハダは、北海道～九州の温帯に分布す

る落葉高木である。
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ニシキギ属 E"η π%s CELASTRACEAE               写真図版12a～ 12c:PAL24

小型で丸い道管がほぼ単独で、均一に散在する散孔材。道管の穿孔は単一で、内壁には螺旋肥厚が有る。

管孔の直径は年輪界付近でやや径を減 じる。放射組織は、単列で同性。

以上の形質により、ニシキギ科のニシキギ属の材と同定 した。 日本に自生するニシキギ属には18種が含

まれる。

ケンポナシ属 〃めθπtt RHAMNACEAE                写真図版13a～ 13c三 PALll

年輪界に中～大型の道管が並び、晩材部では厚壁の道管が単独 もしくは 2～数イ固放射方向に複合 して散

在する散孔材。道管穿孔は、単穿孔。木部柔組織は周囲状～連合翼状。放射組織は異性で 1～ 4細胞幅程

度比較的外形は滑らかである。

以上の形質からクロウメモ ドキ科のケンポナシ属の材と同定 した。 日本に自生するケンポナシ属には、

ケンポナシ (北海道～九州)と ケケンポナシ (本州～四国)が含まれ、いずれも落葉高木である。

グミ属 E励%″πs ELAEAGNACEAE 写真図版14a～ 14c:PAL12

年輪のはじめに中型で丸い道管が一列に並び、晩材部に向かって徐々に径を減 じた単独の丸い管孔がや

やまばらに散在する散孔材。管孔の直径は、早材部から晩材部にかけて急に減 じ、木部柔組織は晩材部で

散在状～短接線状。道管の穿孔は単一、螺旋肥厚を持つ。放射組織は1～琳田胞幅程度の同性に近い異性。

以上の形質により、グミ科のグミ属の材 と同定した。グミ属には16種が含まれ、落葉 もしくは常緑の低

木～小高木である。

第 2表 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木製品 時代・製品名別一覧

時期 製品名

ア
カ

マ
ツ

カ
ラ

マ
ツ
属

ス
ギ

ヒ

ノ

キ

ヒ
ノ
キ
属

ク

リ

ブ
ナ
属

コ
＋
生
フ
居即

ケ
ヤ
キ

サ
ク
ラ
属

フ

ジ
エ
「

キ

ハ
ダ

ニ
シ
キ
ギ
属

ケ
ン
ポ
ナ
シ
属

グ
ミ
属

散
孔
材

総
計

飛′鳥

平安

時代

皿

題箋軸状木製品

杭

不 明

飛′鳥・平安時代 計

平安

後期

S

中世

曲物 佃l板

曲物 底板

桶 底板

杭

漆器 皿

刀 子

不 明

平安後期～中世 計 12

総計
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考察

今回調査 した木製品は、飛′鳥・平安時代が計 5′点、平安後期～中世が計27′点の合計32′点が確認され、樹

種は14種類であった。(表 2)特徴的な傾向を中心に考察する。

飛″鳥・平安時代の皿や平安後期～中世の漆器などの挽物は回転整形のため、均質な木材が好まれる傾向

があり、ケヤキ、ブナ属、サクラ属、モクレン属、 トネリコ属など数種の木材が選択的に使用される。こ

の傾向は、全国的に確認されているが、付近の植生等の影響で使用樹種は微妙に異なる。今回確認された

製品 2′貞もこれらの樹種に含まれてお り、他遺跡の傾向と一致する。同様に、曲物の側板・底板、桶の底

板は、ヒノキ、スギが使用される傾向が強い。桶は中世以降広まったとされているが、ヒノキ・スギの分

布圏以外でも広 くこれらの樹種が利用されている。石川条里遺跡ではサワラが多量に確認されているが、

中世の曲物・折敷に関しては、逆にヒノキが多く使用されてお り、より材質の優れたヒノキ材を利用 して

いた事が分か り (能城・鈴木,1997)、 本遺跡の結果 と一致する。

逆に、杭には、古代 0中世に関わらず樹種を選択 している様子が伺われない。今回確認された杭には、

特に耐久性や見た目の質感等が問題にされなかったため、周辺の手に入 りやすい木材を利用 したものと考

えられる。ほかに不明とされた遺物にもコナラ節、キハダ、グミ属など周辺の広葉樹材が見出される事か

ら、周辺にオ直物が豊富な環境が伺われる

引用文献

能城修一・鈴木三男.1997.石川条里遺跡出土木製品の樹種.中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書15-長野市その 3-石

川条里遺跡 第 3分冊.財団法人長野県埋蔵文化財センター,68-138pp。
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図版 1 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木材組織顕微鏡写真 Bar:

laア カマツ bar三 lmm PAL 13 同 bar . 0.4mm

2b 同 bar . 0.4mm

3b 同    bar三 o.4mm

lb

第 2節 出土木製品の樹種同定

同 bar三 0.lmm

2C 同 bar . 0. lmm

3C 同

2aヵ ラマツ属   bar三 lmm PAL 2

3aス ギ bar: lmm PAL 29
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bar . 0.1mm



付章 自然科学的分析

図版 2 屋代遺跡群 国道 403号土 ロバ イパス出土木材組織顕微鏡写真 Bar:

4aヒ ノキ bar: lmm PAL 16 bar:0.4mm

5aク リ bar: lmm PAL 19 同 bar:0.4mm

bar:0.4mm

同   bar:o.lmm

同 bar:0.2mm

同6aブナ属 bar: lmm PAL 20

一- 172 -一

bar:0.2mm



図版 3 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木材組織顕微鏡写真 Bar:

7aョ ナラ節 bar: lmm PAL 23 7b 同 bar . 0.4mm

8aヶャキ lmm PAL 32 8b 同 bar . 0.4mm

同   bar:o.4mm9b

第 2節 出土木製品の樹種同定

7C 同 bar三 0.2mm

8C 同 bar . 0.2mm

9C 同9aサ クラ属 bar: lmm PAL 31
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bar:0.2mm



付章 自然科学的分析

図版 4 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木材組織顕微鏡写真 Bar:

10aフ ジキ lmm PAL 18 10b 同 bar:0.4mm

1l aキ ハダ lmm PAL 27 1l b 同 bar:0.4mm

E bar . 0.4mm

10C 同 bar三 0.2mm

1l C 同 bar:0。 lmm

同12aニ シキギ属  bar:lmm PAL 24 12b

一- 174 -一

12C bar三 0.lmm



図版 5 屋代遺跡群国道403号土ロバイパス出土木材組織顕微鏡写真 Bar:

13b 同 bar:0.4mm

14aグ ミ属 bar: lmm PAL 12 14b 同   bar:o.4mm

第 2節 出土木製品の樹種同定

bar三 0.lmm

bar.0.1mm

13aヶ ンポシナ属 bar:lmm PAL ll

一- 175 -一



写 真 図 版



弥生時代の遺構 PLl

左 :sB36

右 :SB36

土器出土状態

左 :SD33

右 :2区

全景

SB38



PL2 縄文時代・弥生時代の遺物

縄文 時代 の土器

l SK371

2 1区

弥生 時代 の土器

1～ 17 SB36

18～ 26 SB38



弥生時代の遺物 2 PL3

27～ 46 SD33

47～ 53 SD70

54   SK600

55 SK:614

56 SK939

靱 四
‖



PL4 弥生時代の遺物 3

57～ 62 SK951

63 SK952

66 1区

67-V78  2区

80-89  3区

90ハー92  4区

94095  5区

石 器

3  SB38

60809 SD33

11 2区

12～ 14016 3区

轟
3

Ａ
　

　

‐２

一蘇

∵
凸

田
i

関



古墳時代の遺構 PL5

左 :SB7

右 :SB7

土器出土状態

左 :SB7ピ ッ ト1

土器出土状態

右 :SB20

1区全景

SB24カ マ ド

土器出土状態



PL6 古墳時代の遺物 1

土器

2 0 6 SB l

9～ 20、

24^-26、

28029 SB7

47 SB16



古墳時代の遺物 2

43・ 48・ 49

51052 SB16

53056・ 61

SB20

62063・ 67

680 72 ・ 75

SB24



PL8 古墳時代の遺物 3

64069・ 76

SB24

106 SB91

129 3区

玉類・石製模造品

1～ 4 034 SBl

5 SB16

6～ 29031 SB24

30032 1区

33 ⅡQ-11

35 SB20

36 SBll

鉄製品

l SB l

2 SB 7

酪

琲

勒

鰈

聰

鰈

酪

揚

輪

酪

颯

酪

瘍

酪

鰈

一鰈

醸

瘍

颯

蛉

鰊

膵

蜀

楊

膵

攀

‐７　
・雖

曜} 楊

3

陽
鰈

蝠

石器

l SB 7

3  SB 8



左 :SB3

右 :SB3

カマ ド

方I:SBll

右 :SBll

カマ ド

左 :sB18

右 :SB18

カマ ド

左 :SB27

雄r:SB41

ロ

飛鳥・平安時代の遺構 l PL9



PL10 飛鳥・平安時代の遺構 2

左三:SB50

右 :SB56

左 :SB60

カマ ド

雄r:SB67

左 :ST l

右 :SD24

3区全景

6区全景



飛鳥・平安時代の遺物 l PLll

土器

1 ・ 3 0 5 SB 3

13 SB4

22-27、  29-35

37・ 38・ 43 SBll

54055・ 57

SB18

61 ・62064

71  SB21

:i



PL12 飛鳥・平安時代の遺物 2

63067・ 68

SB21

730 74

SB23

75^-78

SB25

79-83085

86・ 88

74      sB27



飛鳥・平安時代の遺物 3 PL13

98 SB41

118 SB48

121 0 1260 128

129・ 1330 134

1360 138

SB50

1430 1440 146

147e 148・ 150

SB56

1640 1660 167

170   SB61

180 SB67

194 SB71

207 SB77



PL14 飛鳥・平安時代の遺物 4

208 SB88

213 SD6

227・ 2300234

SD24

247-249  SD46

256   SK217

260-263

SK305

271-277

SK838

2850286

288-290

1区

292  5区

295  6区

土製品

306 1区

3090310 4区

土錘

2980299

301

305

羽 口

308

SBll

SB41

6区

SB23


